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－ 1－

区区 分分
研研

究究
課課

題題
名名

／／
研研

究究
のの

必必
要要

性性
ここ

れれ
まま

でで
のの

研研
究究

成成
果果

がが んん とと 感感 染染 症症

①①
ゲゲ

ノノ
ムム

とと
がが

んん
が
ん
細
胞
の
ゲ
ノ
ム
は
「
不
安
定
」
で
あ
り
多
く
の
変
異
、
遺
伝
子
異
常
を
蓄
積
し
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム
不
安
定
性
は
、
染
色
体
の
複
製
や
修
復
、
分
配
な
ど
を
担
う
機
能
の
異
常
と
深
く
関
連

す
る
。
本
研
究
課
題
で
は
、
染
色
体
・
ゲ
ノ
ム
の
世
代
を
通
じ
た
安
定
な
維
持
、
継
承
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
そ
の
不
全
が
も
た
ら
す
細
胞
レ
ベ
ル
、
個
体
レ
ベ
ル
で
の
異
常
を
解
明
す
る
と
と
も

に
、
種
々
の
が
ん
細
胞
、
腫
瘍
の
ゲ
ノ
ム
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
レ
ベ
ル
で
の
変
化
、
遺
伝
的
特
性
、
あ
る
い
は
異
常
増
殖
の
基
盤
と
な
る
細
胞
周
期
・
染
色
体
サ
イ
ク
ル
制
御
異
常
を
解
明
す
る
。

こ
れ
ら
の
知
見
は
、
が
ん
征
圧
の
た
め
の
新
し
い
分
子
標
的
の
発
見
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
が
ん
の
タ
イ
プ
に
基
づ
い
た
個
別
治
療
法
の
開
発
の
基
盤
と
も
な
る
。
が
ん
の
撲
滅
の
た
め
に

は
、
予
防
、
早
期
発
見
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
の
苦
痛
を
軽
減
す
る
治
療
も
望
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
に
本
研
究
課
題
で
は
、
種
々
の
が
ん
細
胞
、
腫
瘍
に
お

け
る
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
同
定
と
簡
便
、
迅
速
な
早
期
診
断
法
の
開
発
も
目
指
し
、
が
ん
の
早
期
発
見
•治
療
及
び
が
ん
性
疼
痛
の
治
療
の
新
た
な
戦
略
を
見
出
す
。

◎
ゲ
ノ
ム
の
安
定
な
維
持
、
伝
搬
と
発
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解

明 ◎
が
ん
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
と
迅
速
な
診
断
法
の
開
発

◎
疼
痛
治
療
に
お
け
る
鎮
痛
薬
感
受
性
予
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発

②②
感感

染染
症症

のの
克克

服服
新
興
及
び
難
治
性
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
新
た
な
治
療
法
の
確
立
を
目
指
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
プ
レ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
が
備
畜
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
流
行
株
が
予
測
で
き
な
い
こ
と
、
接
種
後
効
果
が
出
る
ま
で
長
期
間
か
か
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
単
回
接
種
・
短
期
間
で
も
有
効
な
組

換
え
生
ワ
ク
チ
ン
等
に
よ
る
予
防
法
の
確
立
を
目
指
す
。
ま
た
、

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
等
持
続
感
染
化
す
る
ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
治
療
は
困
難
で
あ
る
。
ウ
イ
ル
ス
複
製

を
抑
制
す
る
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
や
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
阻
害
剤
等
が
治
療
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
薬
剤
耐
性
ウ
イ
ル
ス
が
出
現
し
易
く
、
終
生
投
薬
治
療
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宿
主
因
子
を

標
的
に
し
た
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
と
免
疫
に
よ
る
排
除
系
の
強
力
な
活
性
化
を
も
た
ら
す
こ
と
で
、
こ
れ
ら
根
治
困
難
な
ウ
イ
ル
ス
疾
患
の
完
全
な
病
態
制
御
を
目
指
す
。

◎
宿
主
因
子
を
標
的
に
し
た
抗

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
剤
の
開
発

◎
型
肝
硬
変
治
療
薬
の
開
発

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

◎
デ
ン
グ
熱
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

脳脳 のの 疾疾 患患 とと 障障

害害

③③
認認

知知
症症

とと
神神

経経
難難

病病
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
（

）
、
前
頭
側
頭
葉
変
性
症
（

）
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（

）
、
多
系
統
萎
縮
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症

等
で
蓄
積
す
る
異
常
蛋
白
質
（
タ
ウ
、
α
シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
、

、
ポ
リ
グ
ル
タ
ミ
ン
等
）
の
発
現
機
序
と
神
経
細
胞
変
性
過
程
の
解
明
に
よ
り
、
こ
れ
ら
認
知
症
疾
患
や
成
人
期
神
経
難

病
の
診
断
法
・治
療
法
の
開
発
を
行
う
。
特
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
脳
へ
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
質
蓄
積
を
減
少
さ
せ
る

ワ
ク
チ
ン
の
実
用
化
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
多
様
な
神
経
難

病
や
様
々
な
原
因
に
起
因
す
る
末
梢
神
経
障
害
に
つ
い
て
、
ヒ
ト
の
脳
神
経
系
の
解
析
と
動
物
・
細
胞
モ
デ
ル
の
解
析
と
を
融
合
し
て
進
め
、
そ
の
病
因
・
病
態
を
明
ら
か
に
し
て
治
療
法
の

開
発
に
結
び
つ
け
る
。

◎
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
お
け
る
細
胞
死
阻
止
法
の
開
発

◎
β
ア
ミ
ロ
イ
ド
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
の
開
発

◎
認
知
症
と

に
共
通
す
る
原
因
蛋
白
質
異
常
を
発
見
し
、
病

態
を
解
明

④④
ここ

どど
もも

のの
脳脳

のの
発発

達達
今
日
の
医
療
の
進
歩
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脳
発
達
障
害
の
発
生
頻
度
は
減
少
し
て
お
ら
ず
、
広
汎
性
発
達
障
害
（
自
閉
症
）
や
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
（

）
な
ど
の
脳
発
達
障
害

の
解
明
は
、
少
子
化
社
会
を
迎
え
た
日
本
に
お
い
て
は
喫
緊
に
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
小
児
神
経
疾
患
は
、
脳
炎
、
長
期
療
育
を
伴
う
知
的
障
害
、
脳
性
麻
痺
、
重
症
心
身
障

害
、
て
ん
か
ん
、
小
児
脳
腫
瘍
、
代
謝
異
常
症
な
ど
多
様
で
あ
り
、
治
療
法
も
内
科
的
治
療
か
ら
脳
外
科
的
治
療
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
が
根
治
的
治
療
法
は
確
立
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、

機
能
画
像
的
、
病
態
医
学
的
、
診
断
病
理
学
的
、
生
理
学
的
な
研
究
を
推
進
し
、
新
た
な
治
療
法
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
の
開
発
を
目
指
す
。
ま
た
、
脳
の
形
成
を
制
御
す
る
遺
伝
子
機

能
や
、
て
ん
か
ん
発
作
な
ど
の
活
動
に
依
存
的
な
遺
伝
子
・
分
子
機
構
の
解
明
の
た
め
の
研
究
を
行
い
、
革
新
的
な
医
療
の
開
発
を
目
指
す
。

◎
て
ん
か
ん
発
作
後
の
記
憶
障
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明

◎
難
治
性
て
ん
か
ん
の
手
術
療
法
開
発
へ
の
寄
与

◎
酸
化
ス
ト
レ
ス
と
脳
発
達
障
害
の
関
係
を
解
明

◎
胎
児
期
に
脳
が
で
き
る
仕
組
み
に
新
た
な
発
見

精精 神神 のの 障障 害害

⑤⑤
心心

のの
病病

のの
原原

因因
究究

明明
各
種
の
精
神
障
害
（
気
分
障
害
、
不
安
・
ス
ト
レ
ス
性
障
害
、
統
合
失
調
症
、
物
質
依
存
、
睡
眠
障
害
な
ど
）
に
対
し
て
、
遺
伝
学
的
・
分
子
生
物
学
的
手
法
に
よ
る
原
因
究
明
の
た
め
の

研
究
を
進
展
さ
せ
る
。
各
病
態
に
お
い
て
、
遺
伝
子
多
型
や
候
補
遺
伝
子
・関
連
遺
伝
子
の
解
析
、
死
後
脳
や
生
体
試
料
を
用
い
た
生
化
学
的
解
析
、
生
物
学
的
脆
弱
性
に
関
す
る
分
子
・

細
胞
レ
ベ
ル
の
解
析
、
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
を
用
い
た
行
動
レ
ベ
ル
の
解
析
な
ど
に
よ
り
、
原
因
及
び
基
礎
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
。
あ
わ
せ
て
脳
波
や
自
律
神
経
活
動
な
ど
の
精
神
生

理
学
的
指
標
の
分
析
や
、
ニ
ュ
ー
ロ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
手
法
に
よ
る
病
態
解
明
お
よ
び
治
療
指
標
や
早
期
診
断
に
役
立
つ
研
究
を
進
め
る
。
さ
ら
に
新
規
薬
剤
の
開
発
や
、
病
態
に
影
響
す
る

栄
養
素
の
研
究
、
動
物
モ
デ
ル
に
よ
る
候
補
治
療
薬
標
的
分
子
の
作
用
機
序
の
解
析
な
ど
を
通
じ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
治
療
法
や
予
防
法
の
実
現
を
目
指
す
。

◎
統
合
失
調
症
の
発
症
原
因
遺
伝
子
の
発
見
及
び
治
療
薬
の
開

発 ◎
遺
伝
子
解
析
に
よ
る
薬
物
感
受
性
予
測
法
の
開
発

◎
過
眠
症
の
病
態
に
関
与
す
る
遺
伝
子
の
発
見

⑥⑥
心心

のの
健健

康康
づづ

くく
りり

少
子
高
齢
化
、
経
済
や
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

化
は
、
社
会
構
造
と
個
人
の
意
識
を
変
容
さ
せ
、
家
庭
、
職
場
、
学
校
、
地
域
の
環
境
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
生
じ
る
ス
ト
レ
ス
や
葛
藤
は
、
個
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
つ
な
が
り
や
す
く
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
充
実
が
必
要
と
さ
れ
る
。
具
体
的
問
題
と
し

て
、
た
と
え
ば
自
殺
や
う
つ
病
の
増
加
、
蔓
延
す
る
薬
物
乱
用
、
児
童
思
春
期
の
不
適
応
や
問
題
行
動
、
心
的
ト
ラ
ウ
マ
が
も
た
ら
す

関
連
障
害
、
司
法
精
神
医
学
的
課
題
と
し
て
の

加
害
行
動
の
病
理
等
は
、
新
た
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
の
研
究
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
目
的
に
向
け
て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
重
視
し
た
実
証
的
研
究
手
法
に
よ
り
、
疫
学

的
実
態
、
効
果
的
な
治
療
・
介
入
や
予
防
教
育
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
望
ま
れ
る
制
度
や
政
策
の
実
現
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

◎
診
断
尺
度
の
開
発
と
普
及

◎
依
存
症
診
断
尺
度
の
開
発
と
普
及

◎
思
春
期
に
お
け
る
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
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－ 2－

区区 分分
研研

究究
課課

題題
名名

／／
研研

究究
のの

必必
要要

性性
ここ

れれ
まま

でで
のの

研研
究究

成成
果果

療療 養養 者者 ・・ 障障 害害 者者 のの ケケ アア

⑦⑦
看看

護護
･･
介介

護護
ケケ

アア
とと

リリ
ハハ

ビビ
リリ

脳
血
管
障
害
、
が
ん
、
神
経
・
筋
疾
患
、
精
神
疾
患
に
伴
う
残
遺
症
状
や
機
能
障
害
を
原
因
と
し
た
健
康
問
題
や
日
常
生
活
の
支
障
を
軽
減
す
る
こ
と
は
、
障
害
に
苦
し
む
人
々
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生
活
の
質
）
の
向
上
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
。
こ
の
研
究
課
題
で
は
、
そ
の
目
的
に
向
け
て
、
よ
り
よ
い
看
護
・
介
護
法
、
リ
ハ
ビ
リ
法
、
代
替
法
や
緩
和
ケ
ア
法
の
開
発
を
目
指
す
研
究
を

推
進
す
る
。
な
か
で
も
、
非
侵
襲
的
人
工
呼
吸
法
（

）
な
ど
療
養
者
と
介
護
者
に
負
担
が
少
な
く
安
全
な
看
護
支
援
法
や
在
宅
医
療
管
理
法
の
開
発
、
地
域
で
生
活
を
営
む
障
害
者

の
社
会
復
帰
･社
会
参
加
の
支
援
の
充
実
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た
費
用
対
効
果
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
確
立
な
ど
を
目
指
し
た
研
究
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
専
門
医
療

機
関
と
連
携
し
て
、
客
観
的
な
指
標
に
基
づ
く
看
護
・
介
護
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
実
証
的
な
調
査
研
究
を
行
う
。
さ
ら
に
、
高
次
脳
機
能
、
運
動
・
感
覚
シ
ス
テ
ム
、
精
神
疾
患
病
態
等

に
関
す
る
神
経
科
学
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
新
知
見
を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
活
用
す
る
た
め
の
新
し
い
装
置
や
手
法
開
発
の
研
究
を
推
進
す
る
。

◎
の
在
宅
人
工
呼
吸
器
療
法
の
確
立
と
制
度
化
へ
の
貢
献

◎
大
脳
半
球
損
傷
後
の
高
次
脳
機
能
障
害
の
診
断
法
の
確
立

◎
筋
活
動
の
定
量
的
解
析
に
よ
る
運
動
機
能
評
価
法
の
開
発

◎
認
知
症
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
及
び
普
及

先先 端端 的的 基基 礎礎 研研 究究

⑧⑧
蛋蛋

白白
質質

のの
代代

謝謝
とと

疾疾
病病

蛋
白
質
は
細
胞
の
増
殖
や
分
化
な
ど
生
命
活
動
の
基
盤
を
司
っ
て
お
り
、
酵
素
、
細
胞
骨
格
、
転
写
因
子
、
受
容
体
な
ど
多
種
多
様
な
機
能
を
持
つ
。
従
っ
て
蛋
白
質
の
破
綻
は
、
悪
性

腫
瘍
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
自
己
免
疫
疾
患
、
筋
疾
患
、
神
経
変
性
疾
患
な
ど
様
々
な
病
態
を
引
き
起
こ
す
。
疾
患
の
診
断
・
治
療
・
予
防
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
蛋
白
質
の
構
造
と
機
能

を
分
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
、
蛋
白
質
の
機
能
不
全
に
よ
る
病
態
発
症
機
序
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
全
て
の
蛋
白
質
は
千
差
万
別
の
寿
命
を
も
っ

て
タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー
し
て
お
り
、
そ
の
間
に
リ
ン
酸
化
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
化
、
ペ
プ
チ
ド
鎖
切
断
、
な
ど
機
能
変
換
の
た
め
の
様
々
な
翻
訳
後
修
飾
を
受
け
る
。
し
か
し
、
蛋
白
質
の
代
謝
シ
ス
テ

ム
、
糖
・
脂
質
の
合
成
・
分
解
に
関
与
す
る
酵
素
機
能
、
さ
ら
に
、
蛋
白
質
と
他
の
生
体
分
子
と
の
相
互
作
用
に
よ
る
情
報
伝
達
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
蛋
白
質
の
作
用
の
大
部
分
が
未
知
の

ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
課
題
で
は
、
生
化
学
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
、
分
子
生
物
学
、
細
胞
生
物
学
、
構
造
生
物
学
、
遺
伝
学
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
て
、
蛋
白
質
が
生
命
活
動
に

お
い
て
果
た
す
役
割
を
解
明
し
、
そ
の
作
動
原
理
に
関
す
る
新
し
い
概
念
の
創
成
を
目
指
す
。

◎
細
胞
性
免
疫
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
役
割
の
解
明

◎
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
分
解
経
路
の
解
明

◎
神
経
細
胞
の
自
食
作
用
が
、
神
経
変
性
疾
患
の
発
症
を
食

い
止
め
る

◎
組
織
特
異
的
カ
ル
パ
イ
ン
の
新
し
い
作
用
機
序
の
発
見

⑨⑨
生生

体体
防防

御御
のの

メメ
カカ

ニニ
ズズ

ムム
花
粉
症
・
気
管
支
喘
息
・
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
都
内
で
も
患
者
数
の
多
い
疾
患
で
あ
る
。
ま
た
、
欧
米
型
の
食
生
活
に
よ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
も
年
々
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
や
生
活
習
慣
病
は
、

細
胞
、
肥
満
細
胞
、
脂
肪
細
胞
等
の
調
節
異
常
に
起
因
す
る
た
め
、
ま
ず
責
任
細
胞
の
増
殖
・
分
化
・
動
員
の
分
子
機
構
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
一
方
、
内
的
要
因
に
よ
っ
て
お
こ
る
自
己
免
疫
疾
患
、
代
謝
異
常
、
難
治
性
臓
器
変
性
疾
患
の
例
も
多
い
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
に
は
、
破
綻
し
た
細
胞
機
能
と
責
任
分
子
と

を
同
定
し
、
こ
れ
ら
を
薬
物
投
与
や
細
胞
移
植
に
よ
っ
て
正
常
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
組
織
幹
細
胞
や

細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
法
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
研
究
課
題

で
は
、
生
体
防
御
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
個
体
・細
胞
・分
子
レ
ベ
ル
で
研
究
し
、
そ
れ
ら
の
破
綻
に
起
因
す
る
各
種
疾
患
の
治
療
法
・
予
防
法
の
開
発
を
目
指
す
。

◎
ア
レ
ル
ギ
ー
マ
ウ
ス
の
作
出
、
な
ら
び
に
ア
レ
ル
ギ
ー
責
任
細

胞
の
発
見

◎
花
粉
症
を
軽
減
さ
せ
る
新
し
い
治
療
法
の
研
究

◎
肥
満
性
糖
尿
病
の
悪
化
因
子
ケ
モ
カ
イ
ン

の
解
明

⑩⑩
疾疾

病病
のの

遺遺
伝伝

学学
本
研
究
課
題
は
、
ヒ
ト
の
疾
患
と
そ
の
責
任
遺
伝
子
と
の
相
互
関
係
を
遺
伝
学
的
手
法
に
よ
り
解
明
し
、
疾
病
の
原
因
究
明
や
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
新
規
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
方
法
は
以
下
の

つ
で
あ
る
。
第

は
、
ヒ
ト
疾
患
、
あ
る
い
は
ヒ
ト
疾
患
モ
デ
ル
動
物
の
多
様
な
表
現
型
を
支
配
す
る
責
任
遺
伝
子
を
同
定
し
、
そ
の
遺
伝
子
の
構

造
と
機
能
か
ら
、
病
気
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
遺
伝
学
的
方
法
で
あ
る
。
第

は
候
補
責
任
遺
伝
子
を
用
い
て
遺
伝
子
改
変
マ
ウ
ス
を
作
出
し
、
特
定
の
遺
伝
子
の
機
能
が
疾
病
発

症
と
対
応
す
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
逆
遺
伝
学
的
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
結
果
、
樹
立
さ
れ
た
ヒ
ト
疾
患
モ
デ
ル
動
物
は
、
有
用
な
リ
サ
ー
チ
ツ
ー
ル
と
し
て
、
標
的
と
な
る
様
々

な
疾
病
の
治
療
法
や
予
防
法
の
開
発
に
役
立
つ
。

◎
標
的
細
胞
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（

）法
に
よ
る
ヒ
ト
疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ

ス
の
作
出

◎
ヒ
ト
疾
患
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
用
い
た
難
聴
、
白
内
障
原
因
遺
伝
子
の

究
明

◎
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
研
究
の
た
め
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
可
視
化
マ
ウ
ス

◎
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
モ
デ
ル
と
し
て
の
無
毛
化
マ
ウ
ス

⑪⑪
高高

次次
脳脳

機機
能能

とと
そそ

のの
異異

常常
人
が
円
滑
な
社
会
行
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
高
次
脳
機
能
（
認
知
機
能
、
統
合
・
連
合
機
能
、
情
動
機
能
、
行
動
制
御
機
構
な
ど
）
に
つ
い
て
生
理
学
的
、
解
剖
学

的
、
お
よ
び
分
子
生
物
学
的
手
法
に
よ
り
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
の
研
究
を
行
う
。
そ
し
て
、
脳
卒
中
・
脳
外
傷
・
て
ん
か
ん
を
は
じ
め
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
る
高
次
脳
機
能
障
害
（
学
習
・
記

憶
障
害
、
注
意
障
害
、
遂
行
機
能
障
害
、
社
会
的
行
動
障
害
、
失
語
症
な
ど
）
の
病
態
解
明
お
よ
び
脳
機
能
障
害
の
治
療
法
の
開
発
の
た
め
の
研
究
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
大
脳
を
中
心
と

し
た
各
高
次
脳
機
能
の
シ
ス
テ
ム
的
解
析
に
加
え
て
、
神
経
細
胞
間
の
伝
達
機
構
、
細
胞
内
分
子
機
構
の
解
析
、
機
能
遺
伝
子
及
び
行
動
遺
伝
学
的
解
析
を
行
う
。
脳
血
流
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
謝
を
指
標
に
し
た
、
脳
機
能
を
画
像
化
す
る
新
し
い
技
術
を
応
用
し
て
、
新
規
的
な
診
断
・治
療
法
の
開
発
の
た
め
の
研
究
も
進
め
る
。

◎
神
経
毒
を
利
用
す
る
シ
ナ
プ
ス
伝
達
機
能
の
解
明

◎
意
欲
や
動
機
付
け
の
脳
内
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

◎
記
憶
障
害
に
関
与
す
る
遺
伝
子
の
発
見

◎
新
し
い
脳
活
動
計
測
法
の
開
発

⑫⑫
運運

動動
感感

覚覚
機機

能能
とと

そそ
のの

異異
常常

人
の
行
動
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
的
に
支
え
る
運
動
シ
ス
テ
ム
（
運
動
皮
質
連
合
野
、
基
底
核
、
小
脳
、
脳
幹
・
脊
髄
の
運
動
神
経
核
、
末
梢
神
経
・
筋
）
、
お
よ
び
感
覚
シ
ス
テ
ム
（
視
覚
・
聴

覚
・
味
覚
・
嗅
覚
・
体
性
感
覚
）
を
シ
ス
テ
ム
レ
ベ
ル
か
ら
分
子
レ
ベ
ル
ま
で
の
多
層
的
・
複
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
研
究
し
、
そ
の
機
能
障
害
の
克
服
を
図
る
。
特
に
、
大
脳
－
小
脳
－
基
底
核

連
関
に
お
け
る
情
報
処
理
機
構
を
解
明
す
る
研
究
を
推
進
し
、
運
動
失
調
を
き
た
す
疾
患
（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
な
ど
）
で
見
ら
れ
る
運
動
シ
ス
テ
ム
異
常
の
病
態
解
明
や

治
療
法
開
発
を
目
指
す
。
ま
た
、
脳
血
管
障
害
、
脳
脊
髄
損
傷
、
糖
尿
病
や
遺
伝
性
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
、
神
経
炎
な
ど
の
末
梢
神
経
障
害
、
筋
疾
患
、
視
機
能
障
害
な
ど
の
病
態
、
お
よ
び

ペ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
感
覚
機
構
の
解
明
の
た
め
の
研
究
を
行
う
。
そ
れ
ら
に
よ
り
、
遺
伝
子
治
療
や
細
胞
移
植
治
療
、
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
駆
使
し
た
サ
イ
バ
ー
医
療

等
の
革
新
的
医
療
の
実
用
化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
随
意
運
動
時
に
お
け
る
脊
髄
の
運
動
制
御
機
構
の
解
析

◎
不
随
意
運
動
の
神
経
回
路
機
能
の
解
明

◎
正
常
眼
圧
緑
内
障
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
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第 4 期プロジェクト研究 概要 

No. 

研究課題 

PJ略称／PJ英語名略称 
リーダー名

意 義 目 標 

１ 

ゲノムの継承・維持とその障
害によるがんなどの疾患発生
の分子機構 

ゲノム動態 PJ 
Genome Dynamics Project

正井久雄 

ゲノム上には多くの遺伝子とそれを制御するシグナルと共に、ゲノムの複製・
娘細胞への分配などその継承・維持に関与する多様な配列・構造が存在す
る。これらの構造や個々の過程に関与する因子は、環境との相互作用にも依
存して変化し、ゲノム変動をもたらし、がんを含む種々の疾患の原因ともなる。
本プロジェクトでは、ゲノム維持・継承に関与するゲノム・染色体の多様な構
造や制御因子の生理的意義を解明する。この研究の成果は、ゲノム変動が
もたらす疾患の発生機序を解明し、新規の診断、治療法の開発につなげる。 

 ヒト細胞から細菌にまで保存されるゲノムの複製・
安定維持の分子基盤を解明する

 ゲノムの継承に関与する核酸シグナルと制御因
子、それらの個体発生・分化における機能を解明
する

 環境因子によるゲノム変動の誘導と疾患発生の
分子機構を解明し、新しい治療戦略を策定する

２ 

難聴の遺伝的要因と発症機
構の解明 

難聴 PJ 
Deafness Project 

吉川欣亮 

難聴をもつ新生児は約 1,000人に 1人の割合で誕生し、また加齢により
罹患率が上昇する。難聴患者の約半数は遺伝的要因により発症することか
ら、診断、予防および治療法の確立のためには、原因となる遺伝子の同定お
よび機能解明が急務である。また、難聴は糖尿病、高血圧症など他の疾患
が発症リスクとなること、一方で、認知症、心理社会的疾患は難聴が発症リ
スクとなることから、難聴と関連疾患との因果関係を解明することは重要な課
題である。

 先天性、加齢性および騒音性難聴の発症に関与
する遺伝子を同定し、機能を解明する

 難聴モデル動物を用いて難聴と他の疾患との因果
関係を明らかにする

 新たな難聴モデル動物の開発、難聴予防・治療
法の確立を目指す

３ 

カルパインによる生体機能維
持の分子機構

カルパイン PJ
Calpain Project 

小野弥子 

カルパインは細胞内の蛋白質分解酵素（プロテアーゼ）であり、様々な基
質蛋白質に対する重要なモジュレーターとして機能する。そのため、カルパイン活
性の不全・異常は筋ジストロフィー（指定難病 113）、食道炎、皮膚疾患、
眼疾患などの発症または悪化要因となっている。これらの病態克服には、カルパ
インの生理機能理解が必須である。本プロジェクトでは、カルパイン遺伝子改変
マウスの解析を中心に、カルパインの新規機能とそのメカニズムを明らかにする。

 カルパインによる基質タンパク質分解が必要な生理
現象を特定し、カルパイン活性化に至るメカニズム
とその意義を明らかにする

 カルパイン機能の欠損または亢進が引き起こす疾
患現象に対し、予防・治療・診断を可能とする技
術開発基盤の確立を目指す

５ 

幹細胞を利用した新しいがん
免疫療法の探索と創薬 

幹細胞 PJ 
Stem Cell Project 

原 孝彦 

最近、画期的ながん免疫療法が開発され、多くのがん患者の命が救われ
ている。しかし、それが効かない悪性腫瘍や急性白血病の患者も依然として
多い。そこで本研究では、我々が見つけたがん免疫増強因子と抗白血病化
合物を実用化するための研究を推進する。また、ヒト iPS細胞の培養系とヒト
型免疫系を持つ動物モデルを用いて、人間のがん免疫機構の解明にも挑戦
する。これらは、新しいがん治療法を開発するための重要なステップである。 

 CXCL14 による細菌・がん細胞の免疫排除メカニ
ズムとその生理的意義を解明し、がん免疫療法等
の開発に役立てる

 がん・白血病幹細胞の生存に必須な遺伝子を同
定し、新しいがん分子標的薬の開発につなげる

 ヒト iPS細胞の試験管内造血とヒト型免疫系を持
つマウス系統の作出を通じて、新しいがん免疫療
法開発の原理と評価系を確立する

７ 

認知症の分子機構 

認知症 PJ 
Dementia Research Project 

長谷川成人 

近年、認知症の原因となる遺伝子が明らかとなってきたが、その治療薬開
発は失敗が続いている。本プロジェクトは様々な認知症疾患の病態形成、進
行の分子機構を明らかにし、早期診断、治療につながる研究を行うことを目
的とし、病態を再現する細胞、動物モデルを構築すると共に、原因となる異常
型タンパク質の構造を解明し、その診断、治療に役立つ基盤を構築することを
目的とする。 

 認知症の病態を再現する細胞、動物モデルを構
築し、社会に提供する

 認知症の原因となるタウの異常構造を明らかにする
 神経変性の原因となるαシヌクレインの異常構造を
明らかにする

８ 

学習記憶回路の動作原理と
破綻機序の解明 

学習記憶 PJ 
Learning and Memory Project 

齊藤 実 

記憶情報は神経細胞・グリア細胞から構成される記憶回路で形成・保持
され、適宜読み出される。本プロジェクトでは短い世代交代と高度な分子遺
伝学的手法が発達したショウジョウバエを用いて記憶回路の形成過程・動作
原理を明らかにし、哺乳類モデルで検証する。本プロジェクトは記憶（経験）
に基づく精神活動やその原型がどのように生まれ、疾患・加齢により何故障害
されるのか︖を分子レベルで理解する点で意義が大きい。 

 神経細胞・グリア細胞から構成される記憶回路の
形成・活性化機構などの動作原理をショウジョウバ
エと哺乳類モデルで解明する

 記憶（経験）から精神活動の原型が生まれる仕
組みを遺伝子・回路レベルで明らかにする

 加齢体・病態モデルで記憶が障害される原因を分
子・遺伝子レベルで明らかにする

９ 

機能回復機序に基づいた脳
脊髄機能再建法の実践 

脳機能再建 PJ 
Neural Prosthetics Project 

西村幸男 

日本には 10万人の脊髄損傷患者、130万人の脳梗塞患者がおり、こ
れらの患者の麻痺した運動機能や体性感覚機能を取り戻すための革新的な
治療戦略が待望されている。本プロジェクトでは、これまで不治の病であると考
えられていた脳脊髄損傷に対する革新的な治療法“人工神経接続”を脳梗
塞患者と脊髄損傷患者に適用し、損傷によって失った機能である“自分の身
体を感じ、自分で動かす”ことを再獲得することを目指す。 

 脳脊髄損傷患者に対する人工神経接続による随
意歩行機能再建の臨床研究を行い、治療法の
確立を目指す

 人工神経接続による運動機能の再建・回復の神
経メカニズムを明らかにする

 心と身体運動を繋ぐ神経機構を解明し、精神機
能と運動機能の向上を促す介入法を開発する
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No. 

研究課題 

PJ略称／PJ英語名略称 
リーダー名

意 義 目 標 

10 

こどもの脳のためのトランスレー
ショナル研究

こどもの脳 PJ 
Child Brain project 

佐久間 啓 

こどもの脳の病気に関する研究は遅れており、治療法の開発が進んでいな
い。中でもゲノム医学の進歩により遺伝性疾患の研究に力が注がれる一方、
後天性神経疾患の病態解明と治療法開発が課題となっている。我々は臨
床志向型の研究に特化し、動物モデル等を用いてその成果を臨床に直接還
元できるトランスレーショナル研究を推進する。これらを通じて小児医療におけ
るアンメットニーズに応えることができる。 

 こどもの脳の病気の動物モデル（炎症・免疫性神経
疾患、てんかんなど）を用いて、特にグリア細胞の関
わりに注目しながら疾患のメカニズムを解明する

 病院との連携により臨床サンプルを用いたヒト疾患
研究を行い、全国の小児医療機関とのネットワー
クを活用して多施設共同臨床研究を推進する

 こどもの脳の病気に対する幹細胞治療を中心に新
規治療法の効果を動物モデルで検証し、有効な
治療法のない疾患に対する新たなソリューションを
提供する

12 

脳・神経回路の構築原理とそ
の形成異常のメカニズム 

脳神経回路形成 PJ 
Developmental Neuroscience 
Project 

丸山千秋 

現代社会では対人関係やコミュニケーション障害を特徴とする、自閉症スペ
クトラム（ASD）やその他の精神疾患の発症率が増加している。しかしこれら
疾患の原因となる脳の器質的異常は未解明な部分が多い。本プロジェクト研
究はこの課題に対し、“脳の構築原理の理解”という観点からその発症原因の
解明にアプローチする。脳・神経回路構築の基本原理を知り、発達障害、心
の病の原因や高次脳機能の異常についての理解を深める。

 サブプレートニューロン(SpN)の脳構築過程におけ
る機能を解明する

 抑制性ニューロンと興奮性ニューロンがどのようなタ
イミングで移動し、また互いにその配置への影響が
あるのか明らかにする

 シナプス形成におけるプロテオグリカンの機能を解明する

13 

統合失調症の原因・病態究
明と予防法の開発 

統合失調症 PJ 
Schizophrenia Research Project 

新井 誠 

統合失調症は患者と家族の暮らしと健康に大きな影響を及ぼす心の病で
あり、患者数は 80 万人におよぶ。ほとんどの患者は 10 代から 20 代に発症
し、その後長期間の治療を余儀なくされるが、根本的な原因はいまだ不明で
対症療法的治療が行われているのが現状である。本プロジェクトでは、臨床
医学と基礎科学の両側面から統合失調症の原因究明を進め、より有効な
予防・診断・治療法の開発を目指す。 

 統合失調症の予防・診断・治療に有用な新たな
バイオマーカーを明らかにする

 統合失調症発症をもたらす分子基盤を究明し、
新たな先制医療戦略を確立する

 都立病院と連携して、より有効な治療法の開発を
目指す

15 

睡眠障害の病因・病態解明
と治療法の開発 

睡眠 PJ 
Sleep Disorders Project 

本多 真 

現代社会では慢性的な睡眠障害が増加している。睡眠障害は個人の健
康面で身体・精神疾患のリスクとなるだけでなく、特に眠気は社会経済的損
失にも結び付く。しかし睡眠覚醒制御の基盤は未解明、良質な睡眠の客観
的定義も未確立である。本研究では重度の眠気を呈する過眠症に焦点をあ
て、その病因・病態指標を解明する。生理的睡眠の基盤の検討と合わせ、過
眠症や中途覚醒型不眠の新たな診断・治療法の開発につなげる。成果を睡
眠障害予防や健康維持増進に応用することは重要な社会的課題である。 

 過眠を呈する睡眠障害の病態を明らかにし、診
断・予防・治療法を開発する

 健康的で良質な睡眠の条件を明らかにする

16 

依存性物質の作用機序解
明とその医療応用 

依存性物質 PJ 
Addictive Substance Project 

池田和隆 

様々な依存性物質は、深刻な社会問題である薬物依存や幻覚・妄想の
原因である一方、疼痛や発達障害などの治療薬やストレス解消のために広く
用いられている。本プロジェクトでは、依存性物質の作用機序を解明し、その
成果を医療応用するための研究を進めることで、依存症候群などの新たな予
防法、治療法、回復法を開発し、個別化疼痛治療法などの疼痛管理技術
の向上や、発達障害やうつ症状、精神病症状の治療法の改善と新規開発
を目指す。 

 依存性物質の作用機序に基づく依存症候群など
の予防法、治療法および回復法を開発する

 個々人の遺伝子に合った、早期からの適切な疼
痛治療法の改良と適応拡大を目指す

 発達障害やうつ症状、精神病症状の治療法の改
善と新規開発を目指す

17 

インフルエンザ・デング熱及び
肝疾患に対する予防と治療

感染制御 PJ 
Viral Infection Control Project 

安井文彦 

毎年、世界中で様々なウイルス感染症によって、人的にも経済的にも甚大な
被害を受けている。その多くに対して、有効なワクチンや治療法が確立されてい
ない。本プロジェクトでは、毎年冬季に流行を繰り返す季節性インフルエンザや新
型インフルエンザ、デング熱などの急性ウイルス感染症、ならびに B型・C型肝炎
ウイルスの慢性感染や脂肪性肝炎を起因とした肝硬変及び肝癌に対し、安全
かつ効果的で安価な新規治療法の開発及び予防法の確立を目指す。

 季節性及び新型インフルエンザの新規ワクチンの開
発と病態発症機序を解明する

 肝疾患病態解明及び肝硬変治療薬の開発とそ
の作用機序を解明する

 新規デング熱ワクチンの開発と病態発症機序を解
明する

18 

ウイルス複製機構の解明とワ
クチンの開発

ウイルス感染 PJ
Neurovirology Project 

小池 智 

エンテロウイルス属は中枢神経疾患から手足口病まで多様な病態を示す大
きなウイルス属であり、日本やアジアで大きな流行が発生している。これらのウイ
ルスの複製に関わる宿主細胞側の因子の同定や複製メカニズムの解析、病原
性の強弱を規定するウイルス側遺伝情報の解析を行い、ウイルス病原性発現
機構を解明する。これらの情報を元に感染モデル動物の作成やそのモデルを用
いたワクチンや抗ウイルス薬の開発を行い、本感染症の制御を目指す。

 エンテロウイルスの複製機構を解明する
 エンテロウイルスの病原性を規定する遺伝情報を
解明する

 手足口病ワクチンを開発する

- 4 -
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た

普
遍

的
な

複
製

開
始

機
構

に
G

4が
関

与
す

る
可

能
性

を
指

摘
し

た
。

し
か

し
、

G
4の

ゲ
ノ

ム
機

能
制

御
に

お
け

る
役

割
の

全
体

像
、

細
胞

内
で

の
存

在
様

式
、

そ
の

形
成

が
い

か
に

制
御

さ
れ

る
か

と
い

う
根

本
的

な
問

題
が

未
解

決
で

あ
る

。
染

色
体

損
傷

修
復

分
野

の
世

界
的

な
潮

流
と

し
て

、
個

体
(主

に
マ

ウ
ス

)を
用

い
た

疾
患

研
究

が

行
わ

れ
て

い
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

・
R

if1
は

複
数

箇
所

に
パ

ル
ミ

ト
イ

ル
化

を
う

け
、

R
if1

の
de

te
rg

en
t不

溶
画

分
へ

の
集

積
に

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
パ

ル
ミ

ト
イ

ル
化

は
リ

ン
脂

質
結

合
を

促
進

す
る

。
M

C
M
も

パ
ル

ミ
ト

イ
ル

化
を

受
け

、
パ

ル
ミ

ト
イ

ル
化

の
候

補
部

位
を

同
定

し
た

。
そ

の
変

異
に

よ

り
、

M
C

M
の

機
能

が
阻

害
さ

れ
る

。

・
転

写
プ

ロ
モ

ー
タ

ー
と

G
4形

成
配

列
か

ら
合

成
し

た
人

工
レ

プ
リ

コ
ン

の
複

製
様

式
を

in
vi

tro
複

製
系

に
よ

り
解

析
し

た
。

・
H

iC
解

析
に

よ
り

、
大

腸
菌

R
N

as
eH

変
異

体
で

は
te

rC
領
域

を
中

心
と

し
て

、
lo

ng
 r

an
ge
の

染
色

体
相
互

作
用
が

増
加
す

る
こ
と

が
明

ら
か

と
な
っ
た
。

 
・

C
la

sp
in
の

D
N

A
結

合
能

、
タ

ン
パ

ク
質

相
互

作
用
は
、

リ
ン
酸
化
に

よ
り
制
御
さ
れ

る
。

こ

れ
は

、
C

la
sp

in
の

天
然
変

性
タ
ン

パ
ク
質
領

域
の
構
造
変
化
に
よ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

 
・

In
te

gr
at

ed
 st

re
ss

 re
sp

on
se

 (I
R

S)
経

路
で

活
性

化
さ
れ
る

IS
R

, P
ER

K
, H

IR
は
、

C
la

sp
in
の

C 
末

領
域

を
リ

ン
酸
化

し
、

he
at
な

ど
に
よ

る
Ch

k1
活
性
化
に
必
要
と
さ
れ
る
。

 
・

精
製

し
た

全
長

マ
ウ

ス
R

if1
タ

ン
パ

ク
質

を
A

FM
で
解
析
し
た
結
果
、

Ri
f1
の
多
量
体

C
末
ド

メ
イ

ン
は
、

G
4結

合
に

よ
り

、
単
量

体
に

変
換

さ
れ
る
可
能
性
を
見
出
し
た
。

 
・

が
ん

細
胞

と
間

葉
系

幹
細

胞
が

細
胞

融
合

を
起

こ
す

と
融

合
細

胞
は

PD
-L

1を
増

加
さ

せ
、

PD
-1
を

発
現

す
る

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
な

ど
の

免
疫

細
胞

の
攻

撃
を

無
効

化
す

る
こ

と

で
、

腫
瘍

形
成

を
促

進
す

る
。

・
B

RC
A

1,
 B

RC
A

2の
A

ID
マ

ウ
ス

を
樹
立

し
た

。
5P

h-
IA

A
投
与
に
よ
り

BR
CA

1/
2発

現
を
抑

制
し

た
マ

ウ
ス

は
、

造
血

幹
細

胞
増

殖
異

常
を

示
す

こ
と
、

ま
た

D
N

A
損

傷
型
抗

が
ん
剤

で

あ
る

シ
ス

プ
ラ

チ
ン
投

与
に
よ

り
死

亡
す

る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

B
R

C
A

2発
現

抑
制

よ
り

、

活
性

酸
素

種
(R

O
S)
の

増
産

が
起

き
て

い
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

R
O

Sの
除

去
剤

(N
A

C
)の

投
与

し
た

A
ID

マ
ウ

ス
は

シ
ス

プ
ラ

チ
ン

感
受

性
が

緩
和

し
生

存
し

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
R

if1
-G

4複
合

体
、

R
if1

-G
4-
脂

質
複

合
体

の
分

子
形

態
お

よ
び

動
態

を
C

ry
o電

顕
、

X
線

結
晶

構
造

解
析

お
よ

び
A

FM
に

よ
り

詳
細

に
解

析
。

・
R

if1
C
末

変
異

体
の

ク
ロ

マ
チ

ン
結

合
、

染
色

体
相

互
作

用
(H

iC
)の

解
析

。

・
R

if1
, M

cm
な

ど
核

内
因

子
の

パ
ル

ミ
ト

イ
ル

化
の

責
任

酵
素

の
同

定
。

・
G

4/
R

N
A

-D
N

A
 h

yb
rid

依
存

的
D

N
A
複

製
開

始
の

酵
母

細
胞

、
動

物
細

胞
で

の
検

証

・
C

la
sp

in
非

依
存

的
C

hk
1活

性
化

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
。

・
種

々
の

リ
ン

酸
化

状
態

の
C

la
sp

in
の

構
造

を
C

ry
o電

顕
、

A
FM

で
解

析
・

比
較

す
る

・
神

経
、

血
球

細
胞

に
お

け
る

C
dc

7及
び

A
SK

非
依

存
的

増
殖

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
。

・
新

規
G

4プ
ロ

ー
ブ

の
開

発
と

そ
れ

を
用

い
た

、
細

胞
内

の
G

4構
造

の
ゲ

ノ
ム

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

、
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
の

解
析

。

・
C

dc
7阻

害
と

の
併

用
に

よ
り

細
胞

死
を

誘
導

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

。

・
造

血
幹

細
胞

に
お
け

る
BR

C
A

2遺
伝

子
機

能
の

解
明
を
行
う
。

 
・

B
R

C
A

2発
現

抑
制

に
よ

り
R

O
S
が

発
生

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
が

不
明

で
あ

る
た

め
、

B
R

C
A

2に
ビ

オ
チ

ン
化

酵
素

を
融

合
し

、
R

O
S存

在
下

(H
2O

2)で
B

R
C

A
2と

相
互

作
用

す

る
分

子
の

同
定

を
行

う
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

笹
沼

 博
之

高
井

 裕
子

田
中

 卓
加

納
 豊

井
口

 智
弘

田
島

 陽
一

伊
藤

 さ
ゆ

り
C

hi
-C

hu
n 

Y
an

g 

共
同

研
究

者

小
野

 富
男

（
遺

伝
子

改
変

）

進
藤

 真
由

美
（

蛋
白

解
析

室
）

丸
山

 千
秋

（
神

経
回

路
形

成
）

西
頭

 泰
昌

 (
マ

イ
ク

ロ
ア

レ
イ

室
) 

長
澤

 和
夫

（
東

京
農

工
大

）

H
ui

lin
 L

i（
V

an
 A

nd
el

 R
es

ea
rc

h 
In

st
itu

te
, U

S）
 

神
田

 大
輔

（
九

州
大

学
）

平
谷

 伊
智

朗
（

理
研

）

柴
田

 幹
彦

（
金

沢
大

学
）

谷
内

 一
郎

（
理

研
）

谷
口

 俊
恭

（
東

海
大

学
）

鐘
巻

 将
人

 (
遺

伝
研

) 
Je

an
-Y

ve
s M

as
so

n 
(U

ni
ve

rs
ité

 
La

va
l, 

C
an

ad
a)

 
山

田
真
太

郎
 (
京

都
大

学
) 
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－ 8－

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

難
聴

の
遺

伝
的

要
因

と
発

症
機

構
の

解
明

／
難

聴
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
吉

川
欣

亮
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

先
天

性
難

聴
は

新
生

児
の

約
1,

00
0人

に
1人

と
高

頻
度

で
発

症
す

る
。

ま
た

、
聴

力
は

加
齢

に
伴

い
衰

え
、

65
歳

を
超

え
る

高
齢

者
で

は
3

人
に

1人
が

加
齢

性
難

聴
を

発
症

す
る

と
推

定
さ

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、

危
険

な
音

響
レ

ベ
ル

で
の

パ
ー

ソ
ナ

ル
オ

ー
デ

ィ
オ

の
使

用
に

よ
り

、

10
～

30
歳

世
代

を
中

心
に

世
界

の
10

億
人

以
上

が
聴

覚
組

織
・

細
胞

損

傷
に

起
因

し
た

騒
音

性
難

聴
を

発
症

す
る

可
能

性
に

さ
ら

さ
れ

て
い

る
。

従
っ

て
、

難
聴

の
発

症
メ

カ
ニ

ズ
ム

の
解

明
、

診
断

法
、

予
防

法

お
よ

び
治

療
法

の
確

立
は

今
後

高
齢

者
人

口
が

増
大

す
る

東
京

都
に

と

っ
て

重
要

な
課

題
で

あ
る

。

我
々

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

1）
順

遺
伝

学
技

術
に

基
づ

く
マ

ウ
ス

モ
デ

ル
か

ら
新

た
な

難
聴

原
因

遺
伝

子
の

同
定

、
2）

難
聴

の
主

要
な

原

因
と

な
る

内
耳

有
毛

細
胞

の
形

成
・

維
持

機
構

の
解

明
、

3）
ヒ

ト
難

聴

の
発

症
機

序
の

解
明

の
た

め
の

動
物

モ
デ

ル
の

樹
立

に
基

づ
き

、
難

聴

の
新

た
な

予
防

・
治

療
法

の
確

立
を

目
的

に
研

究
を

実
施

す
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
 B

io
ch

em
 B

io
ph

ys
 R

es
 C

om
m

un
, 6

74
, 1

47
-1

53
, 2

02
3.

・
 F

ro
nt

 Im
m

un
ol

, 1
4,

 1
20

99
45

, 2
02

3.
・

 C
lin

ic
al

 N
eu

ro
sc

ie
nc

e,
 4

1,
 8

10
-8

13
, 2

02
3.

・
 第

33
回

日
本

耳
科

学
会

総
会

・
学

術
講

演
会

, 2
02

3.
11

.4
, 
高

崎

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

本
年

度
は

、
こ

れ
ま

で
根

本
治

療
が

で
き

な
か

っ
た

有
毛

細
胞

の
障

害
に

起
因

し
た

感
音

難
聴

に
お

い
て

、
オ

ト
フ

ェ
リ

ン
遺

伝

子
変

異
を

標
的

と
し

た
ア

デ
ノ

随
伴

ウ
イ

ル
ス

 (
A

A
V

) 
を

介
し

た

遺
伝

子
治

療
の

成
功

例
が

示
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
難

聴
治

療
に

お

い
て

大
き

な
転

換
期

を
迎

え
た

。
A

A
V
遺

伝
子

治
療

は
、

難
聴

モ

デ
ル

マ
ウ

ス
の

レ
ベ

ル
に

お
い

て
多

く
の

成
功

例
が

示
さ

れ
て

お

り
、

今
後

多
く

の
遺

伝
子

変
異

を
標

的
に

広
が

る
こ

と
が

予
想

さ

れ
る

が
、

加
齢

性
お

よ
び

騒
音

性
難

聴
に

お
い

て
は

、
標

的
分

子

が
未

解
明

で
あ

る
こ

と
か

ら
遺

伝
子

治
療

へ
着

手
が

困
難

な
状

況

に
あ

る
。

 

(1
)

成
果

の
概

要

①
Lr

rc
30

遺
伝

子
の

加
齢

性
難

聴
発

症
抑

制
効

果
の

検
証

我
々

は
加

齢
性

難
聴

抵
抗

性
遺

伝
子

の
有

力
な

候
補

で
あ

る
Lr

rc
30

の
発

現
量

増
加

が
B

6マ
ウ

ス
の

加
齢

性
難

聴
を

抑
制

す
る

こ
と

を
示

し
て

き

た
。

本
年

度
は

、
早

発
型

高
音

域
重

度
難

聴
お

よ
び

進
行

性
低

中
音

域
難

聴
の

モ
デ

ル
で

あ
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
IC

R
マ

ウ
ス

 (
Bi

oc
he

m
 

Bi
op

hy
s 

Re
s 

C
om

m
un

 2
02

3)
 に

お
い

て
Lr

rc
30

M
SM

 B
A

C
の

導
入

ト
ラ

ン

ス
ジ

ェ
ニ

ッ
ク

 (
Tg

) 
マ

ウ
ス

の
作

製
に

基
づ

い
た

Lr
rc

30
発

現
量

増
加

に

よ
る

難
聴

発
症

抑
制

効
果

を
検

証
し

た
。

B
A

C
非

導
入

IC
R

 (N
on

-tg
) 
マ

ウ

ス
で

は
1カ

月
齢

で
高

音
域

高
重

度
難

聴
を

発
症

し
、

Tg
マ

ウ
ス

も
同

様
の

表
現

型
を

示
し

た
が

、
Tg

マ
ウ

ス
で

は
低

中
音

域
の

聴
力

低
下

の
進

行
が

有
意

に
抑

制
さ

れ
た

。
ま

た
、

N
on

 t
gマ

ウ
ス

に
お

い
て

観
察

さ
れ

た
外

有

毛
細

胞
の

脱
落

も
Tg

マ
ウ

ス
に

お
い

て
は

抑
制

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

結
果

は
、

Lr
rc

30
発

現
量

増
加

は
早

発
型

の
加

齢
性

難
聴

に
お

い
て

も
発

症
・

進

行
を

抑
制

す
る

効
果

を
も

つ
こ

と
を

示
唆

し
て

い
る

。

②
音

響
暴

露
に

よ
る

カ
ド

ヘ
リ

ン
23

遺
伝

子
の

ア
レ

ル
間

の
聴

力
回

復
表

現
型

差
異

の
原

因
解

明

我
々

は
昨

年
度

カ
ド

ヘ
リ

ン
23

 (
C

dh
23

) 
野

生
型

C
dh

23
+/

+ マ
ウ

ス
と

機

能
低

下
型

C
dh

23
ah

l マ
ウ

ス
間

で
騒

音
曝

露
後

の
高

音
域

の
聴

力
回

復
に

大

き
な

差
が

あ
る

こ
と

を
示

し
た

。
本

年
度

は
、

C
D

H
23

が
構

成
す

る
有

毛
細

胞
の

感
覚

毛
間

を
繋

ぐ
チ

ッ
プ

リ
ン

ク
の

障
害

・
再

生
を

調
査

す
る

た
め

、

FM
1-

43
の

取
り

込
み

実
験

を
行

っ
た

。
FM

1-
43

は
感

覚
毛

先
端

の
チ

ャ
ネ

ル
ゲ

ー
ト

か
ら

有
毛

細
胞

に
取

り
込

ま
れ

、
そ

の
取

り
込

み
量

は
両

ア
レ

ル

の
マ

ウ
ス

間
で

有
意

な
差

が
検

出
さ

れ
た

。
そ

の
結

果
か

ら
、

両
ア

レ
ル

間

の
高

音
域

の
聴

力
回

復
は

、
騒

音
暴

露
に

よ
っ

て
切

断
さ

れ
た

チ
ッ

プ
リ

ン

ク
の

再
形

成
力

の
差

に
起

因
す

る
も

の
と

推
察

さ
れ

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
加

齢
性

難
聴

モ
デ

ル
マ

ウ
ス

を
用

い
た

Lr
rc

30
 A

A
V
遺

伝
子

治
療

の
確

立
を

目
指

す
。

・
電

子
顕

微
鏡

観
察

お
よ

び
免

疫
電

顕
を

用
い

て
騒

音
暴

露
後

の
チ

ッ
プ

リ
ン

ク
切

断
・

再
生

を
実

証
す

る
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
 

（
5年

間
）

 

(2
)

研
究

者
名

（
常

勤
研

究
員

）
吉

川
欣

亮
安

田
俊

平
関

 
優

太

（
外

部
支

援
常

勤
研

究
員

）
Li

qi
n 

C
ao

 

（
非

常
勤

研
究

員
）

O
rn

jir
a 

Pr
ak

ho
ng

ch
ee

p 

（
外

部
支

援
研

究
技

術
員

）
髙

橋
あ

い
毛

 
霆

（
人

材
派

遣
職

員
）

田
原

佳
代

子

（
客

員
研

究
員

）
鷹

合
秀

樹
茶

圓
 
茂

和
田

健
太

（
協

力
研

究
員

）
松

岡
邦

枝
若

井
恵

里
鈴

木
沙

理
宮

坂
勇

輝

（
教

育
研

修
生

）
侯

 
雪

含
 

別
府

寛
子
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－ 9－

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

カ
ル

パ
イ

ン
に

よ
る

生
体

機
能

維
持

の
分

子
機

構
／

カ
ル

パ
イ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
小

野
弥

子
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

・
 細

胞
内

タ
ン

パ
ク

質
切

断
酵

素
「

カ カ
ルル

パパ
イイ

ンン
」

活
性

の
異

常
（

不

全
及

び
亢

進
）

は
神

経
変

性
疾

患
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
食

道

炎
、

皮
膚

疾
患

、
眼

疾
患

、
循

環
器

系
疾

患
な

ど
の

発
症

ま
た

は
悪

化
要

因
と

な
る

。

・
 こ

れ
ら

疾
患

の
治治

療療
・・

診診
断断

は
、

社
会

的
に

大
き

な
必必

要要
性

と
緊緊

急急

性
を

持
ち

、
多

面
的

か
つ

継
続

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
っ

て
病

態
の

分
子

機
構

を
解

明
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
 不

明
な

部
分

の
多

い
「

カ
ル

パ
イ

ン
」

が
生 生

体体
機機

能能
をを

維維
持持

す
る

メ

カ
ニ

ズ
ム

と
び

関
連

疾
患

の
発 発

症症
原原

因因
・・

機機
構構

を
解

明
し

、
治治

療療
・・

診診
断断

へ
の

展
開

を
目

指
し

て
い

る
。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
BB

A 
M

ol
 C

el
l R

es
 1

86
9 

(2
02

2)
 1

19
18

8.
・

En
cy

cl
op

ed
ia

 o
f B

io
lo

gi
ca

l C
he

m
is

tr
y 

II
I (

20
21

) 2
80

-2
91

.
・

Bi
os

ci
en

ce
 R

ep
or

t 4
0 

(2
02

0)
 B

SR
20

20
05

52
.

・
Bi

ol
og

y 
O

pe
n 

9(
20

20
) b

io
04

89
75

.
・

BB
A 

Pr
ot

ei
ns

 a
nd

 P
ro

te
om

ic
s 

18
68

 (2
02

0)
 1

40
41

1.
・

「
難

病
と

在
宅

ケ
ア

」
1 

(2
02

3)
 1

4-
18

.
・

日
本

薬
学

会
第

14
4年

会
 

(2
02

4.
3.

28
-3

1)
.

・
第

96
回

日
本

生
化

学
会

大
会

 
(2

02
3.

10
.3

1-
11

.2
).

・
第

95
回

日
本

生
化

学
会

大
会

 
(2

02
2.

9.
9-

11
).

・
第

94
回

日
本

生
化

学
会

大
会

 
(2

02
1.

11
.3

-5
, w

eb
開

催
).

・
第

93
回

日
本

生
化

学
会

大
会

 
(2

02
0.

9.
14

-1
6,

 w
eb
開

催
).

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

カ
ル

パ
イ

ン
を

含
む

タ
ン

パ
ク

質
分

解
系

は
世

界
中

で
活

発
に

研
究

が
行

わ
れ

て
い

る
分

野
で

あ
り

、
様

々
な

ヒ
ト

疾
患

の
治

療
標

的
と

な

る
。

ま
た

、
伝

染
性

疾
患

の
予

防
・

治
療

に
お

け
る

カ
ル

パ
イ

ン
制

御

の
効

果
も

注
目

さ
れ

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
カ

ル
パ

イ
ン

機

能
の

多
様

性
を

考
慮

し
、

遺
伝

子
改

変
マ

ウ
ス

の
表

現
型

と
生

化
学

的

な
機

能
解

析
結

果
と

の
総

合
、

カ
ル

パ
イ

ン
を

介
し

た
細

胞
間

・
組

織

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

い
う

観
点

で
研

究
を

展
開

す
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

ヒ
ト

疾
患

に
直

接
関

わ
る

カ
ル

パ
イ

ン
の

挙
動

・
活

性
異

常
、

及
び

、

カ
ル

パ
イ

ン
の

新
た

な
構

造
機

能
相

関
・

制
御

機
構

に
つ

い
て

以
下

の
知

見
を

得
た

。

骨 骨
格格

筋筋
に

発
現

す
る

カカ
ルル

パパ
イイ

ンン
3（

C
A

PN
3）

 
・

 C
A

PN
3機

能
欠

損
（

ノノ
ッッ

クク
イイ

ンン
(K

I)
、

ノノ
ッッ

クク
アア

ウウ
トト

(K
O

)）
マ

ウ

ス
の

筋
芽

細
胞

培
養

系
を

用
い

て
、

C
A

PN
3の

活
性

化
状

態
を

引
き

起

こ
す

条
件

同
定

、
そ

の
際

の
局

在
変

化
を

見
出

し
た

。

・
 損

傷
を

受
け

た
骨

格
筋

に
お

い
て

、
C

A
PN

3の
活

性
化

と
そ

の
後

の
回

復
や

組
織

再
構

築
と

を
関

連
づ

け
る

複
数

の
分

子
を

見
出

し
た

。

皮 皮
膚膚

に
発

現
す

る
カカ

ルル
パパ

イイ
ンン

12
（

C
A

PN
12

）
 

・
 C

A
PN

12
の

発
現

上
昇

は
皮

膚
疾

患
（

乾
癬

な
ど

）
の

病
態

悪
化

と
相

関

す
る

可
能

性
が

あ
る

。

上 上
皮皮

細細
胞胞

に
発

現
す

る
カカ

ルル
パパ

イイ
ンン

15
（

C
A

PN
15

）
 

・
 C

A
PN

15
は

ユ
ビ

キ
チ

ン
鎖

結
合

能
を

持
つ

ユ
ニ

ー
ク

な
カ

ル
パ

イ
ン

で

あ
る

。
C

a依
存

的
な

基
質

分
解

活
性

を
持

つ
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

。

そ
の

他

・
 カカ

ルル
パパ

イイ
ンン

7、、
及

び
、

カカ
ルル

パパ
イイ

ンン
15

は
、

プ
ロ

テ
ア

ー
ゼ

活
性

の
検

出
が

困
難

な
分

子
種

で
あ

る
が

、
遺

伝
子

改
変

細
胞

の
解

析
に

よ
り

、

実
際

に
プ

ロ
テ

ア
ー

ゼ
と

し
て

細
胞

の
増

殖
分

化
や

細
胞

間
接

着
を

制

御
す

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

各
カ

ル
パ

イ
ン

の
遺

伝
子

改
変

マ
ウ

ス
お

よ
び

細
胞

の
表

現
型

に
つ

い

て
、

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
析

を
す

す
め

る
。

医
学

研
に

導
入

さ
れ

て
い

る
様

々
な

シ
ス

テ
ム

（
タ

ン
パ

ク
質

及
び

遺
伝

子
発

現
や

、
細

胞
形

態
の

解
析

ツ
ー

ル
）

を
積

極
的

に
活

用
し

、
所

内
外

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
と

の
共

同
研

究
を

展
開

す
る

。
研

究
結

果
を

も
と

に
「

健
康

な
状

態
を

保
つ

た
め

の
カ

ル
パ

イ
ン

の
働

き
方

」
を

明
確

に
す

る
。

ま
た

、
都

民
の

健
康

増
進

や
科

学
・

健
康

に
関

す
る

意
識

の
高

揚
に

貢
献

で
き

る
よ

う
な

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
く

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間
）

(2
)

研
究

者
名

小
野

弥
子

秦
 

勝
志

入
江

 
敦

久
恒

智
博

大
内

史
子

野
口

あ
や

（
研

究
補

助
）

土
井

奈
穂

子

（
協

力
研

究
員

）

塚
田

岳
大

礪
波

一
夫

尾
嶋

孝
一

山
本

 
圭

小
島

 
和

華

（
客

員
研

究
員

）

山
野

 
晃

史

大
海

 
忍
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－ 10 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

幹
細

胞
を

利
用

し
た

新
し

い
が

ん
免

疫
療

法
の

探
索

と
創

薬
／

幹
細

胞
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

原
 

孝
彦

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

近
年

、
オ

プ
ジ

ー
ボ

の
よ

う
な

画
期

的
な

が
ん

免
疫

療
法

が
開

発
さ

れ
、

多
く

の
重

症
が

ん
患

者
の

命
が

救
わ

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

れ

ら
が

効
か

な
い

が
ん

患
者

は
多

数
存

在
し

、
が

ん
免

疫
療

法
の

適
用

拡

大
と

新
し

い
分

子
標

的
薬

の
開

発
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
研

究
で

は
、
ヒ
ト
の
腫
瘍

ネ
オ

抗
原

を
同

定
す

る
た

め
の

シ
ス
テ
ム
構

築
、

Cp
G

 
D

N
A

-C
X

CL
14

に
よ

る
が
ん

免
疫

系
活

性
化
の

分
子

機
序

解
明

、
急

性
T

リ
ン
パ
芽
球
性
白

血
病

（
T-

A
LL

）
に

対
す

る
特

効
薬
の
開

発
、
癌
幹
細

胞
の

RN
A
代

謝
に

働
く

R
N

A
ヘ

リ
ケ

ー
ス

D
D

X
1の

機
能

解
明

を
、

4本
の
柱
と
し
た
基
礎
研
究
を
推
進
す
る
。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
 E

xp
. C

el
l R

es
., 

39
0:

 1
11

91
5,

 2
02

0.
・

 B
io

or
g.

 M
ed

. C
he

m
. L

et
t.,

 3
0:

 1
27

83
7,

 2
02

1.
・

 N
uc

l. 
Ac

id
 R

es
., 

20
21

. 4
9:

 e
40

, 2
02

1.
・

 J.
 Im

m
un

ol
., 

20
7:

 4
59

-4
69

, 2
02

1.
・

 F
ro

nt
. C

el
l D

ev
. B

io
l.,

 1
0:

 8
70

62
9,

 2
02

2.
・

 P
ro

c.
 N

at
l. 

Ac
ad

. S
ci

. U
.S

.A
., 

11
9:

 e
21

16
02

71
19

, 2
02

2.
・

 St
em

 C
el

ls
, 4

0:
 9

06
-9

18
, 2

02
2.

・
 C

an
ce

r 
Sc

i.,
 1

14
: 4

03
2-

40
40

, 2
02

3.
・

 B
io

or
g.

 M
ed

. C
he

m
. L

et
t.,

 9
5:

 1
29

47
1,

 2
02

3.
・

 In
t. 

Im
m

un
ol

., 
36

: 9
9-

11
0,

 2
02

4.
・

 A
C

S 
C

he
m

. B
io

l.,
 1

9:
 5

51
-5

62
, 2

02
4.

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

欧
米

で
修

飾
核

酸
と

チ
ェ

ッ
ク

ポ
イ

ン
ト

阻
害

剤
と

を
組

み
合

わ
せ

た
が

ん
患

者
の

臨
床

治
験

が
進

行
中

で
あ

る
。

し
か

し
、

ヒ
ト

の
腫

瘍

ネ
オ

抗
原

を
同

定
す

る
有

効
な

手
法

や
、

C
X

C
L1

4を
利

用
し

た
免

疫

増
強

剤
は

ま
だ

開
発

さ
れ

て
い

な
い

。
T-

A
LL

薬
に

関
し

て
は

、
欧

米

で
複

数
の

臨
床

治
験

が
実

施
さ

れ
て

い
る

が
、

認
可

に
は

至
っ

て
い

な

い
。

最
後

に
、

D
D

X
1を

含
め

た
R

N
A
ヘ

リ
ケ

ー
ス

群
は

、
が

ん
細

胞

の
転

写
と

翻
訳

に
深

く
関

わ
っ

て
お

り
、

学
術

的
に

ホ
ッ

ト
な

研
究

分

野
と

な
っ

て
い

る
。

(1
)

成
果
の
概

要

M
H

C
ヒ

ト
化

ヘ
テ

ロ
マ

ウ
ス

同
士

の
顕

微
授

精
に

よ
っ

て
、

ホ
モ

マ
ウ

ス
の

作
出

を
試

み
た

。
M

H
C
ヒ

ト
化

ホ
モ

マ
ウ

ス
が

生
存

で
き

な
い

場
合

に
備

え
て

、
M

H
C
ヒ

ト
化

ヘ
テ

ロ
ES

細
胞

の
マ

ウ
ス

M
H

C
遺

伝
子

群
39

個
全

て
を

破
壊

し
た

ES
細

胞
ク

ロ
ー

ン
を

作
出

し
、

こ
の

染
色

体
を

保
有

す
る

マ
ウ

ス
の

作
出

に
成

功
し

た
。

第
2に

、
ヒ

ト
iP

S細
胞

の
オ

ル
ガ

ノ
イ

ド
分

化
誘

導
系

に
FL

T3
を

過
剰

発
現

す
る

こ
と

で
、

造
血

幹
・

前
駆

細
胞

と
マ

ク
ロ

フ
ァ

ー
ジ

を
効

率
的

に
分

化
誘

導
す

る
こ

と
に

成
功

し
、

論
文

2報
に

ま
と

め
て

発
表

し
た

。
次

に
、

休
眠

期
の

皮
膚

で
は

C
X

C
L1

4の
発

現
上

昇
が

黄
色

ブ
ド

ウ
球

菌
の

過
増

殖
を

防
い

で
い

る
こ

と
、

そ
し

て
LR

P1
タ

ン
パ

ク
質

が
C

pG
-D

N
A

-C
X

C
L1

4受
容

体
と

し
て

働
く

こ
と

を
発

見
し

、
2

報
の

論
文

と
し

て
発

表
し

た
。

LR
P1

以
外

に
2種

類
の

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

の
同

定
に

も
成

功
し

て
お

り
、

一
つ

は
C

pG
-D

N
A
の

エ
ン

ド
ソ

ー
ム

運
搬

に
、

も
う

一
つ

は
TL

R
9シ

グ
ナ

ル
伝

達
系

の
抑

制
に

働
く

こ
と

を
見

出
し

た
。

第
3に

、
T-

A
LL

を
選

択
的

に
死

滅
さ

せ
る

天
然

化
合

物
の

同
定

と
そ

の
類

縁
体

化
合

物
R

a#
37

, 
R

a#
61

の
創

出
に

成
功

し
、

2報
の

論
文

と
し

て
発

表
し

た
。

ま
た

、
特

定
の

脂
肪

代
謝

酵
素

の
高

発
現

が
こ

れ
ら

の
化

合
物

の
薬

効
に

必
要

十
分

で
あ

る
こ

と
を

発
見

し
、

製
薬

企
業

と
の

共
同

研
究

へ
と

発
展

し
て

い
る

。
第

4に
、

固
形

癌
細

胞
で

高
発

現
し

て
い

る
R

N
A

ヘ
リ

ケ
ー

ス
D

D
X

1が
、

in
tro

nを
含

む
tR

N
A
分

子
種

の
sp

lic
in

gに
必

須
だ

が
、

XB
P1

 m
R

N
A
の

lig
at

io
nに

は
関

与
し

て
い

な
い

こ
と

を
証

明
し

た
。

(2
)

今
後
の
見

込
み
・

計
画
等

M
H

C
ヒ

ト
化

マ
ウ

ス
に

つ
い

て
は

、
マ

ウ
ス

M
H

C
を

完
全

欠
損

し
た

M
H

C
ヒ

ト
化

ヘ
テ

ロ
マ

ウ
ス

が
誕

生
し

た
の

で
、

そ
れ

ら
を

繁
殖

さ
せ

て

M
H

C
ヒ

ト
化

マ
ウ

ス
系

統
と

し
て

樹
立

す
る

。
ヒ

ト
iP

S細
胞

の
分

化
研

究

で
は

、
難

題
で

あ
る

造
血

幹
細

胞
の

分
化

誘
導

に
加

え
、

抗
腫

瘍
活

性
を

持
つ

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
の

分
化

誘
導

に
も

注
力

す
る

。
C

pG
 

D
N

A
-

C
X

C
L1

4受
容

体
の

研
究

に
関

し
て

は
、

同
定

し
た

2種
類

の
受

容
体

タ
ン

パ
ク

質
の

役
割

を
証

明
し

て
、

論
文

化
を

目
指

す
。

抗
T-

A
LL

薬
の

開
発

に

つ
い

て
は

、
R

a#
37

, 
R

a#
61

の
T-

A
LL

細
胞

死
滅

活
性

と
脂

肪
代

謝
酵

素
と

の
関

係
解

明
に

全
力

を
注

ぐ
。

最
後

に
、

D
D

X
1に

関
し

て
は

難
航

し
て

い

る
論

文
発

表
を

達
成

し
た

上
で

、
癌

細
胞

の
悪

性
増

殖
に

お
け

る
D

D
X

1の
機

能
を

さ
ら

に
詳

し
く

調
べ

て
い

く
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
 

（
5年

間
）

 

(2
)

研
究

者
名

原
 

孝
彦

北
島

健
二

種
子

島
幸

祐

鈴
木

輝
彦

村
岡

正
敏

- 10 -
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

認
知

症
の

分
子

機
構

／
認

知
症

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
長

谷
川

成
人

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

・
概

要

認
知

症
は

、
異

常
タ

ン
パ

ク
質

(タ
ウ

、
αシ

ヌ
ク

レ
イ

ン
、

TD
P-

43
な

ど
）

病
変

の
広

が
り

と
病

態
進

行
が

深
く

関
係

し
て

い
る

。
病

変
形

成

メ
カ

ニ
ズ

ム
解

明
と

進
行

を
抑

え
る

治
療

法
を

開
発

す
る

た
め

、
疾

患

脳
異

常
タ

ン
パ

ク
質

の
解

析
、

再
現

モ
デ

ル
を

構
築

、
治

療
薬

開
発

を

行
い

、
臨

床
に

還
元

す
る

こ
と

を
目

標
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
論

文
掲

載
誌

・
発

表
学

会
名

等

1.
Q

i C
, V

er
he

ije
n 

B
M

, K
ok

ub
o 

Y
, S

hi
 Y

, T
et

te
r 

S,
 M

ur
zi

n 
A

G
,

N
ak

ah
ar

a 
A

, M
or

im
ot

o 
S,

 V
er

m
ul

st
 M

, S
as

ak
i 

R
, A

ro
ni

ca
 E

,
H

iro
ka

w
a 

Y
, O

ya
na

gi
 K

, K
ak

ita
 A

, R
ys

ke
ld

i-F
al

co
n 

B
, Y

os
hi

da
M

, 
H

as
eg

aw
a 

M
, 

Sc
he

re
s 

SH
W

, 
G

oe
de

rt 
M

. 
Ta

u 
Fi

la
m

en
ts

fr
om

 A
m

yo
tro

ph
ic

 L
at

er
al

 S
cl

er
os

is
/P

ar
ki

ns
on

is
m

-D
em

en
tia

C
om

pl
ex

 (A
LS

/P
D

C
) a

do
pt

 th
e 

C
TE

 F
ol

d.
 P

ro
c 

N
at

l A
ca

d 
Sc

i
U

SA
. 2

02
3 

D
ec

 1
9;

12
0(

51
): 

e2
30

67
67

12
0.

2.
A

rs
en

i D
, C

he
n 

R
, M

ur
zi

n 
A

G
, P

ea
k-

C
he

w
 S

Y
, G

ar
rin

ge
r 

H
J,

N
ew

el
l 

K
L,

 
K

am
et

an
i 

F,
 R

ob
in

so
n 

A
C

, 
V

id
al

 
R

, 
G

he
tti

B
, H

as
eg

aw
a 

M
, 

R
ys

ke
ld

i-F
al

co
n 

B
. 

TD
P-

43
 f

or
m

s 
am

yl
oi

d
fil

am
en

ts
 w

ith
 a

 d
is

tin
ct

 f
ol

d 
in

 t
yp

e 
A

 F
TL

D
-T

D
P.

 N
at

ur
e.

20
23

 A
ug

;6
20

(7
97

5)
:8

98
-9

03
.

3.
Ta

ru
ta

ni
 A

, L
öv

es
ta

m
 S

, Z
ha

ng
 X

, K
ot

ec
ha

 A
, R

ob
in

so
n 

A
C

,
M

an
n 

D
M

A
, 

Sa
ito

 Y
, 

M
ur

ay
am

a 
S,

 T
om

ita
 T

, 
G

oe
de

rt 
M

,
Sc

he
re

s 
SH

W
, 

H
as

eg
aw

a 
M

. 
C

ry
o-

EM
 

st
ru

ct
ur

es
 

of
 

ta
u

fil
am

en
ts

 fr
om

 S
H

-S
Y

5Y
 c

el
ls

 s
ee

de
d 

w
ith

 b
ra

in
 e

xt
ra

ct
s 

fr
om

ca
se

s 
of

 A
lz

he
im

er
's 

di
se

as
e 

an
d 

co
rti

co
ba

sa
l 

de
ge

ne
ra

tio
n.

F
E

B
S 

O
pe

n 
B

io
. 2

02
3 

A
ug

;1
3(

8)
:1

39
4-

14
04

.
4.

Ta
ru

ta
ni

 A
, 

K
am

et
an

i 
F,

 T
ah

ira
 M

, 
Sa

ito
 Y

, 
Y

os
hi

da
 M

,
R

ob
in

so
n 

A
C

, M
an

n 
D

M
A

, M
ur

ay
am

a 
S,

 T
om

ita
 T

, H
as

eg
aw

a
M

.
D

is
tin

ct
 t

au
 f

ol
ds

 i
ni

tia
te

 t
em

pl
at

ed
 s

ee
di

ng
 a

nd
 a

lte
r 

th
e

po
st

-tr
an

sl
at

io
na

l 
m

od
ifi

ca
tio

n 
pr

of
ile

. 
B

ra
in

 
20

23
 

D
ec

1;
14

6(
12

):4
98

8-
49

99
. 
他

・
国

内
外

の
研

究
状

況

本
研

究
の

生
化

学
、

蛋
白

化
学

解
析

に
基

づ
い

て
病

理
診

断
が

確
定

さ
れ

、
疾

患
の

診
断

や
分

類
に

役
立

っ
て

い
る

。
構

築
さ

れ
た

動
物

モ

デ
ル

は
治

療
薬

開
発

な
ど

に
役

立
て

ら
れ

て
い

る
。

・
成

果
の

概
要

(1
)

幼
少

期
の

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

感
染

か
ら

数
年

の
潜

伏
期

間
後

に
発

病
す

る
亜

急
性

硬
化

性
全

脳
炎

(S
SP

E)
と

、
紀

伊
半

島
の

A
LS

/パ
ー

キ
ン

ソ
ン

認
知

症
複

合
の

患
者

脳
か

ら
タ

ウ
線

維
を

調
製

し
、

そ
の

構
造

解
析

を
行

っ
た

。
い

ず
れ

も
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
と

は
異

な
る

慢
性

外
傷

性
脳

症
(C

TE
)型

の
構

造
を

と
っ

て
蓄

積
し

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
と

な
っ

た
。

こ
の

こ
と

は
２

つ
の

疾
患

で
は

タ
ウ

線
維

の
形

成
に

は
炎

症
反

応
が

関
係

し
て

い
る

こ
と

を
示

唆
す

る
(P

ro
c 

N
at

l 
A

ca
d 

Sc
i U

SA
 2

02
3,

 A
ct

a 
N

eu
ro

pa
th

ol
 C

om
m

un
 2

02
3)
。

 

(2
)

TD
P-

43
線

維
が

蓄
積

す
る

前
頭

側
頭

葉
変

性
症

で
A
型

病
理

を
示

す

患
者

3例
か

ら
TD

P-
43

線
維

を
抽

出
、

精
製

し
、

M
R

C
分

子
生

物
学

研
究

所
と

の
共

同
研

究
で

ク
ラ

イ
オ

電
顕

解
析

を
実

施
し

、
そ

の
構

造
を

明
ら

か
に

し
た

。
A
型

FT
LD

-T
D

P脳
の

TD
P-

43
線

維
は

、
A

LS
や

B
型

FT
LD

-T
D

Pの
線

維
と

異
な

り
、

TD
P-

43
の

24
2番

の
ア

ル
ギ

ニ
ン

か
ら

36
0番

の
グ

ル
タ

ミ
ン

が
シ

ェ
ブ

ロ
ン

バ
ッ

ジ
様

に
折

り
た

た
ま

れ
た

構
造

を
と

っ
て

い
た

。
今

後
診

断
や

治
療

に
つ

な
が

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
(N

at
ur

e 
20

23
)。

 

(3
)

タ
ウ

を
発

現
し

た
培

養
細

胞
に

タ
ウ

オ
パ

チ
ー

患
者

由
来

の
タ

ウ
線

維
を

導
入

す
る

と
タ

ウ
の

線
維

化
が

誘
導

さ
れ

る
。

今
回

、
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
患

者
脳

由
来

の
タ

ウ
線

維
と

大
脳

皮
質

基
底

核
変

性
症

由
来

の
タ

ウ
線

維
を

導
入

し
、

培
養

細
胞

内
で

誘
導

、
形

成
さ

れ
た

タ
ウ

線
維

の
折

り
た

た
み

構
造

と
翻

訳
後

修
飾

を
明

ら
か

に
し

た
。

い
ず

れ
も

患
者

由
来

の
タ

ウ
の

も
の

と
よ

く
似

た
形

で
形

成
さ

れ
る

こ
と

が
判

明
し

た
(F

E
B

S 
O

pe
n 

B
io

 2
02

3,
 B

ra
in

 2
02

3)
。

・
今

後
の

見
込

み
・

計
画

等

今
後

、
未

だ
解

明
さ

れ
て

い
な

い
認

知
症

や
神

経
変

性
疾

患
の

病
態

形

成
と

進
行

に
関

わ
る

異
常

タ
ン

パ
ク

質
病

変
に

つ
い

て
解

析
を

進
め

、
細

胞
、

動
物

モ
デ

ル
を

構
築

し
、

認
知

症
の

根
本

的
治

療
法

の
開

発
に

つ
な

げ
た

い
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
 

（
5年

間
）

 

(2
)

研
究

者
名

長
谷

川
成

人

野
中

 
隆

鈴
木

元
治

郎

鈴
掛

雅
美

亀
谷

富
由

樹

河
上

 
緒

樽
谷

愛
理

久
永

眞
市
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

学
習

記
憶

回
路

の
動

作
原

理
と

破
綻

機
序

の
解

明
／

学
習

記
憶

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

齊
藤

 
実

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

学
習

・
記

憶
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

細
胞

・
回

路
レ

ベ
ル

か
ら

遺
伝

子
・

分
子

レ
ベ

ル
に

か
け

て
解

析
す

る
。

明
ら

か
に

な
っ

た
学

習
記

憶
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

照
ら

し
、

加
齢

や
疾

患
な

ど
に

よ
り

起
こ

る
認

知
障

害
の

原
因

を
明

ら
か

に
し

、
予

防
・

改

善
・

治
療

の
方

法
論

の
確

立
に

貢
献

す
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
Sc

ie
nc

e 
38

2,
 
ea

df
74

29
 (2

02
3)

・
iS

ci
en

ce
 2

6,
 1

06
99

7 
(2

02
3)

・
第

4
6
回

日
本

神
経

科
学

学
会

・
第

6
6
回

日
本

神
経

化
学

学
会

(
招

待
講

演
)

・
20

23
記

憶
研

究
会

（
招

待
講

演
）

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

一
細

胞
ト

ラ
ン

ス
ク

リ
プ

ト
ー

ム
解

析
に

よ
り

グ
リ

ア
細

胞
が

神
経

細
胞

と
同

様
に

機
能

的
分

化
を

起
こ

し
て

い
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ

て
き

た
。

合
わ

せ
て

コ
ネ

ク
ト

ー
ム

解
析

等
か

ら
神

経
細

胞
の

結
合

様

式
が

一
細

胞
レ

ベ
ル

で
詳

細
に

進
み

、
各

行
動

過
程

で
の

神
経

活
動

に

対
す

る
解

剖
学

的
対

応
付

け
in

 v
iv

oイ
メ

ー
ジ

ン
グ

な
ど

に
よ

り
大

き

く
進

展
し

て
い

る
。

一
方

で
単

な
る

神
経

活
動

で
は

説
明

出
来

な
い

事

象
も

見
出

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

解
明

が
脳

の
働

き
を

理
解

す
る

上
で

不

可
欠

で
あ

る
こ

と
が

認
識

さ
れ

て
き

て
い

る
。

 

(1
)

成
果

の
概

要

・
 加

齢
体

で
は

長
期

記
憶

の
汎

化
が

学
習

後
に

亢
進

す
る

ド
ー

パ
ミ

ン

（
D

A
）

放
出

に
よ

る
D

2受
容

体
を

介
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
示

唆

さ
れ

た
。

・
 嫌

悪
性

条
件

付
け

で
嫌

悪
刺

激
呈

示
に

応
じ

て
放

出
さ

れ
る

D
A
は

D
A

神
経

細
胞

の
カ

イ
ニ

ン
酸

受
容

体
を

活
性

化
し

て
誘

導
さ

れ
、

こ
こ

で

放
出

さ
れ

る
D

A
は

学
習

の
強

化
で

は
な

く
、

不
要

な
学

習
の

成
立

を
阻

止
す

る
た

め
に

働
く

こ
と

が
示

唆
さ

れ
た

。

・
 in

 v
iv

o脳
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
に

よ
り

オ
ン

デ
マ

ン
ド

D
A
放

出
を

担
う

シ
ナ

プ
ス

分
子

が
、

学
習

強
化

を
担

う
連

合
依

存
性

の
D

A
放

出
に

も
関

与
し

て
い

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。

・
 シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

エ
の

情
動

伝
染

を
担

う
一

組
の

セ
ロ

ト
ニ

ン
作

動
性

神
経

細
胞

を
同

定
し

、
こ

れ
が

嫌
悪

刺
激

を
受

け
た

時
に

活
性

化
さ

れ

る
だ

け
で

な
く

、
他

者
の

逃
避

行
動

を
観

察
し

て
も

活
性

化
さ

れ
る

こ

と
を

見
出

し
た

。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
 長

期
記

憶
の

汎
化

を
誘

導
す

る
D

A
の

放
出

機
序

を
明

ら
か

に
す

る
。

・
 状

況
に

応
じ

た
学

習
の

選
択

と
棄

却
の

仕
組

み
を

明
ら

か
に

す
る

た

め
、

順
行

条
件

付
け

と
逆

行
条

件
付

け
で

誘
導

さ
れ

る
細

胞
内

シ
グ

ナ

ル
の

違
い

を
明

ら
か

に
す

る

・
 学

習
を

強
化

す
る

連
合

依
存

性
D

A
放

出
に

必
要

な
細

胞
内

C
a2

+レ
ベ

ル
の

上
昇

が
細

胞
内

C
a2

+ス
ト

ア
か

ら
の

リ
ア

ノ
ジ

ン
受

容
体

を
介

し

た
C

a2
+流

出
で

あ
る

こ
と

を
検

証
す

る
。

・
熱

逃
避

に
よ

る
嫌

悪
情

動
の

伝
染

に
加

え
て

、
他

の
嫌

悪
情

動
も

視
覚

情
報

を
も

と
に

伝
染

す
る

か
検

討
す

る
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

齊
藤

 
実

宮
下

知
之

上
野

耕
平

松
野

元
美

長
野

慎
太

郎

鈴
木

章
円

石
川

享
宏
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－ 13 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

機
能

回
復

機
序

に
基

づ
い

た
脳

脊
髄

機
能

再
建

法
の

実
践

／
脳

機
能

再
建

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
西

村
幸

男
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

日
本

に
は

10
万

人
の

脊
髄

損
傷

患
者

、
13

0万
人

の
脳

梗
塞

患
者

が
お

り
、

こ
れ

ら
の

患
者

の
麻

痺
し

た
運

動
機

能
や

体
性

感
覚

機
能

を
取

り

戻
す

た
め

の
革

新
的

な
治

療
戦

略
が

待
望

さ
れ

て
い

る
。

脳
機

能
再

建

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
こ

れ
ま

で
不

治
の

病
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
て

い

た
脳

脊
髄

損
傷

に
対

す
る

革
新

的
な

治
療

法
“

人
工

神
経

接
続

”
を

脳

梗
塞

患
者

と
脊

髄
損

傷
患

者
に

実
践

し
、

損
傷

に
よ

っ
て

失
っ

た
機

能

で
あ

る
“

自
分

の
身

体
を

感
じ

、
自

分
で

動
か

す
”

こ
と

を
再

獲
得

す

る
こ

と
を

目
指

す
。

ま
た

、
脳

・
脊

髄
損

傷
患

者
の

多
く

は
心

の
病

を

併
発

し
、

そ
れ

が
機

能
回

復
の

妨
げ

に
な

っ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
精

神

機
能

と
運

動
機

能
の

向
上

を
促

す
介

入
法

を
開

発
す

る
。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

論
文

掲
載

誌
 

国
際

誌
3件

 
C

er
eb

ra
l C

or
te

x,
 N

eu
ro

sc
i R

es
, F

ro
nt

ie
rs

 in
N

eu
ro

sc
ie

nc
e,

 e
N

eu
ro

, 
国

内
総

説
3件

 
Jo

ur
na

l o
f C

lin
ic

 R
eh

ab
・

脳
神

経
内

科
・

体
育

の
科

学
・

発
表

学
会

 
国

内
学

会
発

表
 1

3件
, 
海

外
学

会
発

表
 9

件
 

ヒ
ト

脳
イ

メ
ー

ジ
ン

グ
研

究
会

, 
神

経
科

学
学

会
、

So
ci

et
y 

fo
r N

eu
ro

sc
ie

nc
e,

 N
eu

ra
l 

C
on

tro
l o

f M
ov

em
en

t等
 

招
待

講
演

 
国

内
5件

、
海

外
4件

 
日

本
再

生
医

療
学

会
総

会
, 
臨

床
神

経

生
理

学
会

, A
nn

ua
l M

ee
tin

g 
N

eu
ro

th
er

ap
eu

tic
s C

on
fe

re
nc

e,
 T

ha
i 

N
eu

ro
sc

ie
nc

e 
So

ci
et

y 
In

te
rn

at
io

na
l C

on
fe

re
nc

e等
 

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

脊
髄

へ
の

人
工

神
経

接
続

は
西

村
が

パ
イ

オ
ニ

ア
で

あ
り

、
神

経
機

序
解

明
を

目
指

し
た

研
究

で
も

、
臨

床
研

究
に

お
い

て
も

世
界

を
先

導

し
て

い
る

。
ま

た
、

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
意

欲
に

関
わ

る
側

坐
核

が

脊
髄

損
傷

後
に

機
能

回
復

に
必

須
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

研
究

も
、

西

村
が

見
出

し
た

も
の

で
あ

り
、

そ
れ

を
ヒ

ト
へ

展
開

し
て

い
る

。
こ

の

成
果

は
精

神
科

領
域

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

領
域

を
繋

げ
る

も
の

と

な
る

と
考

え
ら

れ
、

今
後

大
き

な
注

目
が

集
ま

る
こ
と
が

期
待

さ
れ
る
。

（
1）

成
果

の
概

要

・
慢

性
期

脊
髄

損
傷

者
に

対
す

る
人

工
神

経
接

続
に

よ
る

長
期

介
入

の

安
全

性
を

実
証

し
た

。

・
脊

髄
磁

気
刺

激
が

脊
髄

へ
の

経
シ

ナ
プ

ス
性

興
奮

性
入

力
を

惹
起

す

る
こ

と
を

実
証

し
、

論
文

に
公

表
し

た
。

・
マ

カ
ク

サ
ル

で
化

学
遺

伝
学

的
に

脊
髄

収
束

経
路

を
賦

活
さ

せ
る

こ

と
で

体
性

感
覚

機
能

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

に
成

功
し

た
。

・
運

動
の

開
始

前
後

で
、

皮
質

運
動

野
と

体
性

感
覚

野
間

で
情

報
を

伝

え
る

周
波

数
帯

域
・

方
向

が
切

り
替

わ
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

・
ヒ

ト
の

腹
側

中
脳

の
運

動
準

備
活

動
が

直
後

に
発

揮
さ

れ
る

力
と

関

連
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
、

論
文

と
し

て
公

表
し

た
。

・
fM

R
I 

ne
ur

of
ee

db
ac

kに
よ

り
、

ヒ
ト

腹
側

中
脳

活
動

が
直

後
の

運
動

成
果

を
向

上
さ

せ
る

と
い

う
因

果
的

役
割

を
実

証
し

た
。

・
ヒ

ト
脳

脊
髄

準
備

活
動

か
ら

将
来

の
運

動
成

果
を

予
測

で
き

る
こ

と

を
明

ら
か

に
し

た
。

・
脳

脊
髄

拡
散

M
R
I
を

用
い

る
こ

と
で

、
ヒ

ト
の

非
交

差
性

皮
質

脊
髄

路

の
発

出
領

域
と

定
量

分
布

を
推

定
し

た
。

(2
)
今

後
の

見
込

み
・

計
画

等
。

・
脊

髄
損

傷
患

者
で

人
工

神
経

接
続

リ
ハ

の
神

経
機

序
を

示
す

。

・
脳

卒
中

患
者

を
対

象
と

し
た

人
工

神
経

接
続

リ
ハ

を
特

定
臨

床
研

究

と
し

て
実

施
す

る
。

・
中

枢
神

経
損

傷
モ

デ
ル

サ
ル

で
の

化
学

遺
伝

学
的

神
経

活
動

賦
活

の

機
能

回
復

へ
の

寄
与

を
検

証
す

る
。

・
中

枢
神

経
損

傷
モ

デ
ル

サ
ル

に
人

工
神

経
接

続
を

適
用

し
、

運
動

・

体
性

感
覚

機
能

を
同

時
に

再
建

す
る

。

・
意

欲
制

御
に

よ
る

運
動

機
能

向
上

効
果

を
脊

髄
損

傷
患

者
で

検
証

す

る

・
人

工
神

経
接

続
装

置
の

有
効

性
を

自
由

行
動

下
の

脊
髄

損
傷

モ
デ

ル

サ
ル

で
検

証
す

る
。

・
脳

脊
髄

同
時

撮
像

M
R
I
で

脳
卒

中
患

者
の

機
能

回
復

を
支

え
る

機
序

を

明
ら

か
に

す
る

。

(1
)

研
究

期
間

 
20

20
年

4月
～

20
25

年
3月

（
5年

間
）

(2
)

研
究

者
名

西
村

幸
男

 中
山

義
久

 田
添

歳
樹

菅
原

翔
 閔

庚
甫

 横
山

修

鈴
木

迪
諒

 臼
田

升

尾
原

圭
 

辻
寛

謙

（
客

員
研

究
員

）
河
合

一
武

（
日

本
大

学
）

宇
川

義
一

（
福

島
県

立
医

科
大

学
）

St
ev

e 
Pe

rlm
ut

te
r(

U
ni

v 
of

 W
as

hi
ng

to
n)

 
Su

ng
 Q

 L
ee

 (E
TR

I)
 

Sa
m

 Jo
hn

(U
ni

v 
of

 M
el

bo
ur

ne
) 

（
協

力
研

究
員

）
高
橋

琢
哉

（
横

浜
市

立
大

学
）

 

阿
部

弘
基

（
横

浜
市

立
大

学
）

中
島

和
希

（
横

浜
市

立
大

学
）

浦
丸

浩
一

（
横

浜
市

立
大

学
）

星
野

真
人

 （
株

）
本

田
技

術
研

究
所

大
熊

二
郎

 （
株

）
本

田
技

術
研

究
所

椎
名

あ
す

香
(株

）
本
田

技
術

研
究

所
 

星
由

賀
里

 （
株

）
本

田
技

術
研

究
所

西
島

充
崇

 （
株

）
本

田
技

術
研

究
所

上
田

雄
悟

 （
株

）
本

田
技

術
研

究
所

茨
木

拓
也

 
(N

TT
デ
ー

タ
経

営
研

究
所

) 
長
岡

陽
 

 
(N

TT
デ
ー

タ
経

営
研

究
所

) 
村
越

ま
ひ

る
(N

TT
デ
ー

タ
経

営
研

究
所

) 
桃
木

美
登

里
(N

TT
デ
ー

タ
経

営
研

究
所

) 
加
藤

健
治

（
国

立
長

寿
研

）

谷
川

広
樹

（
藤

田
医

科
大

学
）

梅
田

達
也

（
京

都
大

学
）

小
池

幸
生

（
N

TT
人
間

情
報

研
究

所
）

 
沖
津

健
吾

（
N

TT
人
間

情
報

研
究

所
）

 
青
木

良
輔

（
N

TT
人
間

情
報

研
究

所
）

 
伊
勢

崎
隆

司
(N

TT
人
間

情
報

研
究

所
) 

梅
沢

昂
平

(N
TT

人
間
情

報
研

究
所

) 
濱
野

友
希

（
早

稲
田

大
学

）
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

こ
ど

も
の

脳
た

め
の

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

研
究

／
こ

ど
も

の
脳

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

佐
久

間
啓

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

①
臨

床
研

究

1)
C

O
V

ID
-1

9関
連

急
性

脳
症

に
関

す
る

研
究

2)
自

己
免

疫
性

神
経

疾
患

と
抗

神
経

抗
体

3)
In

fe
ct

io
n-

tri
gg

er
ed

 e
nc

ep
ha

lo
pa

th
y 

sy
nd

ro
m

e(
IT

ES
)に

関
す

る

国
際

コ
ン

セ
ン

サ
ス

の
形

成

4)
小

児
免

疫
性

神
経

疾
患

に
対

す
る

診
療

の
標

準
化

②
基

礎
研

究

5)
R

he
bの

活
性

化
を

中
心

と
し

た
シ

グ
ナ

ル
伝

達
異

常
に

着
目

し
た

結

節
性

硬
化

症
の

病
態

解
明

6)
Pi

lo
ca

rp
in

e 
+T

LR
 l

ig
an

ds
全

身
投

与
に

よ
る

新
た

な
マ

ウ
ス

け
い

れ
ん

重
積

モ
デ

ル
の

作
成

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

論
文

掲
載

・
 J 

N
eu

ro
l S

ci
, D

ev
 M

ed
 C

hi
ld

 N
eu

ro
l, 

B
ra

in
 D

ev
特

別
・

教
育

講
演

・
 日

本
小

児
神

経
学

会
・

慶
應

ニ
ュ

ー
ロ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
会

・
 A

si
an

 &
 O

ce
an

ia
n 

C
on

gr
es

s o
f C

hi
ld

 N
eu

ro
lo

gy
学

会
発

表

日
本

小
児

神
経

学
会

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

ウ
イ

ル
ス

関
連

急
性

脳
症

に
関

す
る

研
究

は
依

然
立

ち
遅

れ
て

い
る

が
、

我
々

も
参

加
し

て
い

る
国

内
外

の
多

機
関

共
同

研
究

が
進

行
し

て

い
る

。
特

に
C

O
V

ID
-1

9関
連

急
性

脳
症

の
研

究
に

力
を

入
れ

て
い

る
。

ま
た

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

小
児

の
免

疫
性

神
経

疾
患

に
関

す
る

臨
床

・

基
礎

研
究

を
実

施
し

て
い

る
数

少
な

い
研

究
室

で
あ

る
。

R
he

b阻
害

剤

の
研

究
は

当
研

究
室

独
自

の
も

の
で

あ
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

①
臨

床
研

究

1)
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

伴
い

我
が

国
で

31
例

の
小

児
急

性

脳
症

が
発

生
し

た
こ

と
を

報
告

し
、

そ
の

臨
床

的
特

徴
と

予
後

を
明

ら
か

に
し

た
（

J 
N

eu
ro

l S
ci
）

。

2)
自

己
免

疫
性

て
ん

か
ん

に
お

け
る

抗
神

経
抗

体
陽

性
を

予
測

す
る

A
PE

ス
コ

ア
の

小
児

に
お

け
る

有
用

性
を

報
告

し
た

（
D

ev
 M

ed
 C

hi
ld

N
eu

ro
l）

。

3)
IT

ES
に

関
す

る
国

際
研

究
グ

ル
ー

プ
を

組
織

し
て

メ
タ

ア
ナ

リ
シ

ス

を
開

始
し

た
ほ

か
、

国
際

診
断

基
準

の
作

成
作

業
を

行
な

っ
た

。

（
論

文
修

正
中

）

4)
小

児
N

M
D

A
R
脳

炎
の

臨
床

pr
ob

ab
le
診

断
基

準
を

作
成

す
る

た
め

に
、

多
機

関
共

同
研

究
の

症
例

デ
ー

タ
を

解
析

し
た

。

②
基

礎
研

究

5)
R

he
b阻

害
剤

で
あ

る
lo

na
fa

rn
ib
が

in
 v

iv
oに

お
い

て
R

he
bの

活
性

化

を
阻

害
し

、
さ

ら
に

Ts
c2

変
異

マ
ウ

ス
に

お
い

て
観

察
さ

れ
る

記
憶

異
常

や
神

経
細

胞
の

樹
状

突
起

ス
パ

イ
ン

の
形

態
異

常
を

正
常

化
さ

せ
る

こ
と

を
見

出
し

た
）

。

6)
新

た
な

マ
ウ

ス
モ

デ
ル

で
、

け
い

れ
ん

の
重

症
化

と
致

死
率

の
増

加

・
血

液
脳

関
門

透
過

性
亢

進
、

脳
内

の
炎

症
性

サ
イ

ト
カ

イ
ン

の
増

加
と

い
う

人
の

急
性

脳
症

に
近

い
病

態
の

再
現

に
成

功
し

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
臨

床
研

究
で

は
引

き
続

き
多

機
関

共
同

研
究

を
基

盤
と

す
る

臨
床

研

究
・

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
研

究
を

継
続

す
る

。
ま

た
小

児
免

疫
性

神
経

疾
患

の
診

断
基

準
や

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

作
成

な
ど

を
通

じ
て

小
児

神
経

疾
患

の
診

療
水

準
の

向
上

に
貢

献
す

る
。

・
基

礎
研

究
で

は
シ

ナ
プ

ス
可

塑
性

異
常

の
分

子
・

細
胞

メ
カ

ニ
ズ

ム

を
中

心
に

結
節

性
硬

化
症

等
の

神
経

発
達

症
関

連
疾

患
の

研
究

に
力

を
入

れ
る

。
ま

た
小

児
神

経
疾

患
の

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
研

究
を

発
展

さ
せ

る
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
 

（
5年

間
）

 

(2
)

研
究

者
名

脳
・

神
経

科
学

研
究

分
野

佐
久

間
啓

島
田

忠
之

神
山

邦
子

葛
西

真
梨

子
松

田
慎

平
田

村
友

美
恵

堀
野

朝
子

森
山

剣
光

中
井

理
恵

森
 
貴

幸

藤
田

基
資

鈴
木

智
典

多
田

弘
子

東
京

都
立

府
中

療
育

セ
ン

タ
ー

小
児

科
 

田
沼

直
之

 

東
京

都
立

神
経

病
院

星
野

 
愛

淑
徳

大
学

林
 

雅
晴
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

脳
・

神
経

回
路

の
構

築
原

理
と

そ
の

形
成

異
常

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

／
脳

神
経

回
路

形
成

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

丸
山

千
秋

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
は

 
“

脳
の

構
築

原
理

の
理

解
”

と
い

う
観

点
か

ら
か

ら
精

神
・

神
経

疾
患

発
症

原
因

の
解

明
に

ア
プ

ロ
ー

チ
す

る
。

脳
形

成
に

お
け

る
サ

ブ
プ

レ
ー

ト
ニ

ュ
ー

ロ
ン

の
機

能
解

析
に

よ
る

脳
構

築
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

や
、

基
本

的
な

シ
ナ

プ
ス

形
成

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

明
す

る
こ

と
で

、
発

達
障

害
、

心
の

病
の

原
因

や
高

次
脳

機
能

の
異

常
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

将
来

的
に

は
そ

の
治

療
へ

の
応

用
を

目
指

す
。

 

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
bi

oR
ix

iv
 (2

02
3)

 (リ
バ

イ
ス

中
 2

 論
文

)
・

C
lin

ic
al

 N
eu

ro
sc

i (
20

23
)

・
M

ol
 P

sy
ch

ia
try

 (2
02

3)
・

Fr
on

t N
eu

ro
sc

i (
20

22
)

・
In

t J
 M

ol
 S

ci
.(2

02
1)

・
Fr

on
t.C

el
l D

ev
.B

io
l (

20
21

)
・

Sc
i A

dv
 (2

02
1)

・
Fr

on
t N

eu
ra

l C
irc

ui
ts

.(2
02

1)
・

C
or

tic
al

 E
vo

lu
tio

n 
C

on
fe

re
nc

e 
(2

02
3)

 ス
ペ

イ
ン

（
招

待
講

演
）

・
北

米
神

経
科

学
会

（
20

23
）

ワ
シ

ン
ト

ン
D

.C
. (
招

待
講

演
)

・
新

学
術

領
域

研
究

「
発

生
時

計
と

場
の

連
携

」
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

（
20

22
)（

招
待

講
演

）

・
日

本
神

経
科

学
大

会
(2

02
1,

20
22

,2
02

3)
 2

02
2は

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

主
催

・
日

本
分

子
生

物
学

会
年

会
(2

02
1,

20
22

,2
02

3)
(3

)
国

内
外

の
研

究
状

況

シ
ナ

プ
ス

形
成

や
神

経
細

胞
移

動
な

ど
神

経
回

路
形

成
初

期
の

異
常

が
様

々
な

精
神

疾
患

の
原

因
に

な
る

こ
と

が
明

ら
か

に
さ

れ
つ

つ
あ

る
。

こ
れ

ら
疾

患
の

病
因

を
解

明
し

、
適

切
な

治
療

法
を

開
発

す
る

に

は
、

脳
神

経
回

路
形

成
の

基
礎

的
な

分
子

機
構

を
解

明
す

る
必

要
が

あ

る
。

サ
ブ

プ
レ

ー
ト

ニ
ュ

ー
ロ

ン
は

最
初

期
に

誕
生

、
成

熟
す

る
ニ

ュ

ー
ロ

ン
で

、
脳

神
経

回
路

形
成

の
初

期
段

階
に

重
要

な
役

割
を

す
る

こ

と
が

示
唆

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
プ

ロ
テ

オ
グ

リ
カ

ン
の

異
常

と
自

閉

症
発

症
と

の
関

連
も

明
ら

か
に

な
り

つ
つ

あ
る

。
 

(1
)

成
果

の
概

要
①①

大大
脳脳

皮皮
質質

形形
成成

にに
おお

けけ
るる

ササ
ブブ

ププ
レレ

ーー
トト

ニニ
ュュ

ーー
ロロ

ンン
(S

pN
)のの

機機
能能

SP
層

が
霊

長
類

で
な

ぜ
厚

く
発

達
し

て
い

る
の

か
に

つ
い

て
調

べ
る

た

め
、

マ
ウ

ス
、

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

、
ヒ

ト
胎

児
の

V
is

iu
m

解
析

を
行

い
、

種
間

で
サ

ブ
プ

レ
ー

ト
層

で
の

発
現

遺
伝

子
の

比
較

解
析

を
行

な
っ

た
。

そ
の

結
果

霊
長

類
特

異
的

に
転

写
因

子
ST

18
の

発
現

が
高

い
こ

と

が
わ

か
っ

た
。

こ
れ

を
マ

ウ
ス

の
Sp

N
に

遺
伝

子
導

入
す

る
と

、
SP

層

が
拡

大
し

た
よ

う
な

表
現

型
が

見
ら

れ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
霊

長
類

脳

へ
の

進
化

の
過

程
で

ST
18

の
発

現
の

獲
得

が
SP

層
の

拡
大

に
寄

与
し

た
可

能
性

が
示

唆
さ

れ
た

。
ま

た
、

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

の
SP

層
の

一
部

の

細
胞

に
特

異
的

に
レ

チ
ノ

イ
ン

酸
分

解
酵

素
の

遺
伝

子
が

高
発

現
し

て

い
る

こ
と

が
わ

か
り

、
霊

長
類

脳
の

皮
質

の
拡

大
に

レ
チ

ノ
イ

ン
酸

シ

グ
ナ

ル
が

関
与

す
る

可
能

性
も

示
唆

さ
れ

、
現

在
さ

ら
な

る
解

析
を

進

め
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
遺

伝
子

の
変

異
が

人
の

脳
疾

患
に

ど
の

よ
う

な

影
響

を
及

ぼ
す

の
か

に
つ

い
て

の
観

点
か

ら
も

解
析

を
進

め
て

い
る

② ②
H

SP
G

のの
シシ

ナナ
ププ

スス
形形

成成
おお

よよ
びび

大大
脳脳

皮皮
質質

形形
成成

にに
おお

けけ
るる

役役
割割

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ

幼
虫

の
神

経
筋

接
合

部
（

N
M

J）
に

お
い

て
、

シ

ナ
プ

ス
形

成
に

必
須

の
H

SP
G
で

あ
る

ニ
ュ

ー
レ

キ
シ

ン
の

H
S
が

付
加

さ
れ

て
い

な
い

ミ
ュ

ー
タ

ン
ト

を
作

成
し

、
シ

ナ
プ

ス
形

成
に

H
S
鎖

が

重
要

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

ま
た

マ
ウ

ス
で

H
S
修

飾
酵

素

の
H

s3
st

4
を

、
大

脳
特

異
的

に
K

O
し

た
マ

ウ
ス

を
作

製
し

解
析

し
た

と
こ

ろ
、

視
床

皮
質

軸
索

の
投

射
と

体
性

感
覚

野
の

バ
レ

ル
構

造
の

形

成
に

障
害

が
み

ら
れ

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
霊

長
類

で
SP

層
が

厚
く

発
達

す
る

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

す
る

・
へ

パ
ラ

ン
硫

酸
の

糖
鎖

修
飾

の
シ

ナ
プ

ス
形

成
、

及
び

大
脳

皮
質

形
成

に
お

け
る

役
割

を
明

ら
か

に
す

る
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
(5
年

間
)

(2
)

研
究

者
名

・ ・
研研

究究
員員

丸
山

 
千

秋

神
村

 
圭

亮

隈
元

 
拓

馬

守
屋

 
敬

子

松
村

 
泰

宏

高
沢

 
克

子

畠
中

 
由

美
子

・ ・
客客

員員
研研

究究
員員

本
多

祥
子

(
東

京
女

子
医

大
)

前
田

信
明

(
前

リ
ー

ダ
ー

)

由
良

 
敬

(
お

茶
の

水
女

子
大

)

野
村

 
真

（
京

都
府

立
医

大
）

花
嶋

 
か

り
な

（
早

稲
田

大
）

・ ・
研研

究究
技技

術術
員員

平
井

 久
美

子

小
田

嶋
 愛

子

高
橋

 淑
子

・ ・
研研

修修
生生

阿
知

波
 ひ

と
み

(東
大
・
院
）

和
田

京
介

（
新

潟
大

・
院

）

森
岡

歩
夢

（
新

潟
大

・
院

）

野
村

 
遥

 
(
お

茶
大

・
院

)

杉
田

祐
輔

(
早

稲
田

大
・

院
）

片
山

涼
香

(
早

稲
田

大
・

院
）

宋
 
祥

赫
(
都

立
大

・
院

)

佐
藤

 
香

光
乃

（
日

大
）

石
塚

 
匠

真
（

早
稲

田
大

）

野
口

 
友

理
佳

（
お

茶
大

)

土
井

 
泉

璃
(
お

茶
大

)
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S 
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, 
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4
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e 

5t
h 

U
K

-J
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eu
ro

sc
ie

nc
e 

Sy
m

po
si

um
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oc
ie

ty
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r N
eu
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Th
e 

46
th
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ua
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tin
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e 
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pa
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N
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e 
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, 
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, 
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9
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; 
4
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in
 v

itr
o

1
G
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A

A
G
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N

 

G
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A
A
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o-

ke
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uc
ta
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A

K
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G
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A
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N
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m
i, 
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l. 
R
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G
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A
PE

N
G
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m
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N
A

 

PL
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m
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O
  

A
G
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N
G
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G
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A
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. P
Lo

S 
O

ne
. 2

02
3;

 T
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l. 
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hi
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). 
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; T
or

iu
m

i 
et

 a
l. 

IM
A

R
S 

H
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hl
ig

ht
s 
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23

; I
in

o 
et

 a
l. 

IM
A

R
S 

H
ig

hl
ig

ht
s 

20
23
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, 

20
23

; 
, 

 2
02

3;
 

, 
20

23
; 

, 
 2

02
3;

 
4

Th
e 

5t
h 

U
K

-J
ap

an
 N

eu
ro

sc
ie

nc
e 

Sy
m

po
si

um
, S

oc
ie

ty
 fo

r N
eu

ro
sc

ie
nc

e,
 

Th
e 

46
th

 A
nn

ua
l M

ee
tin

g 
of

 th
e 

Ja
pa

n 
N

eu
ro

sc
ie

nc
e 

So
ci

et
y

; 
17

27
, 

33
, 

96
, 

33
, 

34
, 

11
9

, 
17

, 
45

; 
23

; 
20

; 
4

; 
1

 

(3
)

in
 v

itr
o

1
G

lc
A

A
G

Es
 

PE
N

 

G
lc

A
A

ld
o-

ke
to

 r
ed

uc
ta

se
A

K
R

 

G
lc

A
PE

N
 

To
riu

m
i, 

et
 a

l. 
R

ed
ox

 B
io

lo
gy

, 2
02

3
 

G
lc

A
PE

N
G

lc
A

A
kr

1a
1 

PE
N

in
 v

itr
o

PE
N

 

PE
N

 

m
iR

N
A

 

PL
Es

To
m

ita
 e

t a
l.,

 S
ch

iz
op

hr
en

ia
, 2

02
3

 

Ak
r1

a1
 K

O
  

A
G

Es

(2
) 

  

 

5
PE

N
G

lc
A

G
lc

A
PE

N
PE

N

(1
)

20
20

4
20

25
3

5

(2
)

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

睡
眠

障
害

の
病

因
・

病
態

解
明

と
治

療
法

の
開

発
／

睡
眠

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

本
多

 
真

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

現
代

社
会

で
は

生
活

様
式

や
労

働
の

質
的

変
化

か
ら

睡
眠

障
害

が
増

加
し

て

い
る

。
睡

眠
障

害
の

日
常

・
社

会
生

活
上

で
の

最
大

の
問

題
は

眠
気

に
伴

う
認

知
機

能
低

下
で

あ
り

、
効

率
低

下
や

産
業

事
故

は
莫

大
な

社
会

経
済

的
損

失

(推
定

15
兆

円
/年

)を
も

た
ら

す
。

し
か

し
重

篤
な

Q
O

L障
害

を
伴

う
中

枢
性

過

眠
症

の
診

断
は

遅
れ

が
ち

で
根

治
療

法
も

な
い

。
本

研
究

で
は

日
本

人
に

多
い

過
眠

症
の

遺
伝

子
解

析
と

機
能

検
討

か
ら

病
因

解
明

を
行

う
と

と
も

に
、

病
態

指
標

や
病

的
眠

気
判

定
法

を
確

立
し

、
適

切
な

診
断

分
類

提
唱

と
普

及
啓

発
を

行
う

。
ま

た
脳

内
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

と
睡

眠
覚

醒
状

態
と

の
関

連
か

ら
睡

眠
覚

醒
制

御
の

代
謝

基
盤

を
解

明
し

、
睡

眠
の

理
解

と
睡

眠
改

善
法

開
発

に
結

び
つ

け
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

①
Y

os
hi

da
-T

an
ak

a 
K

,--
H

on
da

 M
, M

iy
ag

aw
a 

T:
 N

ar
co

le
ps

y 
ty

pe
 I-

as
so

ci
at

ed
 D

N
A

 m
et

hy
la

tio
n 

an
d 

ge
ne

 e
xp

re
ss

io
n 

ch
an

ge
s i

n 
th

e 
hu

m
an

le
uk

oc
yt

e 
an

tig
en

 re
gi

on
. S

ci
 R

ep
.1

3:
10

46
4.

do
i: 

10
.1

03
8/

s4
15

98
-0

23
-

37
51

1-
4.

[2
02

3/
06

/2
8]

②
N

at
su

bo
ri 

A
,--

 H
on

da
 M

. S
er

ot
on

er
gi

c 
re

gu
la

tio
n 

of
 c

or
tic

al
ne

ur
ov

as
cu

la
r c

ou
pl

in
g 

an
d 

he
m

od
yn

am
ic

s u
po

n 
aw

ak
en

in
g 

fr
om

 s
le

ep
 in

m
ic

e.
J 

C
er

eb
 B

lo
od

 F
lo

w
 M

et
ab

 2
71

67
8X

24
12

38
84

3.
[2

02
4/

3/
13

]
③

H
on

da
 M

, I
to

 W
: E

va
lu

at
io

n 
of

 S
le

ep
in

es
s 

in
 Id

io
pa

th
ic

 H
yp

er
so

m
ni

a.
3r

d 
A

si
an

 N
ar

co
le

ps
y 

&
 H

yp
er

so
m

no
le

nc
e 

So
ci

et
y 

M
ee

tin
g,

 [2
02

3/
09

/1
7]

④
本

多
真

：
中

枢
性

過
眠

症
―

課
題

と
展

望
―

. 
睡

眠
医

療
V

ol
.1

7:
47

3-
48

0,
20

23
. [

20
23

/1
2/

30
]

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

国
際

統
合

睡
眠

医
科

学
研

究
機

構
で

は
マ

ウ
ス

で
の

大
規

模
m

ut
ag

en
es

is
研

究

を
進

め
て

い
る

。
し

か
し

マ
ウ

ス
に

は
睡

眠
と

覚
醒

の
み

が
あ

り
「

眠
気

」
を

区
別

で
き

な
い

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

臨
床

症
例

を
出

発
点

と
し

臨
床

検
体

を
用

い
た

解
析

と
症

状
/睡

眠
検

査
指

標
と

の
関

連
に

基
づ

き
、

多
元

性
を

も

つ
眠

気
の

病
態

指
標

を
探

索
同

定
し

、
臨

床
現

場
に

還
元

す
る

体
制

を
と

る
。

国
内

屈
指

の
過

眠
症

外
来

/発
達

外
来

を
も

つ
晴

和
病

院
/小

石
川

東
京

病
院

と

の
密

接
な

共
同

研
究

で
10

50
以

上
の

症
例

蓄
積

が
完

了
、

日
本

人
集

団
で

の
生

物
指

標
・

病
態

指
標

や
遺

伝
因

環
境

因
の

検
討

が
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

睡
眠

覚
醒

の
神

経
機

構
を

支
え

る
神

経
細

胞
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
状

態
に

つ
い

て
、

神
経

細
胞

内
A

TP
濃

度
の

in
 v

iv
oリ

ア
ル

タ
イ

ム
計

測
法

を
活

用
し

、
世

界
に

先
駆

け
て

睡
眠

制
御

の
代

謝
基

盤
を

解
明

し
て

い
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

①
中
枢

性
過
眠

症
の
生

物
指

標
の

探
索

同
定

・
ナ

ル
コ

レ
プ

シ
ー

タ
イ

プ
１

(N
T1

)と
H

LA
 c

la
ss

IIと
の

密
接

な
関

連
が

報
告

さ
れ

て
40

年

に
な

る
が

そ
の

機
序

は
未

解
明

で
あ

る
。

N
T1

と
対

照
42

例
よ

り
C

D
4,

C
D

8陽
性

T細
胞

を

分
離

し
従

来
困

難
と

さ
れ

た
H

LA
領

域
を

対
象

と
し

た
D

N
A
メ

チ
ル

化
解

析
を

,信
頼

性
の

高
い

pr
ob

e選
択

と
R

N
A

se
qに

よ
る

確
認

と
合

わ
せ

て
施

行
し

た
。

N
T1

抵
抗

性
ア

リ
ル
は

一
般

的
に

高
発

現
で

あ
る

が
患

者
群

で
は

低
下

す
る

こ
と

、
N

T1
感

受
性

ア
リ

ル
は

元
来

低
発

現
で

あ
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

一
般

的
な

自
己

免
疫

疾
患

で
は

疾
患

特
異

的
H

LA
分

子
発

現
が

上
昇

す
る

が
、

N
T1

に
お

け
る

H
LA

関
連

は
疾

患
特

異
的

ア
リ

ル
の

発
現

低
下

が
関

与
す

る
特

殊
な

例
と

考
え

ら
れ

た
[論

文
①

]。
②

主
観

的
眠
気

の
適
切

な
評
価

法

「
睡
眠

圧
亢

進
(居

眠
り

反
復

)」
型

の
眠
気

と
「

睡
眠

遷
延

」
型

の
眠

気
が

存
在

す
る

が
、

後
者

の
眠

気
は

国
際

標
準

と
さ

れ
る

M
SL

T(
感

度
18

％
特

異
度

75
％

)と
比

べ
て

24
時

間
PS

G
の

方
が

優
れ

て
い

る
(感

度
96

%
特

異
度

87
.5

%
)こ

と
を

10
5症

例
の

da
ta

に
基

づ
い
て

報
告

[学
会

発
表

③
]、

過
眠

症
の

課
題

と
展

望
を

ま
と

め
た

[論
文

④
]。

③
エ
ネ

ル
ギ
ー

代
謝
か

ら
み

た
睡

眠
覚

醒
制

御
の

基
盤

研
究

神
経

活
動

と
脳

血
流

に
は

ne
ur

ov
as

cu
la

r 
co

up
lin

g(
神

経
血

管
連

関
;N

V
C
）

が
存

在

す
る

。
セ

ロ
ト

ニ
ン

神
経

賦
活

は
動

物
を

睡
眠

か
ら

覚
醒

さ
せ

る
と

同
時

に
、

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
活

性
化

を
介

し
て

血
流

調
整

を
行

う
こ

と
を

見
出

し
、

睡
眠

覚
醒

に
伴

う
エ

ネ
ル
ギ

ー
代
謝

調
節
の

一
つ
の

基
盤

を
明
ら

か
に

し
た

 [
論

文
②

]
(2

)
今

後
の

見
込

み
・

計
画

等

①
CD

4+
,C

D
8+

T細
胞

に
お

け
る

H
LA

領
域

以
外

の
D

N
A
メ

チ
ル

化
解

析
を

網
羅

的

に
す

す
め

、
統

合
的

O
M

IC
S解

析
を

通
じ

て
信

頼
性

の
高

い
疾

患
関

連
メ

チ
ル

化

部
位

同
定
を

行
う
。

さ
ら
に

こ
れ
ま

で
の

研
究
で

N
T1

の
低

メ
チ

ル
化

を
見

出
し

て
い

る
が
、

そ
の
意

義
を
探

索
、

Tリ
ン

パ
球

の
si

ng
le

 c
el

l解
析

の
シ

ス
テ

ム
を

準
備

し
て
結

果
の
確

認
を
行

う
。

②
現
在

平
行
し

て
進
め

て
い
る

夜
間
メ

ラ
ト

ニ
ン

分
泌

量
(尿

中
代

謝
物

か
ら

推
測

)
が
レ

ム
睡
眠

指
標
と

関
連
す

る
こ
と

、
還

元
型
グ

ル
タ

チ
オ

ン
G

SH
割

合
(酸

化

ス
ト

レ
ス
指

標
)と

入
眠

時
レ

ム
睡

眠
期

の
関

連
に

つ
い

て
予

備
的

知
見

を
得

て

い
る

。
特
に

神
経
発

達
症
と

過
眠
症

合
併

症
例

に
お

い
て

、
生

化
学

的
指

標
を

PS
G
睡

眠
変

数
に
組

み
合
わ

せ
た
形

で
の

過
眠

評
価

を
行

う
。

 
③

ミ
ト

コ
ン
ド

リ
ア
電

子
伝
達

系
に
お

け
る

H
+ポ

ン
プ

や
A

TP
感

受
性

K
+チ

ャ
ネ

ル
に

よ
る
細

胞
内

A
TP

濃
度

操
作

法
を
構

築
し

、
覚

醒
神

経
制

御
下

の
神

経
細

胞

内
A

TP
濃

度
変
動

が
、
細

胞
生
存

維
持
だ

け
で

な
く

神
経

発
火

活
動

自
体

を
変

化

さ
せ

、
脳
機

能
調
節

に
寄
与

す
る
と

い
う

新
仮
説

検
証

に
挑

戦
す

る
。

④
社
会

敗
北
ス

ト
レ
ス

モ
デ
ル

ラ
ッ
ト

で
は

、
睡
眠

紡
錘

波
(s

pi
nd

le
)の

持
続

短
縮

と
総

量
低
下

を
見
出

し
た
。

ヒ
ト
精

神
疾

患
で

中
間

表
現

型
(tr

ai
t)と

し
て

報
告

さ
れ

て
い
る

sp
in

dl
e持

続
短

縮
の

モ
デ
ル

と
し

て
そ

の
意

義
を

明
ら

か
に

す
る

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

宮
川

 
卓

夏
堀

晃
世

松
田

芳
樹

(
基

盤
技

術
研

究
員

)
 

小
島

 
崇

 

(
協

力
研

究
員

)
 

嶋
多

美
穂

子
 

(
非

常
勤

研
究

員
/
含

外
部

支
援

)
 

權
 
秀

珍
（

ク
ォ

ン
 
ス

ジ
ン

）
 

(
実

験
補

助
員

/
含

外
部
支

援
)
 

関
 

康
子

 

本
多

芳
子

 

新
保

裕
子

 

(
シ

ニ
ア

研
究

員
)

児
玉

 
亨
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－ 18 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

依
存

性
物

質
の

作
用

機
序

解
明

と
そ

の
医

療
応

用
／

依
存

性
物

質
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
池

田
和

隆
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

依
存

性
物

質
の

作
用

機
序

を
解

明
す

る
こ

と
で

、
依

存
性

物
質

の
有

害
性

と
し

て
薬

物
依

存
の

研
究

、
有

用
性

と
し

て
鎮

痛
お

よ
び

発
達

障

害
・

う
つ

病
な

ど
の

関
連

精
神

神
経

疾
患

の
治

療
に

関
す

る
研

究
を

進

め
た

。
具

体
的

に
は

、
「

薬
物

依
存

治
療

法
お

よ
び

予
防

法
の

提

案
」

、
「

テ
ー

ラ
ー

メ
イ

ド
疼

痛
治

療
法

の
実

現
」

、
「

新
規

治
療

法

の
提

案
」

と
い

う
、

3つ
の

明
確

な
社

会
還

元
レ

ベ
ル

で
の

目
標

を
設

定
し

、
分

子
レ

ベ
ル

、
動

物
レ

ベ
ル

、
ヒ

ト
レ

ベ
ル

、
社

会
還

元
レ

ベ

ル
の

研
究

を
有

機
的

に
発

展
さ

せ
た

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
 Id

e 
et

 a
l. 

Sc
i R

ep
 1

3:
18

16
4 

(2
02

3)
・

 N
is

hi
za

w
a 

et
 a

l. 
C

an
ce

rs
 1

5(
19

) 4
72

9-
47

29
 (2

02
3)

な
ど

、
原

著
論

文
61

件
、

総
説

等
21

件
、

学
会

発
表

・
講

演
等

13
9件

（
20

20
-2

02
3年

度
）

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

薬
物

依
存

に
関

し
て

は
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
基

本
法

、
ギ

ャ
ン

ブ
ル

等
依

存
症

対
策

基
本

法
が

施
行

さ
れ

た
が

、
国

内
で

の
研

究

は
不

十
分

で
あ

る
。

国
外

で
は

大
規

模
な

研
究

費
が

投
じ

ら
れ

て
い

る

が
、

国
ご

と
の

問
題

の
違

い
や

依
存

性
物

質
に

対
す

る
感

受
性

の
人

種

差
な

ど
が

あ
り

、
本

邦
で

の
問

題
の

解
決

に
は

至
っ

て
い

な
い

。
特

に
、

中
枢

刺
激

薬
依

存
に

対
す

る
治

療
薬

は
世

界
的

に
な

い
。

鎮
痛

に

関
し

て
は

、
個

別
化

医
療

の
重

要
性

や
実

現
性

が
世

界
的

に
高

ま
っ

て

お
り

、
中

で
も

テ
ー

ラ
ー

メ
イ

ド
疼

痛
治

療
の

研
究

は
、

当
研

究
グ

ル

ー
プ

が
世

界
を

牽
引

し
て

い
る

。
関

連
精

神
神

経
疾

患
研

究
に

お
い

て

は
、

動
物

実
験

と
臨

床
研

究
は

融
合

的
な

展
開

に
は

な
っ

て
い

な
い

。

特
に

、
自

閉
ス

ペ
ク

ト
ラ

ム
症

(A
SD

) の
中

心
症

状
の

治
療

薬
は

世
界

的

に
も

ま
だ

な
く

、
難

治
性

う
つ

病
に

治
療

効
果

の
あ

る
ケ

タ
ミ

ン
の

作

用
機

序
も

不
明

で
あ

り
、

研
究

開
発

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

(1
)

成
果

の
概

要
①

薬
物

依
存

研
究

・
G

IR
K
チ

ャ
ネ

ル
に

遺
伝

子
変

異
を

持
つ

ウ
ィ

ー
バ

ー
マ

ウ
ス

で
、

覚
醒

剤
嗜

好

性
の

消
失

な
ど

を
見

出
し

た
。

ま
た

、
G

IR
K
チ

ャ
ネ

ル
阻

害
薬

が
覚

醒
剤

依
存

患
者

に
影

響
す

る
こ

と
一

部
明

ら
か

に
し

た
。

・
線

虫
が

モ
ル

ヒ
ネ

嗜
好

性
を

示
す

こ
と

な
ど

を
見

出
し

た
。

・
ド

ー
パ

ミ
ン

を
欠

乏
さ

せ
た

マ
ウ

ス
を

解
析

し
、

運
動

亢
進

の
際

に
は

、
海

馬

神
経

細
胞

が
特

異
的

に
活

動
し

て
い

る
こ

と
を

見
出

し
た

。

・
麻

薬
で

あ
る

5-
M

eO
-D

IP
Tの

作
用

機
序

を
見

出
し

た
。

・
未

成
年

者
に

お
い

て
、

ゲ
ー

ム
課

金
制

度
の

問
題

を
見

出
し

た
。

②
鎮

痛
研

究

・
疼

痛
感

受
性

お
よ

び
鎮

痛
薬

感
受

性
と

関
連

す
る

遺
伝

子
多

型
と

し
て

、
PA

R2
,

TR
PM

8,
 A

ST
N

2,
 S

C
N

9A
, 

LP
AR

1,
 H

S3
ST

4,
 C

N
R1

, 
SL

C
17

A9
, 

P2
RY

12
,

C
3o

rf
20

, T
RP

C
3,

 C
AC

N
A1

C
, I

L-
17

Aの
遺

伝
子

多
型

を
見

出
し

た
。

・
鎮

痛
薬

に
よ

る
嘔

気
嘔

吐
と

関
連

す
る

遺
伝

子
多

型
を

見
出

し
た

。

・
電

気
痙

攣
療

法
に

よ
る

モ
ル

ヒ
ネ

鎮
痛

効
果

増
強

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

見
出

し
た

。
③

関
連

精
神

神
経

疾
患

研
究

・
統

合
失

調
症

患
者

で
の

喫
煙

や
他

の
精

神
疾

患
と

の
関

係
を

ポ
リ

ジ
ェ

ニ
ッ

ク

リ
ス

ク
ス

コ
ア

解
析

に
よ

り
明

ら
か

に
し

た
。

胎
生

期
の

ピ
ク

ロ
ト

キ
シ

ン
暴

露
が

A
SD

様
行

動
を

引
き

起
こ

す
こ

と
を

見
出

し
た

。
A

SD
モ

デ
ル

動
物

で
あ

る
TS

C
1お

よ
び

TS
C

2の
ヘ

テ
ロ

欠
損

マ
ウ

ス
に

加
え

、
ダ

ブ
ル

ヘ
テ

ロ
マ

ウ

ス
を

作
製

し
て

、
TS

C
2分

子
の

役
割

の
大

き
さ

を
見

出
し

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

①
薬

物
依

存
研

究

・
N

C
N

P精
神

薬
理

研
究

部
と

連
携

し
て

都
と

国
の

レ
ベ

ル
で

研
究

を
進

め
る

。

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

中
心

と
な

っ
て

日
本

学
術

会
議

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
分

科
会

の
活

動
を

進
め

て
い

る
。

覚
醒

剤
依

存
症

治
療

薬
の

開
発

や
ギ

ャ
ン

ブ
ル

障
害

の
動

物
モ

デ
ル

が
作

出
さ

れ
る

計
画

で
あ

る
。

②
鎮

痛
研

究

・
テ

ー
ラ

ー
メ

イ
ド

疼
痛

治
療

を
開

始
し

て
い

る
の

で
、

今
後

は
そ

の
改

良
や

拡

大
が

期
待

で
き

る
。

引
き

続
き

関
連

遺
伝

子
多

型
を

見
出

す
計

画
で

あ
る

。

③
関

連
精

神
神

経
疾

患
研

究

・
う

つ
病

や
統

合
失

調
症

、
ま

た
A

D
H

D
、

A
SD

な
ど

の
発

達
障

害
の

病
態

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

を
進

め
、

新
規

治
療

法
お

よ
び

予
防

法
の

提
案

を
目

指
す

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
 

（
5年

間
）

 

(2
)

研
究

者
名

池
田

和
隆

、
井

手
聡

一
郎

、
笠

井
慎

也
、
藤
田
雅
代
、
西

澤
大

輔
、

大
岡
静

衣
、
古
田
島
浩
子
、
萩
野

洋
子
、
森

屋

由
紀
、
青

木
謙

典
、

天
野

功
二

郎
、

柏
井
洋
文
、
大
谷
保
和
、
長
谷
川
準
子
、

亀
ヶ

谷
悦

子
、

中
山

京
子

、
江

畑
裕

子
、

松
島

由
紀

子
、

田
中

美
歩

、
高

橋
香
央
里
、
池
窪
結
子
、
塚
本
正
太
郎
、

井
上
理
恵
、
小
崎
芳
彦
、
落

合
郁

紀
子

、
添

田
 
萌

、
義

那
有

彩
、

堀
 
安

菜

、
加
藤

喜
久

、
岩

下
(
名

古
)
由

佳
、

松
山

尚
樺

、
山

岸
愛

実
、

森
井

雅
子

、
山

口
保

晴
、

興
津

雅
人

、
鄒

 
汝

瑩
、

丸
山

龍
之

介
、

新
井

田
惇

、
姜

裕
奈

、
相

田
莉

奈
、

森
本

梨
々

花
、

L
e
a
 
B
a
u
m
a
n
n
、

梅
村

二
葉

、
大

河

内
利

奈
、

林
真

由
子

、
村

岡
 
渡

、

佐
藤
敦
志
、
岩
田
 
健
、
原
口
彩
子
、

平
沼

彩
子

、
吉
田
香
織
、
中
本
百
合
江

、
森
野
良
蔵
、
宇
野
恭
介
、
楠
井
優
香

、
宮
西
 肇

、
泉

尾
直

孝
、

浅
野

昴
志

、
藤

井
拓

磨
、

佐
々

木
一

益
、

堀
岡

希
衣

、
緒

方
元

気
、

山
本
健
一
、
内

野
茂
夫
、
小
林
 
徹
、
吉
井
光
信
、
曽

良
一
郎
、
岩
橋
和
彦
、
林
田
眞
和
、
樋

口
 進

、
福
田
謙
一
、
妹

尾
栄

一
、

梅

野
 
充

、
池

田
朋

広
、

大
井

一
高

、

廣
中

直
行

、
松

下
幸

生
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
・

デ
ン

グ
熱

及
び

肝
疾

患
に

対
す

る
予

防
と

治
療

／
感

染
制

御
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
安

井
文

彦
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

効
果

的
な

予
防

法
や

治
療

法
が

開
発

さ
れ

て
い

な
い

難
治

性
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
、

医
療

体
制

が
整

備
さ

れ
て

い
る

先
進

諸
国

に
お

い
て

も
甚

大
な

被

害
を

も
た

ら
す

。
本

研
究

課
題

で
は

、
C

O
V

ID
-1

9、
デ

ン
グ

熱
、

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

、
急

性
肝

疾
患

（
A
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

及
び

慢
性

肝
疾

患
（

B
型

・
C
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

非
ア

ル
コ

ー
ル

性
脂

肪

肝
炎

）
の

発
症

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

し
、

安
全

か
つ

有
効

な
治

療
及

び
予

防

法
の

確
立

を
目

指
す

。

論論
文文

掲掲
載載

誌誌
・・

発発
表表

学学
会会

名名
等等

論論
文文

：：
1)

 H
os

sa
in

 K
A

, e
t a

l. 
V

ir
us

 R
es

. 2
02

3;
33

9,
 2

) S
hi

ra
is

hi
 K

, e
t a

l. 
V

ac
ci

ne
s (

B
as

el
). 

20
23

; 1
1(

9)
, 3

) S
an

ad
a 

T,
 e

t a
l. 

V
ac

ci
ne

. 2
02

3;
 4

1(
43

), 
4)

Y
am

aj
i K

, e
t a

l. 
B

io
m

ed
 P

ha
rm

ac
ot

he
r.

 2
02

3;
 1

66
, 5

) T
oy

am
a 

S,
F

ro
nt

 I
m

m
un

ol
. 2

02
3;

14
 6

) M
at

su
m

ot
o 

M
, e

t a
l. 

N
uc

le
ic

 A
ci

ds
 R

es
.

20
23

; 5
1(

9)
, 7

) I
w

ab
uc

hi
 S

, e
t a

l. 
F

ro
nt

 I
m

m
un

ol
. 2

02
3;

14
, 8

) U
ch

id
a 

T,
et

 a
l. 

H
ep

at
ol

og
y.

 2
02

3 
78

(3
)

学学
会会

：：
1)

 外
山

咲
紀

子
ら

 第
11

2回
日

本
病

理
学

会
総

会
 2

02
3,

 2
) 
真

田
 

崇
弘

ら
  

第
70

回
日

本
ウ

イ
ル

ス
学

会
学

術
集

会
 2

02
3,

 3
) 
本

田
智

子
ら

 第
27

回
日

本
ワ

ク
チ

ン
学

会
  

20
23

, 4
) 
山

根
大

典
 第

96
回

日
本

生
化

学
会

大

会
 2

02
3,

 5
) K

oh
ar

a 
M

, e
t a

l. 
 W

SV
 2

02
3

C
O

V
ID

-1
9：：

C
O

V
ID

-1
9は

今
後

も
持

続
し

て
い

く
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

現
行

ワ
ク

チ
ン

よ
り

も
副

反
応

が
少

な
く

、
幼

児
か

ら
老

人
ま

で
が

安
心

し

て
接

種
で

き
、

か
つ

効
果

が
よ

り
長

期
間

持
続

性
す

る
ワ

ク
チ

ン
の

開
発

を

目
指

し
、

高
度

弱
毒

化
ワ

ク
シ

ニ
ア

ウ
イ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

ワ
ク

チ
ン

を
産

学

連
携

体
制

で
開

発
し

て
い

る
。

慢慢
性性

肝肝
疾疾

患患
：：

治
療

薬
の

開
発

が
急

務
で

あ

る
肝

硬
変

に
対

し
て

、
線

維
化

抑
制

、
線

維
分

解
、

な
ら

び
に

肝
細

胞
機

能

回
復

を
示

す
新

規
治

療
薬

の
臨

床
応

用
に

向
け

て
、

医
師

主
導

治
験

の
実

施

と
共

に
、

薬
剤

の
作

用
機

序
解

析
、

非
侵

襲
性

の
治

療
評

価
マ

ー
カ

ー
の

探

索
を

進
め

て
い

る
。

デデ
ンン

ググ
熱熱

：：
現

在
認

可
さ

れ
て

い
る

デ
ン

グ
熱

ワ
ク

チ

ン
で

問
題

と
な

っ
て

い
る

抗
体

依
存

性
感

染
増

強
効

果
（

A
D

E）
を

示
さ

な

い
、

細
胞

性
免

疫
誘

導
を

主
体

と
し

た
新

規
ワ

ク
チ

ン
の

開
発

を
複

数
の

研

究
機

関
と

共
に

進
め

て
い

る
。

（
１

）
成

果
の

概
要

①①
C

O
V

ID
-1

9
・

高
度

弱
毒

化
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シ

ニ
ア
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イ

ル
ス

D
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を
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ク
タ

ー
と
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Sタ
ン

パ
ク

質
発

現
ワ

ク
チ

ン
（

rD
Is

-S
）

が
オ

ミ
ク

ロ
ン

変
異

株
各

種
に

対
し

て
予

防
効

果
を

示
す

こ
と

を
マ

ウ
ス

モ
デ

ル
で

確
認

し
た

。
更

に
、

そ
の

予
防

効
果

は
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

2年
以

上
持

続
す

る
こ

と
が

判
明

し
、

現
行

ワ
ク

チ
ン

で
問

題
と

な
っ

て
い

る
免

疫
応

答
の

低
下

を
克

服
で

き
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。
・

本
研

究
所

、
及

び
東

京
都

内
の

医
療

関
係

者
の

抗
S抗

体
価

と
中

和
抗

体
価

の
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
ワ

ク
チ

ン
接

種
後

に
経

時
減

衰
し

て
い

く
抗

体
価

の
推

移
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。

ワ
ク

チ
ン

2回
目

接
種

者
は

接
種

後
70

0日
以

降
で
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半

数
の

中
和

抗
体
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が

陰
性
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す
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が

、
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齢
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齢
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追
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築
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さ
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in
/C

B
Pシ

グ
ナ

ル
阻

害
剤

PR
I-

72
4の

第
I/ 

II
a試

験
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し
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し

て
い

く
抗

体
価

の
推

移
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。

ワ
ク

チ
ン

2回
目

接
種

者
は

接
種

後
70

0日
以

降
で

は
半

数
の

中
和

抗
体

価
が

陰
性

化
す

る
が

、
3回

以
上

接
種

し
た

場
合

に
は

3年
経

過
し

て
も

95
%
以

上
の

接
種

者
が

中
和

抗
体

陽
性

を
維

持
で

き
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
た

。
更

に
、

3回
目

以
降

の
ワ

ク
チ

ン
接

種
で

は
、

抗
体

価
の

年
齢

群
間

の
差

異
も

み
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

高
齢

者
群

へ
の

3回
目

以
降

の
追

加
接

種
が

特
に

有
効

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

以
上

、
抗

体
価

の
推

移
モ

デ
ル

の
構

築
は

、
「

集
団

と
し

て
の

ば
ら

つ
き

」
と

「
個

人
の

抗
体

価
の

持
続

期
間

」
の

予
測

に
有

用
で

あ
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

（
論

文
作

成
中

）
。

② ②
肝肝

炎炎
・

肝
硬

変
患

者
を

対
象

に
実

施
さ

れ
た

W
nt

/β
-c

at
en

in
/C

B
Pシ

グ
ナ

ル
阻

害
剤

PR
I-

72
4の

第
I/ 

II
a試

験
で

安
全

性
と

有
効

性
が

確
認

さ
れ

た
結

果
、

「
企

業
治

験
」

と
し

て
次

相
へ

進
む

こ
と

が
決

定
さ

れ
、

今
年

度
か

ら
B
型

及
び

C
型

肝
硬

変
患

者

に
加

え
て

、
患

者
数

が
急

増
し

て
い

る
非

ア
ル

コ
ー

ル
性

脂
肪

肝
炎

（
N

A
SH

）

患
者

を
含

め
た

第
II
相

試
験

が
開

始
さ

れ
た

。
基

礎
研

究
で

は
、

PR
I-

72
4に

よ
る

N
A

SH
肝

線
維

化
モ

デ
ル

マ
ウ

ス
で

の
治

療
効

果
を

解
析

し
た

結
果

、
コ

ラ
ー

ゲ

ン
産

生
の

抑
制

と
線

維
分

解
系

M
M

P 
(M

M
P-

8,
 M

M
P-

9)
の

誘
導

を
介

し
て

N
A

SH
に

起
因

す
る

肝
線

維
が

有
意

に
減

弱
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
、

M
M

P-
9

産
生

細
胞

と
し

て
非

炎
症

性
の

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
で

あ
る

卵
黄

嚢
由

来
の

ク
ッ

パ

ー
細

胞
を

同
定

し
た

 (
B

io
m

ed
. P

ha
rm

ac
ot

he
r. 

20
23

)。
③③

デデ
ンン

ググ
熱熱

・
新新

規規
デデ

ンン
ググ

熱熱
ワワ

クク
チチ

ンン
のの

開開
発発

：：
 T

細
胞

誘
導

型
ワ

ク
チ

ン
と

し
て

作
出

し

た
D

Is
-N

25
-G

N
D
は

、
承

認
ワ

ク
チ

ン
で

あ
る

D
en

gv
ax

ia
®
と

同
等

の
ウ

イ
ル

ス

排
除

と
発

症
予

防
効

果
を

示
す

こ
と

が
マ

ウ
ス

モ
デ

ル
で

判
明

し
た

。

（
２

）
今

後
の

見
込

み
・

計
画

等

・
今

後
発

生
す

る
か

も
知

れ
な

い
あ

ら
た

な
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
対

し
て

も
広

域

交
差

防
御

効
果

を
示

す
ワ

ク
チ

ン
の

開
発

も
視

野
に

入
れ

、
研

究
を

進
め

る
。

・
肝

線
維

症
治

療
薬

候
補

PR
I-

72
4が

示
す

作
用

の
よ

り
詳

細
な

機
序

の
解

明
を

目

指
す

。
H

B
V
治

療
薬

候
補

の
作

用
機

序
を

詳
細

に
解

析
す

る
。

・
霊

長
類

モ
デ

ル
で

の
新

規
デ

ン
グ

ワ
ク

チ
ン

の
防

御
効

果
の

検
証

を
目

指
す

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

安
井

文
彦

小
原

道
法

棟
方

 
翼

山
根

大
典

山
地

賢
三

郎

山
本

直
樹

徳
永

優
子

真
田

崇
弘

松
本

祐
介

本
田

智
子

河
野

り
さ

高
木

朝
子

比
嘉

雅
彦

外
山

咲
紀

子

古
関

文

- 19 -



－ 20 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

ウ
イ
ル
ス

複
製
機

構
の
解

明
と
ワ
ク
チ

ン
の
開

発
／

ウ
イ

ル
ス

感
染

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

小
池

 
智

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

エ
ン

テ
ロ

ウ
イ

ル
ス

71
(E

V
71

)、
コ

ク
サ

ッ
キ

ー
ウ

イ
ル

ス

A
6(

C
V

A
6)
な

ど
な

ど
急

性
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

複
製

機
構

、
病

原
性

発
現

機
構

を
調

べ
る

。
そ

の
知

見
を

元
に

感
染

動
物

モ
デ

ル
系

な
ど

を
確

立
し

有
効

な
ワ

ク
チ

ン
を

開
発

す
る

こ
と

を
目

標
と

す

る
。

(2
)

論
文
掲
載

誌
・
発

表
学
会

名
等

小
林

郷
介

，
野

村
奈

美
子

，
西

澤
朋

葉
，

C
hu

 T
ha

n 
So

n，
市

村
宏

，
小

池
智

「
EV

71
重

症
化

因
子

に
よ

る
神

経
特

異
的

翻

訳
活

性
」

第第
70

回回
日日

本本
ウウ

イイ
ルル

スス
学学

会会
学学

術術
集集

会会
  

20
23

年

9
月

26
 –

 2
8
日

，
仙

台
市

，
宮

崎
県

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

EV
71

レ
セ

プ
タ

ー
遺

伝
子

単
離

は
世

界
で

我
々

が
は

じ
め

に
成

功
し

た
。

今
年

度
は

動
物

モ
デ

ル
を

用
い

た
ウ

イ
ル

ス
の

毒
力

の

評
価

に
関

す
る

研
究

が
進

展
し

た
。

国
内

外
で

こ
の

よ
う

な
実

験

系
を

持
っ

て
い

る
グ

ル
ー

プ
は

な
い

。
EV

71
ワ

ク
チ

ン
の

開
発

は

中
国

で
実

用
化

さ
れ

た
が

、
生

産
量

な
ど

の
問

題
が

あ
る

た
め

、

今
後

さ
ら

な
る

改
良

が
な

さ
れ

た
ワ

ク
チ

ン
が

必
要

と
さ

れ
て

い

る
。

こ
の

ウ
イ

ル
ス

の
病

原
性

を
決

定
し

て
い

る
変

異
の

研
究

に

お
い

て
も

世
界

を
リ

ー
ド

し
て

い
る

。

(1
)

成
果

の
概
要

・
日

本
国

内
で

分
離

さ
れ

た
EV

71
株

、
ベ

ト
ナ

ム
で

分
離

さ
れ

た

EV
71

株
を

SC
A

RB
2 

tg
マ
ウ
ス
に
接
種
す
る

こ
と
に
よ
り
毒
力
を
評

価
し

EV
71

強
毒

株
と

弱
毒

株
の

キ
メ

ラ
ウ

イ
ル

ス
を

作
製

し
て

毒

力
に

影
響

を
与

え
る

部
位

が
5’

-U
TR

に
あ

る
こ

と
を

同
定

し
、

そ

の
中

で
も

特
に

2塩
基

の
変

異
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

突
き

止
め

た
。

・
さ
ら
に
ウ
イ
ル
ス
の
粒
子
を
形
成
す

る
カ
プ
シ
ド
タ
ン
パ
ク
の
変
異

に
よ

っ
て

も
毒

力
が

変
化

す
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

す
な

わ
ち

su
bg

en
og

ro
up

 C
4株

は
B

5株
よ

り
も

強
毒

性
で

あ
る

傾
向

が
あ

る
。

・
近

年
重

症
例

を
伴

う
大

規
模

な
EV

71
の

流
行

が
あ

っ
た

ベ
ト

ナ

ム
、
中
国
な
ど
の
株
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
上
記
強
毒
型
株
が
流
行
し

て
い

た
こ

と
を

見
出

し
た

。
す

な
わ
ち

、
5’

U
TR

と
カ
プ
シ

ド
タ
ン

パ
ク

こ
の

ウ
イ

ル
ス

の
毒

力
を

決
定

す
る

最
も

重
要

な
部

位
で

あ

り
、
こ
の
部
位
の
変
異
と
重
症
化
に

は
深
い
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
5’

U
TR

に
同

定
さ

れ
た

強
毒

・
弱

毒
性

を
変

化
さ

せ
る

変
異

が
ど

の
よ

う
な

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

基
づ

い
て

変
化

す
る

か
、

そ
の

メ
カ

ニ

ズ
ム

を
探

索
す

る
。

特
に

神
経

系
特

異
的

に
増

殖
を

す
る

た
め

の

宿
主

因
子

の
同

定
が

重
要

で
あ

る
。

・
カ

プ
シ

ド
領

域
の

変
異

に
よ

る
強

毒
化

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

明
す

る
。

・
別
の
新
た
な
枠
組
み
で
ワ
ク
チ
ン
開
発
を
目
指
す
。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

24
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

小
池

 
智

小
林

郷
介

- 20 -
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な
研
究

成
果
 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

網
膜

・
視

神
経

の
保

護
と

再
生

に
よ

る
視

覚
障

害
の

治
療

法
の

開
発

／
視

覚
病

態
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：

原
田

高
幸

）

研
 

 
究

 
 
内

 
 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
研
究
期
間
・研

究
者
名
等

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

(1
)

概
要

日
本

に
お

け
る

中
途

失
明

原
因

の
多

く
は

網
膜

お
よ

び
視

神
経

の
変

性

疾
患

で
あ

る
。

ま
た

近
年

で
は

、
高

齢
化

社
会

を
背

景
に

「
眼

の
成

人

病
」

と
も

い
え

る
緑

内
障

な
ど

の
患

者
数

増
加

が
大

き
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

高
齢

化
を

迎
え

る
日

本
社

会
全

体
の

Q
O

L
向

上
と

、
都

民
の

ニ
ー

ズ
に

広
く

応
え

る
た

め
に

、
難

治
性

眼
疾

患
モ

デ

ル
の

開
発

を
通

し
て

、
そ

の
発

症
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
治

療
法

の
開

発
を

目
指

す
。

特
に

遺
伝

子
治

療
な

ど
の

手
法

に
よ

っ
て

、
網

膜
・

視
神

経
の

保
護

や
再

生
を

促
進

し
、

緑
内

障
等

の
進

行
抑

制
に

加
え

て
、

一
旦

失
わ

れ
た

視
機
能
を

個
体
レ

ベ
ル

で
回

復
さ

せ
る

こ
と

を
目

標
と
す

る
。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・
発

表
学

会
名

等

・
 N

am
ek

at
a 

K
 e

t a
l. 

Jo
ur

na
l o

f P
ha

rm
ac

ol
og

ic
al

 S
ci

en
ce

s, 
20

24
・

 S
hi

no
za

ki
 Y

 e
t a

l. 
F

ro
nt

ie
rs

 in
 O

ph
th

al
m

ol
og

y,
 2

02
4

・
 N

am
ek

at
a 

K
 e

t a
l. 

C
el

l D
ea

th
 D

is
co

ve
ry

, 2
02

3
・

 N
is

hi
jim

a 
E,

 H
on

da
 S

, K
ita

m
ur

a 
Y

 e
t a

l. 
M

ol
ec

ul
ar

 T
he

ra
py

, 2
02

3
・

 K
iy

ot
a 

N
 e

t a
l. 

N
eu

ro
sc

ie
nc

e 
Le

tte
rs

, 2
02

3
・

 原
田
高
幸

. 
第

97
回

日
本

薬
理

学
会

 シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

, 2
02

3.
12

.1
5.

・
 行

方
和
彦
.
 
第

97
回

日
本

薬
理

学
会

 シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
, 2

02
3.

12
.1

5.
・

 原
田
高
幸

. 
第

96
回

日
本

生
化

学
会

 シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

, 2
02

3.
11

.1
.

・
 行

方
和
彦
.
 
第

96
回

日
本

生
化

学
会

 シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
, 2

02
3.

10
.3

1.
・

 篠
崎
陽
一
.
 
第

34
回

日
本

緑
内

障
学

会
 シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

, 2
02

3.
9.

8.
・

 西
島
義
道
.
 
第

34
回

日
本

緑
内

障
学

会
 シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

, 2
02

3.
9.

8.
・

 西
島
義
道
.
 
第

22
回

日
本

再
生

医
療

学
会

 受
賞
記

念
講
演

, 2
02

3.
3.

24
.

・
 G

uo
 X

, K
im

ur
a 

A
, N

am
ek

at
a 

K
 e

t a
l. 

PN
A

S,
 2

02
2

・
 S

hi
no

za
ki

 Y
 e

t a
l. 

Sc
ie

nc
e 

A
dv

an
ce

s, 
20

22
・

 K
im

ur
a 

A
 e

t a
l. 

N
eu

ro
sc

ie
nc

e 
M

ee
tin

g,
 2

02
1.

11
.9

.

(3
)

国
内
外
の

研
究

状
況

マ
ウ

ス
お

よ
び

マ
ー

モ
セ

ッ
ト

（
霊

長
類

）
に

お
け

る
正

常
眼

圧
緑

内

障
モ
デ
ル

の
確
立

は
当

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
世

界
初
の

成
果

で
あ
る
。

 

遺
伝

子
治

療
や

幹
細

胞
移

植
等

に
よ

っ
て

緑
内

障
の

予
防

や
視

神
経

再

生
を
誘
導

す
る
方

法
は

、
世

界
的

に
も

全
く

知
ら

れ
て
い

な
い

。
 

(1
)

成
果

の
概

要

1.
視
神
経
再

生
促
進

剤
の
発

見
（

C
el

l D
ea

th
 D

is
co

ve
ry

, 2
02

3）
D

O
C

K
3

は
視
神

経
軸

索
の
再

生
を

促
進

す
る

こ
と
か

ら
（

N
am

ek
at

a 
et

 a
l.

PN
A

S,
 2

01
0;

 J
 N

eu
ro

sc
i, 

20
12

）
、

今
回

は
40

万
以

上
の

化
合

物
か

ら

D
O

C
K

3
を

活
性
化

す
る
化

合
物
の
ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

2
つ

の
化

合
物

に
お

い
て

有
意

な
視

神
経

軸
索

の
再

生
効

果
を

認
め

、
神

経
変

性

疾
患
の
治

療
に
活

用
で
き

る
可

能
性
が

示
さ

れ
た

。

2.
遺
伝
子
治

療
に
よ

る
視
神

経
再

生
（

M
ol

ec
ul

ar
 T

he
ra

py
, 2

02
3）

神
経
栄
養

因
子
受

容
体
で

あ
る

Tr
kB

の
細

胞
内

領
域

を
切

り
出

し
、

人
工

的

に
細
胞
膜

に
結
合

さ
せ
る

こ
と

に
よ
っ

て
、

常
に

活
性

型
と

な
る

改
変

型
Tr

kB
分

子
を

開
発

し
た

。
同

分
子

を
組

み
込

ん
だ

遺
伝

子
治

療
ベ

ク
タ

ー
を

眼
球

内

に
投

与
す

る
と

、
緑

内
障

モ
デ

ル
に

お
い

て
進

行
が

抑
制

さ
れ

た
。

視
神

経
損

傷
モ

デ
ル

に
お

い
て

は
、

多
く

の
再

生
線

維
が

視
交

叉
ま

で
到

達
し

、
視

機
能

が
部
分
的

に
回
復

し
た
。

以
上

か
ら
改

変
型

Tr
kB

を
用

い
た

遺
伝

子
治

療
が

、

緑
内
障
の

進
行
抑

制
や
視

機
能

回
復
に

寄
与

す
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。

3.
視
神
経
炎

に
お
け

る
A

SK
1
の

機
能

解
明

（
PN

A
S,

 2
02

2）
神
経
炎
症

に
関
与

す
る

A
SK

1
に
つ
い

て
、

細
胞

種
特

異
的

欠
損

マ
ウ

ス
を

作
製
し
た

結
果
、

A
SK

1
は

m
ic
ro
gl
ia
−a
st
ro
cy
te

間
の

相
互

作
用

を
病

期
特

異

的
に
制
御

す
る
た

め
、
有

用
な

治
療
標
的

と
な

り
得

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。

4.
グ
リ
ア
を

起
点
と

し
た
緑

内
障

発
症
機

構
（

Sc
ie

nc
e 

A
dv

an
ce

s, 
20

22
）

緑
内

障
リ

ス
ク

遺
伝

子
の

１
つ

で
あ

る
A

B
C

A
1

は
ア

ス
ト

ロ
サ

イ
ト

に
高

発
現

す
る

こ
と

を
発

見
し

た
。

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
特

異
的

A
B

C
A

1
欠

損
マ

ウ

ス
を

作
製

す
る

と
、

正
常

眼
圧

緑
内

障
の

症
状

を
呈

し
、

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
が

緑
内
障
に

お
け
る

新
た
な

治
療

標
的
と

な
る

可
能

性
が

示
さ

れ
た

。

(2
)

今
後
の
見

込
み
・

計
画
等

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

改
変

型
神

経
栄

養
因

子
受

容
体

を
用

い
た

新
た

な

遺
伝

子
治

療
ベ

ク
タ

ー
を

開
発

し
、

特
許

申
請

を
終

え
て

い
る

。
同

ベ
ク

タ
ー

で
は

強
力

な
神

経
保

護
効

果
と

視
神

経
再

生
効

果
を

得
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
臨

床
応
用
に

向
け
た

検
討
を

進
め

る
計
画
で

あ
る

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5
年

間
）

(2
)

研
究

者
名

原
田

高
幸

行
方

和
彦

篠
崎

陽
一

郭
 

暁
麗

木
村

敦
子

野
呂

隆
彦

西
島

義
道

外
園

晶
子

（
東

京
慈

恵
会

医
科

大

学
眼

科
）

本
田

紗
里

（
順

天
堂

大
学

眼
科

）

北
村

裕
太

（
千

葉
大

学
眼

科
）

清
田

直
樹

（
東

北
大

学
眼

科
）

セ
グ

ラ
カ

オ
リ

（
東

邦
大

学
理

学
部

）

原
田

知
加

子

客
員

研
究

員

大
橋

 
勉
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－ 22 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

糖
尿

病
に

伴
う

神
経

変
性

の
機

構
解

明
と

治
療

戦
略

／
糖

尿
病

性
神

経
障

害
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
三

五
一

憲
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

・
 解

糖
系

側
副

路
代

謝
亢

進
、

糖
化

、
酸

化
ス

ト
レ

ス
、

R
ho

/R
ho

ki
na

se
亢

進
等

を
介

し
た

糖
尿

病
性

末
梢

神
経

障
害

の
発

症
機

構
解

明
、

有
効

な
治

療
法

の
確

立

・
 G
LP

−1
受

容
体

作
動

薬
ex

en
di

n-
4や

、
て

ん
か

ん
・

パ
ー

キ
ン

ソ

ン
病

治
療

薬
zo

ni
sa

m
id

eの
末

梢
神

経
保

護
作

用
の

機
構

解
明

・
 シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

エ
を

用
い

た
、

過
栄

養
や

糖
尿

病
に

よ
る

神
経

変
性

機
構

解
明

・
 関

連
す

る
末

梢
神

経
障

害
や

認
知

症
の

病
態

解
明

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
 iS

ci
en

ce
 (2

02
4,

 2
02

3)
・

 E
xp

er
im

en
ta

l N
eu

ro
lo

gy
 (2

02
3)

・
 JC

I I
ns

ig
ht

 (2
02

2)
・

 In
te

rn
at

io
na

l J
ou

rn
al

 o
f M

ol
ec

ul
ar

 S
ci

en
ce

s 
(2

02
2,

 2
02

1)
・

 Sc
ie

nt
ifi

c 
Re

po
rt

s (
20

21
)

・
 Jo

ur
na

l o
f N

eu
ro

ch
em

is
tr

y 
(2

02
1)

・
 B

ra
in

 C
om

m
un

ic
at

io
ns

 (2
02

0)
・

 第
32

回
日

本
病

態
生

理
学

会
大

会
主

催
 (

20
23

)
・

 日
本

糖
尿

病
学

会
、

日
本

糖
尿

病
合

併
症

学
会

、
糖

尿
病

学
の

進

歩
、

日
本

糖
尿

病
・

肥
満

動
物

学
会

・
 日

本
神

経
科

学
学

会
、

日
本

神
経

学
会

、
日

本
末

梢
神

経
学

会

・
 日

本
生

理
学

会
、

日
本

生
化

学
会

、
日

本
分

子
生

物
学

会

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

糖
尿

病
に

伴
う

末
梢

神
経

障
害

や
認

知
症

の
基

礎
研

究
に

従
事

す
る

研
究

者
・

医
師

が
少

な
い

状
況

の
中

で
、

当
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

主
要

研

究
拠

点
の

一
つ

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

。
弘

前
大

、
愛

知
学

院
大

、

慈
恵

医
大

、
川

崎
医

大
、

東
京

薬
科

大
、

杏
林

大
、

新
潟

大
（

末
梢

神

経
障

害
）

、
阪

大
、

芝
浦

工
大

（
認

知
症

）
等

と
の

共
同

研
究

を
推

進

し
、

そ
の

成
果

を
都

政
に

還
元

す
る

と
と

も
に

国
内

外
に

向
け

て
広

く

発
信

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
い

る
。

(1
)

成
果

の
概

要

・
 高

糖
質

食
飼

育
シ

ョ
ウ

ジ
ョ

ウ
バ

エ
は

高
血

糖
・

イ
ン

ス
リ

ン
抵

抗
性

と
と

も
に

、
侵

害
性

熱
逃

避
行

動
の

低
下

や
脚

部
感

覚
神

経
の

萎
縮

が

見
ら

れ
た

。
グ

リ
ア

細
胞

に
お

け
る

蛋
白

質
恒

常
性

の
異

常
が

、
神

経

障
害

の
発

症
に

関
与

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
 

(iS
ci

en
ce

 2
02

3)
。

・
 皮

質
脊

髄
路

障
害

を
呈

す
る

1型
糖

尿
病

モ
デ

ル
ラ

ッ
ト

に
ス

キ
ル

運
動

を
実

施
す

る
と

、
赤

核
脊

髄
路

が
皮

質
脊

髄
路

の
機

能
を

代
償

し
、

運

動
機

能
が

回
復

す
る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
 

(E
xp

 N
eu

ro
l 2

02
3)
。

・
 糖

尿
病

マ
ウ

ス
体

内
で

増
加

し
た

最
終

糖
化

産
物

A
G

Es
が

マ
ク

ロ
フ

ァ

ー
ジ

の
受

容
体

R
A

G
Eに

結
合

し
て

炎
症

誘
導

性
形

質
M

1と
な

り
、

末

梢
神

経
の

イ
ン

ス
リ

ン
シ

グ
ナ

ル
や

逆
行

性
軸

索
輸

送
を

障
害

し
細

胞

体
の

変
性

を
誘

導
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

 (
JC

I I
ns

ig
ht

 2
02

2)
。

・
 後

根
神

経
節

 (
D

R
G

)ニ
ュ

ー
ロ

ン
や

シ
ュ

ワ
ン

細
胞

を
高

グ
ル

コ
ー

ス

・
外

因
性

ピ
ル

ビ
ン

酸
欠

失
環

境
下

に
暴

露
す

る
と

、
解

糖
系

－
TC

A
回

路
を

介
し

た
A

TP
産

生
が

著
し

く
阻

害
さ

れ
、

解
糖

系
側

副
路

代
謝

や
酸

化
ス

ト
レ

ス
が

亢
進

し
、

短
時

間
で

顕
著

な
細

胞
死

が
誘

導
さ

れ

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

（
Sc

i R
ep

 2
02

1）
。

 
・

 ex
en

di
n-

4は
そ

の
膵

作
用

（
イ

ン
ス

リ
ン

分
泌

促
進

）
に

加
え

、
D

R
G

ニ
ュ

ー
ロ

ン
や

シ
ュ

ワ
ン

細
胞

に
直

接
作

用
し

、
PI

3 
ki

na
se
経

路
を

介

し
て

神
経

突
起

伸
長

、
シ

ュ
ワ

ン
細

胞
遊

走
、

髄
鞘

形
成

を
促

進
す

る

こ
と

を
明

ら
か

に
し

た
 

(I
nt

 J
 M

ol
 S

ci
 2

02
1)
。

 
・

 高
血

糖
下

で
グ

ル
コ

サ
ミ

ン
が

末
梢

神
経

に
蓄

積
し

、
イ

ン
ス

リ
ン

シ

グ
ナ

ル
の

抑
制

や
A

TP
産

生
の

阻
害

を
介

し
て

末
梢

神
経

障
害

の
発

症

に
関

与
す

る
こ

と
を

明
ら

か
に

し
た

 (
Br

ai
n 

C
om

m
un

 2
02

0)
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

ラ
ッ

ト
、

マ
ウ

ス
、

シ
ョ

ウ
ジ

ョ
ウ

バ
エ

の
各

糖
尿

病
モ

デ
ル

で
み

ら

れ
た

病
態

が
、

ヒ
ト

に
も

適
用

で
き

る
か

を
検

討
す

る
。

糖
尿

病
性

末
梢

神
経

障
害

や
認

知
症

に
関

す
る

包
括

的
解

析
を

進
め

、
成

因
に

基
づ

く
治

療
薬

の
開

発
に

貢
献

す
る

。
ま

た
他

施
設

と
の

共
同

研
究

を
進

め
、

遺
伝

性
、

薬
剤

性
、

免
疫

介
在

性
末

梢
神

経
障

害
の

病
態

解
明

に
貢

献
す

る
。

 

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

三
五

一
憲

（
医

学
研

）

鈴
木

マ
リ

（
医

学
研

）

八
子

英
司

（
医

学
研

）

加
藤

宏
一

（
愛

知
学

院
大

）

村
上

龍
文

（
川

崎
医

大
）

山
内

淳
司

（
東

京
薬

科
大

）

村
松

憲
（

杏
林

大
）
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－ 23 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

iP
S細

胞
技

術
と

ゲ
ノ

ム
編

集
技

術
の

融
合

に
よ

る
遺

伝
性

疾
患

の
治

療
法

の
開

発
 

／
再

生
医

療
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

：
宮

岡
佑

一
郎

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

究
期

間
・

研
究

者
名

等
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

(1
)

概
要

iP
S細

胞
に

は
様

々
な

医
療

応
用

が
期

待
さ

れ
、

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

の
発

展
に

よ
り

、
iP

S細
胞

の
遺

伝
情

報
改

変
が

可
能

と
な

り
つ

つ
あ

り
、

応
用

の
可

能
性

は
大

き
く

広
が

っ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
iP

S細
胞

の
ゲ

ノ
ム

編
集

を
、

治
療

効
果

を
高

め
た

細
胞

を
用

い
た

移
植

治
療

、
遺

伝
的

背
景

が
同

一
な

疾
患

モ
デ

ル
な

ど
、

幅
広

い
iP

S細
胞

の
医

療
応

用
に

つ
な

げ
る

。
逆

に
、

ヒ
ト

の
ゲ

ノ
ム

D
N

A
を

有
し

、
あ

ら
ゆ

る
細

胞
種

に
分

化
で

き
る

iP
S

細
胞

を
評

価
系

と
し

て
、

医
療

へ
応

用
可

能
な

、
正

確
で

高
効

率
な

ゲ
ノ

ム
編

集
技

術
の

開
発

を
行

う
。

こ
れ

ら
の

研
究

を
通

し
て

、
遺

伝
性

疾
患

の
新

た
な

治
療

法
の

開
発

を
目

的
と

す
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

原
著

論
文

 
*同

等
貢

献
・

 *T
ak

ah
as

hi
 G

, 
*M

iy
ao

ka
 Y

. 
La

rg
e-

sc
al

e 
si

ng
le

-c
el

l 
cl

on
in

g 
of

ge
no

m
e-

ed
ite

d 
cu

ltu
re

d 
hu

m
an

 c
el

ls
 b

y 
O

n-
ch

ip
 S

Pi
S.

 S
TA

R
Pr

ot
oc

ol
s 4

:1
02

36
4.

 2
02

3
・

 N
ak

aj
im

a 
I, 

et
 a

l. 
In

 V
iv

o 
D

el
iv

er
y 

of
 T

he
ra

pe
ut

ic
 M

ol
ec

ul
es

 b
y

Tr
an

sp
la

nt
at

io
n 

of
 G

en
om

e-
Ed

ite
d 

In
du

ce
d 

Pl
ur

ip
ot

en
t 

St
em

C
el

ls
. C

el
l T

ra
ns

pl
an

ta
tio

n 
32

:9
63

68
97

23
11

73
73

4.
 2

02
3

発
表

学
会

・
 第

46
回
日
本
分

子
生

物
学

会
年

会

・
 第

23
回
日
本
再

生
医

療
学

会
総

会

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

国
内

外
で

、
iP

S細
胞

と
ゲ

ノ
ム

編
集

を
組

み
合

わ
せ

た
研

究
は

盛

ん
に

進
め

ら
れ

て
お

り
、

基
礎

研
究

や
技

術
開

発
に

加
え

、
臨

床
応

用

に
向

け
た

取
組

み
も

進
ん

で
い

る
。

特
に

米
英

で
は

、
鎌

状
赤

血
球

症

と
βサ

ラ
セ

ミ
ア

の
治

療
法

と
し

て
、

ゲ
ノ

ム
編

集
が

初
め

て
承

認
さ

れ
、

臨
床

応
用

が
加

速
し

て
い

る
。

(1
)

成
果

の
概

要

・
C

as
12

aの
du

al
 c

le
av

ag
eに

よ
る

相
補

的
な

末
端

配
列

同
士

の
結

合
を

介
し

た
正

確
な

欠
失

導
入

を
目

指
し

、
末

端
を

ラ
ン

ダ
ム

な
配

列
に

し
た

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

を
、

H
EK

29
3T

細
胞

に
レ

ン
チ

ウ
イ

ル
ス

を
用

い
て

感
染

さ
せ

、
実

際
に

欠
失

を
導

入
し

た
。

そ
の

結
果

、
全

体
の

約
10

%
に

期
待

さ
れ

た
大

き
さ

の
欠

失
が

導

入
さ

れ
た

。
ま

た
、

欠
失

が
導

入
さ

れ
た

際
に

、
結

合
し

た
部

位
の

配
列

の
頻

度
を

測
定

し
た

と
こ

ろ
、

C
A

A
A
、

C
C

A
A
、

G
A

A
A
を

上
位

３
種

と
し

て
、

C
と

A
を

多
く

含
む

配
列

の
頻

度
が

高
く

、
配

列
嗜

好
性

が
示

唆
さ

れ
た

。

・
ゲ

ノ
ム

編
集

結
果

を
1細

胞
レ

ベ
ル

で
把

握
す

る
た

め
に

、
効

率
的

な
ヒ

ト
iP

S
細

胞
ク

ロ
ー

ン
単

離
手

法
を

開
発

し
た

。
ま

ず
、

ゲ
ノ

ム
編

集
し

た
細

胞
を

、

ド
ー

ム
状

に
成

形
し

た
マ

ト
リ

ゲ
ル

中
で

培
養

し
、

１
細

胞
由

来
の

細
胞

塊
を

得
た

。
そ

の
後

、
画

像
認

識
と

高
精

度
な

動
作

制
御

が
可

能
な

細
胞

操
作

装
置

C
EL

L 
H

A
N

D
LE

R
を

用
い

て
、

ゲ
ル

中
か

ら
細

胞
塊

を
分

取
し

、
96

-w
el

l p
la

te
に

播
種

す
る

こ
と

で
、

ク
ロ

ー
ン

を
単

離
し

た
。

得
ら

れ
た

iP
S細

胞
の

ゲ
ノ

ム

編
集

結
果

を
A

m
pl

ic
on

 s
eq

ue
nc

in
gで

解
析

し
た

結
果

、
ヒ

ト
iP

S細
胞

に
お

い

て
、

ゲ
ノ

ム
編

集
が

全
く

起
こ

ら
な

い
細

胞
と

、
細

胞
内

の
標

的
配

列
の

全
て

が
編

集
さ

れ
る

細
胞

に
二

極
化

す
る

傾
向

が
観

察
さ

れ
た

。

・
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病
最

大
の

危
険

因
子

で
あ

る
A

PO
E
多

型
が

も
た

ら
す

影
響

を
、

日
本

人
お

よ
び

白
人

の
遺

伝
的

背
景

で
比

較
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

日
本

人
の

男
性

健
常

者
由

来
iP

S細
胞

4株
、

お
よ

び
男

性
ア

ル
ツ

ハ
イ

マ
ー

病

患
者

4株
の

全
て

に
つ

い
て

、
A

PO
E3

/3
と

A
PO

E4
/4
多

型
を

持
つ

細
胞

の
樹

立

を
ゲ

ノ
ム

編
集

に
よ

り
完

了
し

た
。

そ
の

う
ち

健
常

者
由

来
2株

と
患

者
由

来
株

2株
か

ら
分

化
さ

せ
た

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
の

R
N

A
se

qに
よ

り
、

細
胞

の
運

動
や

移
動

に
関

わ
る

遺
伝

子
の

発
現

が
、

日
本

人
由

来
ア

ス
ト

ロ
サ

イ
ト

に
お

い
て

A
PO

E多
型

依
存

的
に

変
動

す
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
 C

as
12

a 
du

al
 c

le
av

ag
eを

最
適

化
す

る
た

め
に

、
欠

失
導

入
を

行
う

前
後

の
配

列

の
詳

細
な

解
析

を
進

め
、

C
と

A
を

多
く

含
む

接
着

末
端

配
列

が
正

確
な

欠
失

を

起
こ

し
や

す
い

か
を

検
証

し
、

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

患
者

由
来

iP
S細

胞
を

用
い

て
、

エ
キ

ソ
ン

ス
キ

ッ
ピ

ン
グ

治
療

へ
の

応
用

を
試

み
る

。

・
 A

PO
E多

型
の

影
響

の
解

析
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
樹

立
済

み
の

A
PO

E3
/3
お

よ
び

A
PO

E4
/4
遺

伝
型

の
iP

S
細

胞
を

ア
ス

ト
ロ

サ
イ

ト
へ

と
分

化
さ

せ
、

R
N

A
se

qを
実

施
し

て
サ

ン
プ

ル
数

を
増

や
す

。

(1
)

研
究

期
間

20
20

年
4月

～
20

25
年

3月
（

5年
間

）

(2
)

研
究

者
名

宮
岡

 
佑

一
郎

加
藤

 
朋

子

高
橋

 
剛

共
同

研
究

者
B

ru
ce

 C
on

kl
in

 
(G

la
ds

to
ne

 In
st

itu
te

s, 
U

SA
) 

N
at

ha
n 

Sa
lo

m
on

is
 

(C
in

ci
nn

at
i C

hi
ld

re
n'

s 
H

os
pi

ta
l, 

U
SA

) 
C

hu
ck

 M
ur

ry
 

(U
ni

ve
rs

ity
 o

f W
as

hi
ng

to
n)

 
林

 
洋

平
 

（
理

研
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

）

尾
上

 
弘

晃

（
慶

應
大

学
）

大
河

内
 

仁
志

（
国

立
国

際
医

療
研

究
セ

ン
タ

ー
研

究
所

）
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－ 24 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

セ
ン

タ
ー

名

（
研

究
代

表
者

名
）

が
ん

免
疫

の
網

羅
的

解
析

お
よ

び
そ

の
遺

伝
子

治
療

へ
の

応
用

/
が

ん
免

疫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：
丹

野
 秀

崇
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

 
究

 
者

 
名

 

(1
)

概
要

T
細

胞
は

細
胞

表
面

に
発

現
す

る
T
 c
e
l
l
 r
e
c
e
p
t
o
r
(
T
C
R
)
を

介
し

、

病
原

細
胞

が
発

現
す

る
p
e
p
t
i
d
e
-
H
L
A
(
p
H
L
A
)
複

合
体

を
認

識
し

、
病

原
細

胞
を

殺
傷

す
る

。
近

年
、

が
ん

特
異

的
T
C
R
を

が
ん

患
者

の
T
細

胞

に
発

現
さ

せ
る

遺
伝

子
治

療
法

が
目

覚
ま

し
い

成
果

を
挙

げ
て

い
る

。

し
か

し
、

既
存

の
技

術
で

は
が

ん
特

異
的

T
C
R
を

発
見

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
っ

た
り

、
H
L
A
拘

束
性

の
問

題
か

ら
発

見
さ

れ
た

が
ん

特
異

的

T
C
R
は

極
一

部
の

患
者

に
し

か
適

用
で

き
な

い
と

い
っ

た
問

題
が

存
在

し
、

本
治

療
法

を
一

般
化

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。
そ

こ
で

本
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

抗
原

特
異

的
T
C
R
と

そ
の

標
的

p
H
L
A
の

相
互

作
用

を
一

斉
同

定
で

き
る

技
術

を
開

発
す

る
こ

と
に

よ
り

、
が

ん
特

異
的

T
C
R
を

ど
の

よ
う

な
患

者
か

ら
も

迅
速

に
発

見
し

、
誰

で
も

安
全

に
受

け
ら

れ

る
新

規
が

ん
遺

伝
子

治
療

法
を

開
発

す
る

。
 

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

（
2
0
2
3
年

度
）


K
 
L
e
e
 
e
t
 
a
l
.
 
PPNN

AASS
  1

2
0
(
4
8
)
:
e
2
3
0
9
7
8
0
1
2
0


東

京
大

学
・

定
量

生
命

科
学

研
究

所
セ

ミ
ナ

ー
 
丹

野
秀

崇

（
招

待
講

演
）

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

が
ん

特
異

的
T
C
R
を

用
い

た
臨

床
試

験
は

約
1
2
0
件

が
世

界
中

で
実

施

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

の
9
割

は
H
L
A
-
A
*
0
2
:
0
1
を

発
現

す
る

が
ん

患
者

に

対
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
一

方
、

日
本

人
の

8
0
%
は

H
L
A
-
A
*
0
2
:
0
1
を

発
現

し
て

い
な

い
た

め
本

遺
伝

子
治

療
法

を
受

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

ど
の

よ
う

な
p
H
L
A
を

発
現

し
て

い
て

も
そ

れ
に

結
合

す
る

T
C
R
を

迅
速

に
発

見
で

き
れ

ば
、

T
C
R
遺

伝
子

治
療

法
の

一
般

化
に

大
き

く
近

付
く

が
、

T
C
R
-
p
H
L
A
の

相
互

作
用

を
網

羅
的

に
解

析
で

き
る

技
術

は
現

在
の

と
こ

ろ
存

在
し

な
い

。

(
1
)

成
果

の
概

要

2
0
2
3
年

度
は

2
つ

の
研

究
の

ブ
レ

ー
ク

ス
ル

ー
が

あ
っ

た
。

一

つ
目

は
分

泌
型

p
H
L
A
技

術
の

開
発

で
あ

る
。

従
来

の
抗

原
特

異
的

T
C
R

の
単

離
手

法
で

は
、

p
H
L
A

テ
ト

ラ
マ

―
と

呼
ば

れ
る

複
合

体

を
作

製
し

、
テ

ト
ラ

マ
―

に
結

合
す

る
T
細

胞
の

T
C
R
配

列
を

調

べ
て

い
た

。
し

か
し

、
p
H
L
A

テ
ト

ラ
マ

―
の

作
製

は
極

め
て

煩
雑

な
工

程
か

ら
成

り
、

1
種

類
の

p
H
L
A
テ

ト
ラ

マ
―

を
作

製
す

る
の

に
も

多
大

な
労

力
を

要
す

る
。

一
方

で
、

我
々

は
p
H
L
A
を

コ
ー

ド

す
る

プ
ラ

ス
ミ

ド
を

細
胞

に
ト

ラ
ン

ス
フ

ェ
ク

シ
ョ

ン
す

る
だ

け

で
p
H
L
A
複

合
体

を
作

製
で

き
る

技
術

を
開

発
し

た
。

本
技

術
は

容

易
に

様
々

な
p
H
L
A
複

合
体

を
作

製
出

来
る

た
め

、
T
C
R
-
p
H
L
A
相

互

作
用

の
高

速
解

析
が

可
能

と
な

っ
た

。
2

つ
目

の
大

き
な

成
果

と

し
て

、
In

 v
itr

o 
tra

ns
cr

ip
tio

n 
tra

ns
la

tio
n
試

薬
と

酵
母

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

法
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

る
簡

易
な

抗
原

特
異

的
抗

体

単
離

手
法

を
開

発
し

た
[論

文
作

成
中

]。
本

手
法

に
よ

り
膠

芽
腫

に
関

与
す

る
こ

と
が

疑
わ

れ
て

い
る

cy
to

m
eg

al
ov

iru
s 

pp
71

抗
原

に
特

異
的

な
抗

体
の

単
離

に
成

功
し

た
。

(
2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

様
々

な
が

ん
抗

原
を

コ
ー

ド
す

る
分

泌
型

p
H
L
A
を

作
製

し
、

が

ん
患

者
T
細

胞
と

作
用

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

が
ん

抗
原

特
異

的
T
C
R

を
単

離
す

る
。

ま
た

、
p
H
L
A

特
異

的
抗

体
も

単
離

で
き

れ
ば

、
抗

体
医

薬
品

、
C
A
R
-
T

遺
伝

子
治

療
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
出

来

る
た

め
、

酵
母

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

法
に

よ
り

p
H
L
A
特

異
的

抗
体

も
単

離
し

て
い

く
。

得
ら

れ
た

p
H
L
A
特

異
的

T
C
R
・

抗
体

の
癌

殺
傷

効

果
を

癌
細

胞
株

で
検

証
し

、
動

物
実

験
で

も
癌

治
療

効
果

お
よ

び

副
作

用
の

レ
ベ

ル
を

検
証

す
る

。
 

丹
野

 
秀

崇
 

佐
伯

 
真

弓
 

矢
部

力
朗

 

青
木

 
和

久
 

小
野

さ
や

か
 

丹
野

 
友

里
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－ 25 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

セ
ン

タ
ー

名

（
研

究
代

表
者

名
）

概
日

時
計

と
寿

命
・

老
化

タ
イ

マ
ー

/
体

内
時

計
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
：
吉

種
 光

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

 
究

 
者

 
名

 

(1
)

概
要

約
24

時
間

周
期

の
リ

ズ
ム

を
生

み
出

す
概

日
時

計
は

、
転

写
翻

訳
を

介
し

た
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

制
御

に
よ

り
振

動
す

る
と

考
え

ら
れ

て
き

た
。

し
か

し
我

々
は

、
翻

訳
後

修
飾

や
構

造
変

化
な

ど
の

タ
ン

パ
ク

質
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
が

時
計

の
ク

オ
ー

ツ
と

し
て

機
能

す
る

と
考

え
、

そ
の

分
子

レ
ベ

ル
で

の
理

解
を

目
指

す
。

さ
ら

に
、

時
計

が
壊

れ
る

こ
と

に
よ

り
老

化
現

象
が

導
か

れ
る

仕
組

み
に

着
目

し
、

こ
れ

を
理

解
し

て
応

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
寿

命
や

老
化

へ
の
分

子
ア

プ
ロ

ー
チ

を
目

指
す

。

【
概

日
時

計
ク

オ
ー

ツ
（

C
irc

ad
ia

n 
qu

ar
tz
）

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

 
概

日
時

計
が

24
時

間
周
期

の
リ

ズ
ム

を
生
み

出
す

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明
す

る
 

【
時

計
老

化
（

C
lo

ck
 a

gi
ng

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】

 
時

計
が

壊
れ

る
と

老
化
現

象
が

導
か

れ
る
仕

組
み

を
理

解
し

、
応

用
を

目
指
す

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

Sh
in

go
 H

iro
ki

*,
 H

ik
ar

i Y
os

hi
ta

ne
* 

(C
o-

co
rr

es
po

nd
en

ce
) 

C
om

m
un

ic
at

io
ns

 B
io

lo
gy

, 7
(1

):2
43

 (2
02

4)
 

N
ob

uh
iro

 K
ur

ab
ay

as
hi

, …
, H

ik
ar

i Y
os

hi
ta

ne
, …

, K
ei

zo
 T

ak
ao

 
iS

ci
en

ce
, 2

6(
12

):1
08

37
9 

(2
02

3)
 

Y
as

uk
o 

O
. A

be
, H

ik
ar

i Y
os

hi
ta

ne
 (C

o-
co

rr
es

po
nd

en
ce

) e
t a

l. 
N

at
ur

e 
C

om
m

un
ic

at
io

ns
, 1

3 
(1

): 
46

52
 (2

02
2)

 
Sh

in
go

 H
iro

ki
, H

ik
ar

i Y
os

hi
ta

ne
 e

t a
l. 

N
at

ur
e 

C
om

m
un

ic
at

io
ns

, 1
3(

1)
: 2

92
8 

(2
02

2)
 

H
ik

ar
i Y

os
hi

ta
ne

 (C
o-

co
rr

es
po

nd
en

ce
) e

t a
l. 

A
nt

io
xi

da
nt

s &
 R

ed
ox

 S
ig

na
lin

g,
 3

7(
10

-1
2)

:6
31

-6
46

 (2
02

2)
 

Sa
to

sh
i K

aw
ak

am
i, 

H
ik

ar
i Y

os
hi

ta
ne

 (C
o-

co
rr

es
po

nd
en

ce
) e

t a
l. 

Jo
ur

na
l o

f B
io

ch
em

is
tr

y,
 1

71
(5

): 
50

9-
51

8 
(2

02
2)

  
H

ito
m

i Y
am

am
ot

o-
M

at
su

da
, …

, H
ik

ar
i Y

os
hi

ta
ne

, …
, M

ik
ik

o 
C

 S
io

m
i 

E
M

B
O

 R
ep

., 
23

(1
0)

: e
53

81
3 

(2
02

2)
 

Ta
ira

 W
ad

a,
 …

, H
ik

ar
i Y

os
hi

ta
ne

, …
, S

hi
ge

ki
 S

hi
m

ba
 

J.
E

nd
oc

ri
no

l.,
 2

54
 (2

): 
12

1-
13

3 
(2

02
2)

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

時
計

遺
伝

子
Pe

rio
dの

同
定

と
転

写
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

仮
説

の
提

唱
は

20
17

年
の

ノ

ー
ベ

ル
賞

の
対

象
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
も

、
広

く
こ

の
仮

説
が

受
け

入
れ

ら
れ

て

い
る

一
方

で
、

い
く

つ
も

の
矛

盾
も

報
告

さ
れ

て
お

り
、

真
の

時
計

振
動

子
を

同

定
す

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

分
野

を
超

え
て

強
い

イ
ン

パ
ク

ト
を

与
え

る
と

期
待

で

き
る

。
ま

た
、

概
日

時
計

研
究

か
ら

老
化

症
状

の
根

底
原

理
に

迫
り

た
い

。

(1
)

成
果

の
概

要

概
日

時
計

ク
オ

ー
ツ

に
つ

い
て

、
時

計
タ

ン
パ

ク
質

の
相

互
作

用
リ

ズ
ム

と

翻
訳

後
修

飾
リ

ズ
ム

を
ア

ミ
ノ

残
基

の
解

像
度

で
解

明
し

た
。

こ
れ

ら
タ

ン

パ
ク

質
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
に

着
目

し
て

、
新

規
相

互
作

用
因

子
や

新
規

翻
訳

後

修
飾

が
他

の
ダ

イ
ナ

ミ
ク

ス
に

与
え

る
影

響
を

調
べ

る
と

と
も

に
、

時
計

振

動
に

お
け

る
重

要
性

を
評

価
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る

吉
種

を
領

域
代

表
と

し
て

、
20

21
年

か
ら

学
術

変
革

領
域

B
「

時
間

タ
ン

パ
ク

質
学

」
を

発
足

し
、

20
24

年
か

ら
学

術
変
革

領
域

A
へ

と
発

展
す

る
こ

と
と

な
っ

た
(h

ttp
s:

//c
hr

on
op

ro
te

in
ol

og
y.

or
g)
。

当
該

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
成

功
さ

せ
、

よ
り

大
き

な
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
へ

と
発
展

さ
せ

た
い

。

時
計

老
化

の
コ

ン
セ

プ
ト

で
創

発
的

研
究

に
採

択
さ

れ
、

加
齢

に
伴

い
時

計

の
機

能
が

破
綻

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

追
求

し
て

い
る

。
さ

ら
に

A
M

ED
-

FO
R

C
E

に
採

択
さ

れ
、

時
計

老
化

を
つ

い
に

ヒ
ト

臨
床

研
究

へ
と

応
用

す
る

第
一

歩
の

研
究

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き
た

。

研
究

室
立

ち
上

げ
の

ス
タ

ー
ト

ダ
ッ

シ
ュ
に

成
功

し
、

こ
の

3
年

間
で

多
く
の

原
著

論
文

の
発

表
を

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
例

え
ば

、
時

計
入

力
経

路
と

し

て
m

TO
R

-A
K

T
シ

グ
ナ

ル
の

重
要

性
を
発

見
し

た
。

さ
ら

に
、

時
計

遺
伝
子

B
m

al
1
の
転

写
制

御
配

列
に

注
目

し
て

、
B

m
al

1
遺

伝
子

の
発

現
リ

ズ
ム

だ
け

を
完

全
に

停
止

さ
せ

た
細

胞
と

マ
ウ

ス
を
樹

立
し

、
B

m
al

1
の
転

写
リ

ズ
ム
が

時
計

振
動

に
必

須
で

は
な

い
こ

と
を

示
す

と
と

も
に

、
し

か
し

進
化

上
な

ぜ

B
m

al
1
の

転
写

リ
ズ

ム
が

保
存

さ
れ

て
き
た

の
か

を
明

ら
か

に
す

る
こ

と
が
で

き
た

。
こ

の
ほ

か
、

複
数

の
論

文
が

in
 p

re
ss
、

投
稿

中
、

投
稿

準
備

中
で

あ

り
、

順
調

に
成

果
が

出
続

け
て

い
る

。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

研
究

室
立

ち
上

げ
か

ら
3

年
間

で
、

想
定

以
上

に
順

調
に

研
究

を
進

め
る

こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
さ

ず
に

よ
り

加
速

で
き

る
よ

う
全

力

で
研

究
に

打
ち

込
み

た
い

。
特

に
、

転
写

リ
ズ

ム
が

な
い

条
件

に
お

い
て

も

時
計

振
動

が
継

続
す

る
分

子
メ

カ
ニ

ズ
ム

に
ア

プ
ロ

ー
チ

す
る

。
ま

た
、

加

齢
に

伴
っ

て
時

計
の

出
力

リ
ズ

ム
が

乱
れ

る
こ

と
が

判
明

し
た

が
、

そ
の

仕

組
み

が
不

明
で

あ
る

。
こ

の
基

礎
的

な
理

解
を

臨
床

の
現

場
に

届
け

る
た

め

に
も

、
時

計
老

化
の

根
本

的
な

分
子

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

解
明

す
る

。

【
常

勤
研

究
員

】

吉
種

 光
倉

林
 伸

博

田
中

 智
子

廣
木

 進
吾

加
藤

 雪
上

本
 恭

平

【
非

常
勤

職
員

】

倉
林

 亜
理

沙

【
客

員
研

究
員

】

深
田

 吉
孝

【
研

修
生

】

乙
部

 優
太

（
東

大
 博

士
3年

）

川
上

 聖
司

（
東

大
 博

士
3年

）

光
吉

 悦
子

（
慈

恵
 博

士
2年

）

森
村

 太
貴

（
東

大
 博

士
1年

）

内
田

 杏
菜

（
法

政
 学

部
4年

）
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２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

セ
ン

タ
ー

名

（
研

究
代

表
者

名
）

ゲ
ノ

ム
医

学
研

究
セ

ン
タ

ー
 

（
副

セ
ン

タ
ー

長
：

川
路

英
哉

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

 
究

 
者

 
名

 

(1
)

概
要

ゲ
ノ

ム
の

機
能

、
特

に
遺

伝
子

の
発

現
制

御
に

関
す

る
機

能
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
医

療
・

創
薬

へ
貢

献
す

る
と

共
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
や

都
立

病
院

等

に
お

け
る

ゲ
ノ

ム
解

析
技

術
の

効
果

的
な

活
用

を
目

指
し

た
連

携
研

究
の

推
進

を

目
的

と
す

る
。

実
験

測
定

あ
る

い
は

情
報

解
析

の
そ

れ
ぞ

れ
に

専
門

を
持

つ
7名

の

研
究

員
で

構
成

さ
れ

る
体

制
の

下
、

転
写

制
御

領
域

の
解

明
と

機
能

解
析

、
長

鎖

R
N

A
配

列
解

析
を

は
じ

め
と

す
る

核
酸

医
薬

開
発

基
盤

の
維

持
・

改
善

を
推

進
し

た
。

こ
れ

と
共

に
、

細
胞

毎
・

微
小

区
画

毎
の

遺
伝

子
発

現
解

析
や

、
ゲ

ノ
ム

構

造
に

関
す

る
大

規
模

計
算

解
析

技
術

等
を

用
い

た
連

携
研

究
を

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

研
究

や
都

立
病

院
と

共
に

展
開

し
た

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

論
文

誌
K

ur
od

a,
 T

., 
et

 a
l. 

Sc
ie

nt
ifi

c 
R

ep
or

ts
, 1

4(
1)

, 6
90

 (2
02

4)
 

U
en

o,
 Y

., 
et

 a
l. 

Ja
pa

ne
se

 Jo
ur

na
l o

f C
lin

ic
al

 O
nc

ol
og

y 
(2

02
3)

 
N

ak
am

ur
a,

 A
., 

N
eu

ro
n,

 1
11

(1
9)

, 2
99

5–
30

10
.e

9.
 (2

02
3)

 
To

m
ita

, Y
., 

et
 a

l. 
Sc

hi
zo

ph
re

ni
a,

 9
, 1

4 
(2

02
3)

 
To

ya
m

a,
 S

., 
et

 a
l. 

Fr
on

tie
rs

 in
 Im

m
un

ol
og

y,
 1

4,
 1

20
99

45
 (2

02
3)

 
N

em
et

h,
 T

., 
et

 a
l. 

C
he

m
ic

al
 &

 B
io

m
ed

ic
al

 Im
ag

in
g,

 1
, 1

57
-1

67
 (2

02
3)

 
K

an
am

or
i, 

K
., 

et
 a

l. 
Th

or
ac

ic
 C

an
ce

r, 
14

, 1
08

9–
10

97
 (2

02
3)

 
K

ub
iu

ra
-I

ch
im

ar
u,

 M
., 

et
 a

l. 
St

em
 C

el
l R

ep
or

ts
, 1

8,
 1

98
7–

20
02

 (2
02

3)
 

M
iu

ra
, T

., 
et

 a
l. 

St
em

 C
el

ls
 T

ra
ns

la
tio

na
l M

ed
ic

in
e,

 1
2,

 3
79

–3
90

 (2
02

3)
 

学
会

等
 口

頭
発

表

川
路

英
哉

, 
第

25
回

都
医

学
研

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 
渡

邊
 伸

昌
, 
等

 分
子

生
物

学
会

年
会

20
23

 
原

 雄
一

郎
, 
等

 分
子

生
物

学
会

年
会

20
23

 
学

会
等

 ポ
ス

タ
ー

発
表

22
件

 

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

本
セ

ン
タ

ー
で

進
め

て
い

る
ゲ

ノ
ム

上
の

非
遺

伝
子

領
域

に
存

在
す

る
疾

患
関

連

多
形

の
機

能
解

析
や

、
細

胞
毎

あ
る

い
は

微
小

区
画

毎
の

遺
伝

子
発

現
解

析
の

効

果
的

な
活

用
は

、
世

界
的

に
も

注
目

さ
れ

て
い

る
研

究
領

域
で

あ
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

・
R

N
A

の
転

写
開

始
点

を
定

量
的

に
測

定
す

る
C

A
G

E
法

に
よ

り
薬

剤
応

答
的

に
活

性
化

す
る

シ
ス

エ
レ

メ
ン

ト
の

同
定

に
成

功
し

、
こ

れ
ら

領

域
が

薬
剤

代
謝

を
担

う
遺

伝
子

群
の

み
な

ら
ず

副
作

用
へ

と
つ

な
が

る

遺
伝

子
群

を
も

調
節

し
て

い
る

こ
と

を
見

出
し

た
。

・
巨

細
胞

性
動

脈
炎

の
病

態
に

関
与

す
る

分
子

群
を

、
多

摩
北

部
医

療
セ

ン
タ

ー
と

の
共

同
研

究
に

よ
り

同
定

し
、

知
財

取
得

へ
と

繋
げ

た
。

・
機

能
未

解
明

の
ゲ

ノ
ム

領
域

の
転

写
制

御
活

性
を

超
並

列
レ

ポ
ー

タ
ー

ア
ッ

セ
イ

を
用

い
て

示
す

こ
と

に
成

功
し

た
。

ま
た

、
転

写
制

御
活

性

を
人

為
的

に
制

御
す

る
エ

ピ
ゲ

ノ
ム

編
集

を
精

密
に

行
う

技
術

の
概

念

実
証

に
成

功
し

、
知

財
取

得
へ

と
繋

げ
た

。
さ

ら
に

、
独

自
に

改
良

し

た
長

鎖
R

N
A
配

列
測

定
技

術
の

最
適

化
を

行
な

っ
た

。

・
ゲ

ノ
ム

上
で

の
遺

伝
子

発
現

制
御

を
理

解
す

る
基

盤
と

し
て

の
シ

ス
エ

レ
メ

ン
ト

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
fa

nt
a.

bi
o
を

構
築

・
公

開
、

R
N

A
標

的
医

薬
品

開
発

の
た

め
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

D
3G

を
安

定
的

に
提

供
し

た
。

・
空

間
発

現
解

析
、

一
細

胞
発

現
解

析
、

遺
伝

子
発

現
解

析
、

低
分

子

R
N

A
発

現
解

析
、

長
鎖

R
N

A
解

析
、

生
命

情
報

解
析

等
を

用
い

た
共

同

研
究

を
推

進
し

た
(脳

神
経

回
路

形
成

PJ
,ゲ

ノ
ム

動
態

PJ
,心

の
健

康
U

,
統

合
失

調
症

PJ
, 
感

染
制

御
PJ

, 
能

代
謝

制
御

G
, 
視

覚
病

態
PJ

, 
体

内

時
計

PJ
, 
駒

込
病

院
 血

液
内

科
/腫

瘍
内

科
/病

理
科

/臨
床

検
査

部
, 
多

摩
北

部
医

療
セ

ン
タ

ー
, 
多

摩
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
, 
東

京
都

立
大

等
)

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
新

規
に

同
定

し
た

シ
ス

エ
レ

メ
ン

ト
お

よ
び

そ
の

標
的

、
ま

た
、

開
発

し
た

測
定

・
解

析
技

術
に

関
す

る
研

究
報

告
を

進
め

る
と

共
に

、
開

発

中
の

技
術

を
完

成
さ

せ
る

。

・
医

薬
品

開
発

お
よ

基
礎

研
究

推
進

の
基

盤
と

し
て

、
ゲ

ノ
ム

機
能

情
報

を
収

載
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

充
実

さ
せ

る
。

・
既

に
あ

る
連

携
研

究
テ

ー
マ

を
推

進
す

る
と

共
に

、
新

た
な

連
携

を
模

索
す

る
。

（
常

勤
研

究
員

）
 

正
井

 
久

雄
（
兼

）
 

川
路

 
英

哉
 

大
保

木
 
啓

介
 

渡
邊

 
伸

昌
 

吉
沢

 
直

子
 

夏
目

豊
彰

 

原
 
雄

一
郎

 

齊
藤

 
紗

希
 

(非
常

勤
職

員
) 

和
田

 
涼

子
 

井
田

 
尚

美
 

平
間

 千
津

子
 

（
協

力
研

究
員

) 

杉
原

 
誠

人
 

金
政

 
佑

典
 

廣
瀬

 
直

毅
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－ 27 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

課
題

名

（
研

究
代

表
者

名
）

社
会

健
康

医
学

研
究

セ
ン

タ
ー

／
心

の
健

康
ユ

ニ
ッ

ト
（

ユ
ニ

ッ
ト

リ
ー

ダ
ー

：
西

田
淳

志
）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

 
究

 
者

 
名

(1
)

概
要

心
の

健
康

は
、

個
人

の
生

活
の

質
を

大
き

く
左

右
す

る
。

こ
と

に
大

都
市

の
生

活
者

は
、

心
の

健
康

を
蝕

む
さ

ま
ざ

ま
な

要
因

に
晒

さ
れ

る
。

少
子

高

齢
化

が
進

む
東

京
に

お
い

て
、

子
ど

も
・

若
者

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

や
自

殺
、

認
知

症
を

は
じ

め
と

す
る

心
の

健
康

問
題

は
、

都
民

の
く

ら
し

と
健

康

に
関

わ
る

喫
緊

の
問

題
で

あ
る

。
区

・
市

と
連

携
し

た
大

規
模

出
生

コ
ホ

ー

ト
研

究
に

よ
る

若
者

の
精

神
的

健
康

や
ウ

ェ
ル

・
ビ

ー
イ

ン
グ

に
関

す
る

実

証
的

成
果

や
臨

床
・

ケ
ア

現
場

と
の

協
働

に
よ

る
認

知
症

・
虐

待
予

防
の

地

域
ケ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

、
C

O
V

ID
-1

9人
流

分
析

等
、

社
会

医
学

研
的

方

法
に

よ
る

心
の

健
康

づ
く

り
研

究
の

社
会

還
元

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

・
N

ag
ao

ka
 e

t a
l (

20
24

) L
an

ce
t R

eg
 H

ea
lth

 W
es

t P
ac

. 4
3:

 e
10

09
79

.
・

C
ai

 e
t a

l (
20

24
) J

A
M

A
 N

et
w

 O
pe

n.
 7

: e
23

55
29

2.
・

U
no

 e
t a

l (
20

24
) J

A
M

A
 N

et
w

 O
pe

n.
 7

: e
23

53
16

6.
・

U
su

i e
t a

l (
20

23
) C

er
eb

 C
or

te
x.

 3
3:

11
07

0-
11

07
9.

・
N

ak
an

is
hi

 e
t a

l (
20

23
) J

 A
ff

ec
t D

is
or

d.
 3

40
:5

29
-5

34
.

・
O

ka
da

 e
t a

l (
20

23
) F

ro
nt

 P
ub

lic
 H

ea
lth

. 1
1:

11
63

69
8.

・
Y

am
ag

uc
hi

 e
t a

l (
20

23
) J

 A
do

le
sc

 H
ea

lth
, 7

3:
10

61
-1

06
7.

・
N

ak
an

is
hi

 e
t a

l (
20

23
) J

 A
m

 M
ed

 D
ir 

A
ss

oc
, 2

4:
90

6-
91

0.
e2

.
・

St
an

yo
n 

D
 e

t a
l (

20
23

) S
ch

iz
op

hr
 B

ul
l, 

49
:3

29
-3

38
.

・
D

eV
yl

de
r J

 e
t a

l (
20

23
) S

ch
iz

op
hr

 B
ul

l, 
49

:3
85

-3
96

.

・
都

知
事

感
謝

状
（

20
23

年
5月

）

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

大
規

模
思

春
期

コ
ホ

ー
ト

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
わ

が
国

初
で

あ
り

、
思

春
期

を
縦

断
追

跡
し

、
精

神
病

理
等

の
形

成
プ

ロ
セ

ス
に

影
響

を
与

え
る

要

因
等

を
解

明
す

る
意

義
は

大
き

い
。

認
知

症
の

人
の

行
動

心
理

症
状

ケ
ア

プ

ロ
グ

ラ
ム

の
社

会
実

装
に

関
す

る
研

究
、

お
よ

び
児

童
虐

待
予

防
に

関
す

る

研
究

は
各

国
施

策
の

焦
点

と
も

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
我

が
国

で
取

り
組

ん

で
い

る
機

関
は

乏
し

い
。

C
O

V
ID

-1
9の

感
染

状
況

予
測

の
た

め
の

人
流

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

開
発

と
そ

の
検

証
も

喫
緊

の
社

会
課

題
で

あ
る

。

(1
)

成
果

の
概

要

・
社

会
健

康
医

学
研

究
セ

ン
タ

ー
が

掲
げ

る
3つ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

、
即

ち
、

①
長

期
的

展
望

に
立

っ
た

独
自

研
究

（
東

京
テ

ィ
ー

ン
コ

ホ
ー

ト
）

、
②

革
新

的
成

果
を

目
指

す
所

内

連
携

研
究

（
コ

ホ
ー

ト
検

体
を

活
用

し
た

所
内

共
同

研
究

）
、

③
都

政
直

結
型

研
究

（
児

童
虐

待
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
究

、
新

型
コ

ロ
ナ

人
流

分
析

、
認

知
症

ケ
ア

プ
ロ

グ

ラ
ム

研
究

）
に

そ
っ

て
精

力
的

に
研

究
活

動
を

展
開

し
、

20
23

年
度

も
25

編
の

論
文

（
査

読
付

・
国

際
誌

）
を

発
表

し
た

。

・
大

型
研

究
費

（
学

術
変

革
領

域
（

A
）

）
に

よ
り

、
東

京
テ

ィ
ー

ン
コ

ホ
ー

ト
20

歳
時

調

査
を

実
施

。
20

歳
時

調
査

で
は

、
戸

別
訪

問
調

査
と

来
所

型
調

査
も

あ
わ

せ
て

実
施

し
、

広
範

囲
な

バ
イ

オ
マ

ー
カ

ー
の

収
集

も
順

調
に

進
ん

で
い

る
。

す
で

に
収

集
さ

れ

た
東

京
テ

ィ
ー

ン
コ

ホ
ー

ト
4時

点
縦

断
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
R

I-
C

LP
M
な

ど
の

統
計

手

法
を

駆
使

し
た

因
果

推
論

研
究

も
可

能
と

な
り

、
そ

の
学

術
的

価
値

が
高

ま
っ

て
い

る

(Y
am

ag
uc

hi
 e

t a
l.,

 J 
A

do
le

sc
 H

ea
lth

, 2
02

3)
。

・
都

政
直

結
型

研
究

と
し

て
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

感
染

拡
大

を
抑

え
る

た
め

の
「

人
流

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

」
を

開
発

し
、

当
セ

ン
タ

ー
が

参
画

す
る

東
京

都
iC

D
C
専

門

家
ボ

ー
ド

疫
学

・
公

衆
衛

生
チ

ー
ム

と
も

連
携

し
つ

つ
、

ハ
イ

リ
ス

ク
人

流
と

感
染

状

況
と

の
長

期
的

関
連

を
明

ら
か

に
し

た
（

O
ka

da
 &

 Y
am

as
ak

i 
et

 a
l.,

 F
ro

nt
 P

ub
lic

 
H

ea
lth

. 2
02

3）
。

認
知

症
ケ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

研
究

は
、

都
内

44
自

治
体

に
普

及
。

全
国

普
及

に
向

け
て

厚
労

省
等

に
も

協
力

し
、

新
た

な
介

護
報

酬
枠

組
み

（
認

知
症

チ
ー

ム

ケ
ア

推
進

加
算

）
の

構
築

に
大

き
く

貢
献

し
た

。
東

京
都

お
よ

び
4つ

の
自

治
体

と
連

携

・
開

発
し

た
、

児
童

虐
待

の
未

然
防

止
ケ

ア
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
効

果
検

証
研

究
を

実
施

し
、

従
来

サ
ー

ビ
ス

に
比

べ
、

妊
産

婦
の

w
el

l-b
ei

ng
を

大
幅

に
改

善
し

て
い

る
こ

と
を

実
証

し
た

。
こ

れ
に

よ
り

、
都

の
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

全
都

普
及

の
施

策
に

大
き

く
貢

献

し
た

。

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

・
 大

規
模

思
春

期
コ

ホ
ー

ト
研

究
の

20
歳

時
調

査
を

継
続

す
る

。
認

知
症

ケ
ア

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

さ
ら

な
る

普
及

に
向

け
東

京
都

お
よ

び
協

力
自

治
体

と
連

携
す

る
。

児
童

虐
待

予

防
に

関
す

る
妊

娠
期

か
ら

の
家

族
支

援
シ

ス
テ

ム
と

そ
れ

を
担

う
人

材
の

育
成

プ
ロ

グ

ラ
ム

の
普

及
（

社
会

実
装

）
に

関
す

る
研

究
を

進
め

る
。

あ
ら

た
に

子
供

政
策

連
携

室

や
教

育
庁

と
連

携
し

た
学

校
保

健
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

発
に

着
手

す
る

。

（
研

究
員

）

西
田
淳
志

山
崎
修
道

宮
下
光
弘

馬
場
香
里

新
村
順
子

山
口
智
史

中
島
直
美

St
an

yo
n 

D
 

K
no

w
le

s 
G
（
客
員

）
 

D
eV

yl
de

r 
J 

（
客
員

）
 

安
藤
俊
太
郎
（
客
員
）

小
池
進
介
（
客
員
）

中
西
三
春
（
客
員
）

宮
本
有
紀
（
客
員
）

成
田
瑞
（
客
員
）

長
谷
川
眞
理
子
（
客
員
）

（
連
携
研
究
員
）

古
川
壽
亮

宇
佐
美
慧
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－ 28 －

２
０

２
４

年
３

月
３

１
日

現
在

 

主
な

研
究

成
果

 

研
究

セ
ン

タ
ー

名

（
研

究
代

表
者

名
）

社
会

健
康

医
学

研
究

セ
ン

タ
ー

／
難

病
ケ

ア
看

護
ユ

ニ
ッ

ト
 

（
ユ

ニ
ッ

ト
リ

ー
ダ

ー
：

中
山

優
季

）

研
 

 
究

 
 

内
 

 
容

研
究

成
果

  
  

  
  

  
  

  
 

  
研

 
究

 
者

 
名

 

(1
)

概
要 長

期
的

な
展

望
研

究
と

し
て

、
診

断
時

よ
り

追
跡

可
能

な
コ

ホ
ー

ト
体

制

の
構

築
を

行
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
分

断
的

な
追

跡
体

制
か

ら
の

脱
却

が
見

込

ま
れ

、
療

養
の

全
経

過
を

網
羅

的
に

把
握

す
る

仕
組

み
が

整
っ

た
。

こ
の

コ

ホ
ー

ト
を

基
盤

に
、

病
態

生
理

に
基

づ
く

看
護

ケ
ア

技
術

の
開

発
に

努
め

る

と
と

も
に

、
難

病
患

者
が

安
全

・
安

心
し

て
生

活
す

る
た

め
の

支
援

体
制

の

充
実

、
そ

し
て

、
療

養
者

と
そ

の
支

援
者

の
暮

ら
し

を
取

り
巻

く
地

域
ケ

ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
研

究
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。

(2
)

論
文

掲
載

誌
・

発
表

学
会

名
等

論
文

・
Sh

im
iz

u 
T,

 N
ak

ay
am

a 
Y

, H
ay

as
hi

 K
, M

oc
hi

zu
ki

 Y
, M

at
su

da
 C

,
H

ar
ag

uc
hi

 M
, e

t a
l. 

So
m

at
os

en
so

ry
 p

at
hw

ay
 d

ys
fu

nc
tio

n 
in

 p
at

ie
nt

s 
w

ith
am

yo
tro

ph
ic

 la
te

ra
l s

cl
er

os
is

 in
 a

 c
om

pl
et

el
y 

lo
ck

ed
-in

 s
ta

te
. C

lin
ic

al
N

eu
ro

ph
ys

io
lo

gy
 1

56
,2

53
-2

61
,2

02
3.

・
Sh

im
iz

u 
T,

 N
ak

ay
am

a 
Y

, B
ou

kd
a 

K
, T

ak
ah

as
hi

 K
. S

en
so

ry
 G

at
in

g
du

rin
g 

V
ol

un
ta

ry
 F

in
ge

r M
ov

em
en

t i
n 

A
m

yo
tro

ph
ic

 L
at

er
al

 S
cl

er
os

is
w

ith
 S

en
so

ry
 C

or
te

x 
H

yp
er

ex
ci

ta
bi

lit
y.

 B
ra

in
 S

ci
. 2

02
3,

 1
3,

 1
32

5
・

M
at

su
da

 C
, S

hi
m

iz
u 

T,
 N

ak
ay

am
a 

Y
, H

ar
ag

uc
hi

 M
, H

ak
ut

a 
C

,
H

id
ak

a 
R

, N
is

hi
ya

m
a 

A
, N

um
ay

am
a 

T.
 C

lin
ic

al
 re

le
va

nc
e 

of
m

ac
ro

gl
os

si
a 

to
 d

is
ea

se
 p

ro
gr

es
si

on
 in

 v
en

til
at

io
n 

de
pe

nd
en

t p
at

ie
nt

s 
w

ith
ad

va
nc

ed
 A

LS
. N

eu
ro

l S
ci

. 2
02

3 
Ju

n;
44

(6
):2

02
5-

20
31

.
発

表
学

会
（

招
聘

の
み

）

・
中

山
優

季
.第

64
 回

日
本

神
経

学
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
中

山
優

季
. 
第

5回
日

本
在

宅
医

療
連

合
学

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

・
中

山
優

季
.第

32
回

日
本

病
態

生
理

学
会

教
育

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

・
中

山
優

季
. 
第

28
 回

日
本

難
病

看
護

学
会

基
調

講
演

・
中

山
優

季
.第

41
回

日
本

神
経

治
療

学
会

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

(3
)

国
内

外
の

研
究

状
況

難
病

の
原

因
究

明
・

治
療

法
開

発
に

向
け

た
研

究
開

発
が

前
進

し
て

お

り
、

進
行

抑
制

や
予

後
の

進
展

な
ど

、
難

病
の

歴
史

の
転

換
期

を
迎

え
て

い

る
。

こ
の

中
で

効
率

的
な

治
験

の
た

め
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
の

構
築

が
全

世

界
的

に
な

さ
れ

日
本

か
ら

の
参

加
も

期
待

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
そ

こ
で

は

ケ
ア

の
質

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
も

な
さ

れ
て

お
り

、
我

が
国

の
先

進

的
な

取
り

組
み

が
貢

献
で

き
る

価
値

が
あ

る
と

い
え

る
。

社
会

情
勢

の
大

き
な

転
換

期
の

中
、

時
代

に
即

し
た

保
健

・
医

療
・

福
祉

の
連

携
に

よ
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
確

立
が

必
要

で
あ

る
が

、
行

政
所

掌

を
は

じ
め

縦
割

り
の

弊
害

も
生

じ
て

い
る

。
当

室
は

、
難

病
看

護
に

お
い

て

こ
れ

ら
を

統
合

し
た

研
究

活
動

を
行

う
唯

一
の

機
関

で
あ

る
。

(1
)

成
果

の
概

要

・
人

工
呼

吸
療

養
者

の
追

跡
コ

ホ
ー

ト
構

築
：

①
都

立
神

経
病

院
と

共
同

し
、

診
断

時
か

ら
療

養
期

全
体

の
追

跡
コ

ホ
ー

ト
体

制
を

構
築

し
た

。
②

A
LS

在
宅

人
工

呼
吸

装
着

者
の

経
過

追
跡

調
査

を
継

続
し

、
気

管
切

開

（
TI

V
）

調
査

対
象

累
計

10
9

名
と

な
っ

た
。

③
20

10
年

以
降

の
カ

ル
テ

調

査
に

よ
り

A
LS

患
者

88
9
例

の
呼

吸
療

法
の

選
択

と
オ

ピ
オ

イ
ド

の
利

用
状

況
に

つ
い

て
調

査
し

た
。

・
TI

V
後

長
期

療
養

で
の

co
m

pl
et

el
y 

lo
ck

ed
-in

 st
at

e（
C

LI
S）

（
St

ag
eV

）

に
あ

る
A

LS
で

は
中

枢
感

覚
反

応
が

高
率

に
消

失
す

る
。

こ
れ

ま
で

の
17

例

の
C

LI
S
患

者
の

SE
P
を

論
文

化
し

、
意

思
伝

達
へ

の
感

覚
機

能
の

利
用

は
困

難
で

あ
る

こ
と

を
示

し
た

・
難

病
支

援
機

関
間

の
連

携
に

つ
い

て
、

連
携

の
課

題
の

質
的

帰
納

的
分

析

に
よ

る
重

層
的

構
造

化
お

よ
び

重
層

的
課

題
に

対
応

し
た

連
携

ス
キ

ル
の

可

視
化

を
行

っ
た

。
併

せ
て

、
テ

キ
ス

ト
マ

イ
ニ

ン
グ

手
法

に
よ

り
連

携
局

面

の
特

徴
を

明
ら

か
に

し
た

。

・
都

医
学

研
夏

の
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

 6
3 

名
の

保
健

師
を

対
象

に
「

難
病

保

健
活

動
の

評
価

指
標

（
30

 項
目

）
」

を
用

い
て

自
己

評
価

（
4

段
階

/1
~4

）

に
よ

る
活

動
状

況
を

調
査

し
た

。

(2
)

今
後

の
見

込
み

・
計

画
等

A
LS

全
経

過
追

跡
コ

ホ
ー

ト
の

前
方

視
追

跡
体

制
を

整
え

た
こ

と
に

よ
り

各
症

状
、

特
に

非
運

動
症

状
に

つ
い

て
、

「
い

つ
か

ら
」

生
じ

る
の

か
に

つ

い
て

の
経

時
的

変
化

に
迫

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

。
自

律
神

経
（

H
R

V
）

・
代

謝
変

動
・

非
運

動
症

状
に

つ
い

て
の

変
化

を
捉

え
る

。
後

方
視

追
跡

か

ら
は

、
呼

吸
療

法
と

オ
ピ

オ
イ

ド
利

用
、

慢
性

期
人

工
呼

吸
管

理
設

定
等

ケ

ア
の

指
針

と
な

り
う

る
メ

ル
ク

マ
ー

ル
と

し
て

の
同

定
を

進
め

る
。

療
養

支
援

に
関

し
て

は
、

連
携

の
局

面
に

お
け

る
支

援
の

「
技

と
コ

ツ
」

と
し

て
精

選
し

、
難

病
支

援
従

事
者

や
支

援
機

関
が

難
病

患
者

の
療

養
行

程

に
沿

っ
て

適
切

に
ケ

ア
を

提
供

す
る

指
針

に
貢

献
す

る
。

中
山

優
季

（
医

学
研

）

原
口

道
子

(医
学

研
) 

松
田

千
春

（
医

学
研

）

小
倉

朗
子

(医
学

研
) 

板
垣

ゆ
み

（
医

学
研

）

川
村

佐
和

子
(医

学
研

) 
清

水
俊

夫
(神

経
病

院
) 

小
森

隆
司

(神
経

病
院

) 
木

田
耕

太
(神

経
病

院
) 

森
島

亮
(神

経
病

院
) 

林
健

太
郎

（
神

経
病

院
・

松
沢

病
院

）
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   （二重下線） 都派遣研究員・固有常勤研究員・外部支援常勤研究員 

 

   （一重下線） 非常勤研究員（再雇用研究員含む）・非常勤研究補助員・外部支援非常勤研究員・研修生 

プロジェクト名 ゲノム動態プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 10 件）

1. Karin Hori, Satoshi Yamazaki, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Tomio Ono, Tomohiro Iguchi, Hisao

Masai. (2023) Cdc7 kinase is required for postnatal brain development. Genes to cells.

Oct:28(10):679-693. doi:10.1111/gtc.13059.(査読有)

2. Akiko Tomita, Hiroyuki Sasanuma, Tomoo Owa, Yuka Nakazawa, Mayuko Shimada, Takahiro

Fukuoka, Tomoo Ogi, Shinichiro Nakada. (2023) Inducing multiple nicks promotes interhomolog

homologous recombination to correct heterozygous mutations in somatic cells. Nature

communications. Sep 15:14(1):5607-5607. doi:10.1038/s41467-023-41048-5.

3. Wendi Sun, Kian Leong Lee, Lorenz Poellinger, Hisao Masai, Hiroyuki Kato. (2023) Catalytic

domain-dependent and -independent transcriptional activities of the tumour suppressor histone

H3K27 demethylase UTX/KDM6A in specific cancer types. Epigenetics. Jun 10:18(1).

doi:10.1080/15592294.2023.2222245.(査読有)

4. Tamas Nemeth, Naoko Yoshizawa-Sugata, Agnes Pallier, Youichi Tajima, Yue Ma, Éva Tóth,

Hisao Masai, Yoko Yamakoshi. (2023) Water-Soluble Gd(III) Porphyrin Complexes Capable of

Both Photosensitization and Relaxation Enhancement. Chemical & Biomedical Imaging. May.

doi:10.1021/cbmi.3c00007.(査読有)

5. Naoko Yoshizawa-Sugata, Hisao Masai. (2023) Histone Modification Analysis of Low-

Mappability Regions. Methods in molecular biology (Clifton, N.J.). 2519:163-185.

doi:10.1007/978-1-0716-2433-3_18. (査読有)

6. Youichi Tajima, Futoshi Shibasaki, Hisao Masai. (2024) Cell fusion upregulates PD-L1 expression

for evasion from immunosurveillance. Cancer gene therapy. Jan:31(1):158-173.

doi:10.1038/s41417-023-00693-0. (査読有)

7. Zhiying You, Hao-Wen Hsiao, Chi-Chun Yang, Hidemasa Goto, Hisao Masai. (2024)

Phosphorylation inhibits intramolecular interactions, DNA-binding and protein interactions of

Claspin through disordered/ structured conformation transition. doi:10.1101/2024.01.08.574761.

(査読有)

8. Megan Biller, Sara Kabir, Chkylle Boado, Sarah Nipper, Alexandra Saffa, Ariella Tal, Sydney

Allen, Hiroyuki Sasanuma, Didier Dréau, Cyrus Vaziri, Junya Tomida. (2024) REV7-p53
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   （二重下線） 都派遣研究員・固有常勤研究員・外部支援常勤研究員 

 

   （一重下線） 非常勤研究員（再雇用研究員含む）・非常勤研究補助員・外部支援非常勤研究員・研修生 

プロジェクト名 ゲノム動態プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 10 件）

1. Karin Hori, Satoshi Yamazaki, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Tomio Ono, Tomohiro Iguchi, Hisao

Masai. (2023) Cdc7 kinase is required for postnatal brain development. Genes to cells.

Oct:28(10):679-693. doi:10.1111/gtc.13059.(査読有)

2. Akiko Tomita, Hiroyuki Sasanuma, Tomoo Owa, Yuka Nakazawa, Mayuko Shimada, Takahiro

Fukuoka, Tomoo Ogi, Shinichiro Nakada. (2023) Inducing multiple nicks promotes interhomolog

homologous recombination to correct heterozygous mutations in somatic cells. Nature

communications. Sep 15:14(1):5607-5607. doi:10.1038/s41467-023-41048-5.

3. Wendi Sun, Kian Leong Lee, Lorenz Poellinger, Hisao Masai, Hiroyuki Kato. (2023) Catalytic

domain-dependent and -independent transcriptional activities of the tumour suppressor histone

H3K27 demethylase UTX/KDM6A in specific cancer types. Epigenetics. Jun 10:18(1).

doi:10.1080/15592294.2023.2222245.(査読有)

4. Tamas Nemeth, Naoko Yoshizawa-Sugata, Agnes Pallier, Youichi Tajima, Yue Ma, Éva Tóth,

Hisao Masai, Yoko Yamakoshi. (2023) Water-Soluble Gd(III) Porphyrin Complexes Capable of

Both Photosensitization and Relaxation Enhancement. Chemical & Biomedical Imaging. May.

doi:10.1021/cbmi.3c00007.(査読有)

5. Naoko Yoshizawa-Sugata, Hisao Masai. (2023) Histone Modification Analysis of Low-

Mappability Regions. Methods in molecular biology (Clifton, N.J.). 2519:163-185.

doi:10.1007/978-1-0716-2433-3_18. (査読有)

6. Youichi Tajima, Futoshi Shibasaki, Hisao Masai. (2024) Cell fusion upregulates PD-L1 expression

for evasion from immunosurveillance. Cancer gene therapy. Jan:31(1):158-173.

doi:10.1038/s41417-023-00693-0. (査読有)

7. Zhiying You, Hao-Wen Hsiao, Chi-Chun Yang, Hidemasa Goto, Hisao Masai. (2024)

Phosphorylation inhibits intramolecular interactions, DNA-binding and protein interactions of

Claspin through disordered/ structured conformation transition. doi:10.1101/2024.01.08.574761.

(査読有)

8. Megan Biller, Sara Kabir, Chkylle Boado, Sarah Nipper, Alexandra Saffa, Ariella Tal, Sydney

Allen, Hiroyuki Sasanuma, Didier Dréau, Cyrus Vaziri, Junya Tomida. (2024) REV7-p53
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－ 30 －

interaction inhibits ATM-mediated DNA damage signaling. Cell Cycle. Feb;23(4):339-352. doi: 

10.1080/15384101.2024.2333227. (査読有)

9. Kosuke Yamazaki, Tomohiro Iguchi, Yutaka Kanoh, Kazuto Takayasu, Trinh Thi To Ngo, Ayaka

Onuki, Hideya Kawaji, Shunji Oshima, Tomomasa Kanda, Hisao Masai, Hiroyuki Sasanuma.

(2024) Homologous recombination contributes to the repair of acetaldehyde-induced DNA

damage. Cell Cycle. Feb;23(4):369-384. doi: 10.1080/15384101.2024.2335028. (査読有)

10. Takehiko Shibata, Shukuko Ikawa, Wakana Iwasaki, Hiroyuki Sasanuma, Hisao Masai, Kouji

Hirota. (2024) Homology recognition without double-stranded DNA-strand separation in D-loop

formation by RecA. Nucleic Acids Res. Mar 21;52(5):2565-2577. doi: 10.1093/nar/gkad1260. (査

読有)

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 笹沼博之.「アルコール代謝産物アセトアルデヒドの細胞内動体解析」、研究紀要、公益

財団法人アサヒグループ財団、第 36 巻、2023 年 6 月(査読無)

II. 学会等発表

招待講演 （計 10 件）

1. 正井久雄, 楊其駿, 井口智弘, 田中 卓, 田島陽一, 加納 豊, 渡邊伸昌, 高井裕子, 山﨑航

輔, 小貫彩夏, 鄭婉馨, Hao-Wen Hsiao, Li BINGYI, Ngo Trinh.「染色体決定因子/染色体動

態・維持・機能を決定する多様な因子」（他 13 演題）第 46 回日本分子生物学会年会

2023 年 12 月 6 日～2023 年 12 月 8 日

2. Hisao Masai. Regulation of replication timing and DNA repair by nuclear membrane tethering of

Rif1, 14th isDDRHD 2023, Nov3-Nov5,2023.

3. 正井久雄.「染色体 DNA 複製開始複合体と開始制御メカニズムの新たな展望」第 96 會日

本生化学会大会 2023 年 10 月 31 日～2023 年 11 月 2 日

4. Hisao Masai. G4 binding and oligomerization activities of fission yeast Rif1 protein are required

for long-range regulation of origin fining, Yeast and Life Sciences (CSHA), Oct9-Oct13,2023.

5. Hisao Masai. Association of Rifl w/nuclear membrane is essential for genome-wide replication

timing regulation, CSHL meeting on Eukaryotic DNA Replication & Genome Maintenance, Sep5-

Sep9,2023.

6. 正井久雄.「転写が誘導する DNA 複製系の生物学的、進化的意義」第 19 回大腸菌研究会

2023 年 6 月 29 日～2023 年 6 月 30 日
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7. Hisao Masai, Tomohiro Iguchi. Association of Rif1 with nuclear membrane is essential for

genome-wide replication timing regulation （他 1 演題）The 27th 3R Workshop, June5-

June7,2023.

8. Hisao Masai, Yutaka Kanoh. Regulation of replication timing and nuclear localization of chromatin

by Fission yeast Rif1 protein （他 1 演題）The 11th International Fission Yeast

Meeting(POMBE2023), May28-June2,2023.

9. 笹沼博之. “BRCA1 promotes repair of estrogen-induced and, topoisomerase II-dependent DNA

double-strand breaks” JOHBOC(日本遺伝性乳がん卵巣がん症候群学会)総会、シンポジウ

ム、東京、5 月、2023 年

10. 笹沼博之. “エストロゲンによる DNA 損傷修復には、BRCA1 を必要とする”、乳癌

UptoDate, 第一三共株式会社主催臨床カンファレンス、東京、9 月、2023 年

その他 （計 0 件）自由掲載

なし

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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7. Hisao Masai, Tomohiro Iguchi. Association of Rif1 with nuclear membrane is essential for

genome-wide replication timing regulation （他 1 演題）The 27th 3R Workshop, June5-

June7,2023.

8. Hisao Masai, Yutaka Kanoh. Regulation of replication timing and nuclear localization of chromatin

by Fission yeast Rif1 protein （他 1 演題）The 11th International Fission Yeast

Meeting(POMBE2023), May28-June2,2023.

9. 笹沼博之. “BRCA1 promotes repair of estrogen-induced and, topoisomerase II-dependent DNA

double-strand breaks” JOHBOC(日本遺伝性乳がん卵巣がん症候群学会)総会、シンポジウ

ム、東京、5 月、2023 年

10. 笹沼博之. “エストロゲンによる DNA 損傷修復には、BRCA1 を必要とする”、乳癌

UptoDate, 第一三共株式会社主催臨床カンファレンス、東京、9 月、2023 年

その他 （計 0 件）自由掲載

なし

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 難聴プロジェクト 

 
I. 論文等発表 

原著論文 （計 4 件）  

1. Hiroko Beppu, Tatsuya Fukuda, Naoya Otsubo, Taro Akihisa, Tomoko Kawanishi, Toshie Ogawa, 

Yasutomo Abe, Mariko Endo, Tomohide Hanawa, Chise Sugita, Yoshiaki Kikkawa, Tetsuya 

Yamada, Sachiko Wakai. (2024) Comparative outcomes of hemodialysis patients facing pre-

Omicron and Omicron COVID-19 epidemics. Therapeutic apheresis and dialysi. Feb:28(1):51-

60. doi:10.1111/1744-9987.14067. (査読有) 

2. Xuehan Hou, Shumpei P Yasuda, Midori Yamaguchi, Sari Suzuki, Yuta Seki, Takafumi Ouchi, 

Ting Mao, Ornjira Prakhongcheep, Hiroshi Shitara, Yoshiaki Kikkawa. (2023) Impacts of an age-

related hearing loss allele of cadherin 23 on severity of hearing loss in ICR and NOD/Shi mice. 

Biochemical and Biophysical Research Communications. Sep:24.674:147-153. 

doi:10.1016/j.bbrc.2023.07.003. (査読有) 

3. Sakiko Toyama, Tomoko Honda, Sadahiro Iwabuchi, Shinichi Hashimoto, Kenzaburo Yamaji, 

Yuko Tokunaga, Yusuke Matsumoto, Hideya Kawaji, Takashi Miyazaki, Yoshiaki Kikkawa, 

Michinori Kohara. (2023) Application of spatial transcriptomics analysis using the Visium system 

for the mouse nasal cavity after intranasal vaccination. Frontiers in Immunology. 14:1209945-

1209945. doi:10.3389/fimmu.2023.1209945. (査読有) 

4. Hiroko Beppu, Tatsuya Fukuda, Naoya Otsubo, Tomoko Kawanishi, Toshie Ogawa, Yasutomo 

Abe, Mariko Endo, Tomohide Hanawa, Chise Sugita, Yoshiaki Kikkawa, Shuji Hatakeyama, 

Tetsuya Yamada, Sachiko Wakai. (2023) Serum chemokine CC-motif ligand 17 is a predictive 

marker of severe COVID-19 in haemodialysis patients: A retrospective observational study. 

Nephrology (Carlton, Vic.). Apr:28(4):240-248. doi:10.1111/nep.14151. (査読有) 

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件） 

1.  安田俊平, 吉川欣亮. (2023) 遺伝子異常による難聴 －遺伝子異常による内耳有毛細胞異

常とその病態の動物モデルについて. Clinical Neuroscience, 41(6), 810-813. (査読無) 

 
 
 
 
 
 

II. 学会等発表 

招待講演 （計 1 件） 

1. 安田俊平. MSM マウスの加齢性難聴抵抗性の遺伝学的解明. 第 33 回モロシヌス研究会, 

2023.11.22. ユニトピアささやま, 丹波篠山. 

その他 （計 5 件）自由掲載 

1. 安田俊平, 侯 雪含, Ornjira Prakhongcheep, 毛 霆, 吉川欣亮. カドヘリン 23 遺伝子の ahl

アレルは騒音曝露後のマウスの聴力回復に影響する. 第 33 回モロシヌス研究会. 

2023.11.22. ユニトピアささやま, 丹波篠山. 

2. 吉川欣亮, 侯 雪含, 安田俊平. カドヘリン 23 遺伝子のハイポモルフアレルは騒音曝露後

のマウスの聴力回復に影響する．第 33 回日本耳科学会総会・学術講演会, 2023.11.4, G メ

ッセ群馬, 高崎. 

3. 関 優太, 安田俊平, 吉川欣亮. マウス Myosin VI の p.E461K 変異の顕性効果は低周波音域

で早期不動毛変性を引き起こす．第 33 回日本耳科学会総会・学術講演会, 2023.11.4, G メ

ッセ群馬, 高崎. 

4. 安田俊平, 関 優太, 侯 雪含, 吉川欣亮. MSM/Ms マウス由来 ahl10 ゲノム領域の置換は

C57BL/6J マウスの加齢性難聴の発症を長期的に抑制する．第 33 回日本耳科学会総会・

学術講演会, 2023.11.2, G メッセ群馬, 高崎. 

5. 吉川欣亮, 侯 雪含, 毛 霆, Ornjira Prakhongcheep, 安田俊平. カドヘリン 23 の遺伝子型は

マウスの騒音外傷による難聴からの回復と関連する．第 70 回日本実験動物学会総会．

2023.5.24, つくば国際会議場, つくば. 

 
III. その他の発表（計 1 件） 

1. 吉川欣亮. 難聴の原因解明と治療法の開発を目指す. 都立戸山高校戸山高校チーム・メデ

ィカル講演会. 2023.11.13, 戸山高校, 東京. 

 
IV. 特記事項 

1. 安田俊平.：森脇和郎賞受賞. 第 33 回モロシヌス研究会, 2023.11.22. ユニトピアささやま,

丹波篠山. 
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II. 学会等発表 

招待講演 （計 1 件） 

1. 安田俊平. MSM マウスの加齢性難聴抵抗性の遺伝学的解明. 第 33 回モロシヌス研究会, 

2023.11.22. ユニトピアささやま, 丹波篠山. 

その他 （計 5 件）自由掲載 

1. 安田俊平, 侯 雪含, Ornjira Prakhongcheep, 毛 霆, 吉川欣亮. カドヘリン 23 遺伝子の ahl

アレルは騒音曝露後のマウスの聴力回復に影響する. 第 33 回モロシヌス研究会. 

2023.11.22. ユニトピアささやま, 丹波篠山. 

2. 吉川欣亮, 侯 雪含, 安田俊平. カドヘリン 23 遺伝子のハイポモルフアレルは騒音曝露後

のマウスの聴力回復に影響する．第 33 回日本耳科学会総会・学術講演会, 2023.11.4, G メ

ッセ群馬, 高崎. 

3. 関 優太, 安田俊平, 吉川欣亮. マウス Myosin VI の p.E461K 変異の顕性効果は低周波音域

で早期不動毛変性を引き起こす．第 33 回日本耳科学会総会・学術講演会, 2023.11.4, G メ

ッセ群馬, 高崎. 

4. 安田俊平, 関 優太, 侯 雪含, 吉川欣亮. MSM/Ms マウス由来 ahl10 ゲノム領域の置換は

C57BL/6J マウスの加齢性難聴の発症を長期的に抑制する．第 33 回日本耳科学会総会・

学術講演会, 2023.11.2, G メッセ群馬, 高崎. 

5. 吉川欣亮, 侯 雪含, 毛 霆, Ornjira Prakhongcheep, 安田俊平. カドヘリン 23 の遺伝子型は

マウスの騒音外傷による難聴からの回復と関連する．第 70 回日本実験動物学会総会．

2023.5.24, つくば国際会議場, つくば. 

 
III. その他の発表（計 1 件） 

1. 吉川欣亮. 難聴の原因解明と治療法の開発を目指す. 都立戸山高校戸山高校チーム・メデ

ィカル講演会. 2023.11.13, 戸山高校, 東京. 

 
IV. 特記事項 

1. 安田俊平.：森脇和郎賞受賞. 第 33 回モロシヌス研究会, 2023.11.22. ユニトピアささやま,

丹波篠山. 
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プロジェクト名 カルパインプロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 1 件）

1. Koichi Ojima, Shoji Hata, Fumiko Shinkai-Ouchi, Yasuko Ono, Susumu Muroya. (2023) Calpain-

3 not only proteolyzes calpain-1 and -2 but also is a substrate for calpain-1 and -2. Journal of

biochemistry. 174 (5): 421-431. doi:10.1093/jb/mvad057.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 0 件）

なし

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 野口あや, 秦勝志, 土屋光, 設楽浩志, 田中啓二, 佐伯泰, 小野弥子.：ユビキチン‐カル

パイン系による新規 E-カドヘリン代謝経路．第 96 回日本生化学会大会 指定演題

(2023.11.2, 福岡).

その他 （計 1 件）自由掲載

1. 入江敦, 小野弥子.：カルパイン 7 は筋芽細胞分化を抑制する．日本薬学会第 144 年会

(2024.3.30, 横浜)

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 幹細胞プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1. Rin Miyajima, Kosuke Tanegashima, Naoto Naruse, Masaya Denda, Takahiko Hara, Akira Otaka.

(2024) Identification of low-density lipoprotein receptor-related protein 1 as a CXCL14 receptor

using chemically synthesized tetrafunctional probes. ACS Chemical Biology. Jan 30:19:551-562.

doi:10.1021/acschembio.3c00717.

2. Kenji Kitajima, Minako Shingai, Hikaru Ando, Takahiko Hara. (2023) FLT3 signaling augments

macrophage production from human pluripotent stem cells. International Immunology. Dec

18:36(3):99-110. doi:10.1093/intimm/dxad047.

3. Tomoya Higashi, Chihiro Yoshida, Yoshifumi Hachiro, Chihiro Nakata, Azusa Takechi, Takuya

Yagi, Kazuya Miyashita, Nobuo Kitada, Rika Obata, Takashi Hirano, Takahiko Hara, Shojiro A.

Maki. (2023) Synthesis and anti-tumor activities in human leukemia-derived cells of

polyenylpyrroles with a methyl group at the conjugated polyene terminus. Bioorganic &

Medicinal Chemistry Letters. Oct.:95:129471-129471. doi:10.1016/j.bmcl.2023.129471.

4. Kazuya Miyashita, Takuya Yagi, Noritaka Kagaya, Azusa Takechi, Chihiro Nakata, Risa Kanda,

Hideko Nuriya, Kosuke Tanegashima, Shota Hoyano, Fumiya Seki, Chihiro Yoshida, Yoshifumi

Hachiro, Tomoya Higashi, Nobuo Kitada, Takashi Toya, Takeshi Kobayashi, Yuho Najima,

Susumu Goyama, Shojiro A. Maki, Toshio Kitamura, Noriko Doki, Kazuo Shin-ya, Takahiko Hara.

(2023) Identification of compounds that preferentially suppress the growth of T-cell acute

lymphoblastic leukemia-derived cells. Cancer Science. Jul 31:114(10):4032-4040.

doi:10.1111/cas.15918.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 原 孝彦, 種子島幸祐.「体内時計とケモカイン」(2023) 北隆館. Precision Medicine, 6: 354-

357. 

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 種子島幸祐.「概日リズムと CXCL14/bacterial DNA/TLR9 経路による皮膚の細菌過剰増殖

に対する保護機構」招待講演 第 101 回日本生理学会 2024 年 3 月 28 日～29 日
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プロジェクト名 幹細胞プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1. Rin Miyajima, Kosuke Tanegashima, Naoto Naruse, Masaya Denda, Takahiko Hara, Akira Otaka.

(2024) Identification of low-density lipoprotein receptor-related protein 1 as a CXCL14 receptor

using chemically synthesized tetrafunctional probes. ACS Chemical Biology. Jan 30:19:551-562.

doi:10.1021/acschembio.3c00717.

2. Kenji Kitajima, Minako Shingai, Hikaru Ando, Takahiko Hara. (2023) FLT3 signaling augments

macrophage production from human pluripotent stem cells. International Immunology. Dec

18:36(3):99-110. doi:10.1093/intimm/dxad047.

3. Tomoya Higashi, Chihiro Yoshida, Yoshifumi Hachiro, Chihiro Nakata, Azusa Takechi, Takuya

Yagi, Kazuya Miyashita, Nobuo Kitada, Rika Obata, Takashi Hirano, Takahiko Hara, Shojiro A.

Maki. (2023) Synthesis and anti-tumor activities in human leukemia-derived cells of

polyenylpyrroles with a methyl group at the conjugated polyene terminus. Bioorganic &

Medicinal Chemistry Letters. Oct.:95:129471-129471. doi:10.1016/j.bmcl.2023.129471.

4. Kazuya Miyashita, Takuya Yagi, Noritaka Kagaya, Azusa Takechi, Chihiro Nakata, Risa Kanda,

Hideko Nuriya, Kosuke Tanegashima, Shota Hoyano, Fumiya Seki, Chihiro Yoshida, Yoshifumi

Hachiro, Tomoya Higashi, Nobuo Kitada, Takashi Toya, Takeshi Kobayashi, Yuho Najima,

Susumu Goyama, Shojiro A. Maki, Toshio Kitamura, Noriko Doki, Kazuo Shin-ya, Takahiko Hara.

(2023) Identification of compounds that preferentially suppress the growth of T-cell acute

lymphoblastic leukemia-derived cells. Cancer Science. Jul 31:114(10):4032-4040.

doi:10.1111/cas.15918.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 原 孝彦, 種子島幸祐.「体内時計とケモカイン」(2023) 北隆館. Precision Medicine, 6: 354-

357. 

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 種子島幸祐.「概日リズムと CXCL14/bacterial DNA/TLR9 経路による皮膚の細菌過剰増殖

に対する保護機構」招待講演 第 101 回日本生理学会 2024 年 3 月 28 日～29 日
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その他 （計 10 件）自由掲載

1. 種子島幸祐. Fine tuning of TLR9 signaling triggered by CpG DNA-CXCL14 complex is mediated

by Immunoglobulin superfamily proteins and scavenger receptors. 口頭発表 第 52 回日本免疫

学会学術総会 2024 年 1 月 17 日～19 日

2. 北島健二. Enhanced production of macrophages from human induced pluripotent stem cells by

exogenous FLT3 activation. 第 52 回日本免疫学会年会 2024 年 1 月 17 日～18 日

3. 関 文哉, 保屋野翔太, 中田千尋, 東 智也, 北田昇雄, 牧 昌次郎, 原 孝彦. 「急性 T リン

パ芽球性白血病細胞を特異的に死滅させる化合物の作用機序」口頭発表 第 46 回日本分

子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

4. 鈴木輝彦, 山川真奈, 岡田 茜, 香月加奈子, 阿部智志, 原 孝彦, 香月康宏. 「染色体工学

技術応用(6)：新規遺伝子搭載技術を用いたヒト／マウス人工染色体への人工配列の構築」

第 46 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

5. 高木理子, 鈴木輝彦, 原 孝彦. 「RNA ヘリカーゼ DDX1 の tRNA スプライシングへの関

与」 第 46 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

6. 安藤 輝, 真貝美奈子, 北島健二, 原 孝彦. 「ヒト人工多能性幹細胞から造血幹細胞への

試験管内大量増幅の試み」第 45 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

7. 高橋 陸, 斎藤理佐, 種子島幸祐, 原 孝彦. 「ケモカイン CXCL14 と Ig superfamily タンパ

クによる二重鎖 DNA の細胞内送達」第 45 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～

8 日

8. 細谷朋輝, 東 智也, 関 文哉, 保屋野翔太, 原 孝彦, 北田 昇雄, 平野 誉, 牧 昌次郎.

「がん種選択的な抗腫瘍活性を有する新規ビフェニルビニルピロール類縁体の開発」第

45 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

9. 東 智也, 関 文哉, 保屋野翔太, 明石哲行, 北田昇雄, 平野 誉, 旦 慎吾, 原 孝彦, 牧 昌

次郎. 「抗急性 T リンパ芽球性白血病活性を有する天然物類縁体の開発」第 45 回日本分

子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日～8 日

10. 小松谷啓介, 菊池紀仁, 小倉 潔, 川島育夫, 平林哲也, 酒井祥太, 深澤征義, 花田賢太郎,

長田直樹, 種子島幸祐, 原 孝彦, 笠原浩二. 「SARS-CoV-2 の脂質ラフトを介した細胞侵

入機構の解明」第 65 回日本脂質生化学会年会 2023 年 6 月 8 日～9 日

- 36 -

III. その他の発表（計 2 件）

1. 原 孝彦.「健康長寿を支える血液の働き」医学研セミナー（老化と健康シリーズ 2）2024

年 2 月 9 日

2. 原 孝彦.「新しい白血病治療薬の実現に向けて」電気通信大学研究開発セミナー2023 年

6 月 9 日

IV. 特記事項

1. 鈴木輝彦, 原 孝彦. 特許出願「MHC 遺伝子群欠損動物細胞」2023 年 9 月 11 日 出願番号

2023-148710.

2. 原 孝彦. Frontiers in Cell and Developmental Biology, Associate Editor

3. 原 孝彦. 東京医科歯科大学大学院・医歯学総合研究科「都医学研疾患分子生物学」連携

教授・分野長、東京都立大学大学院・理学研究科生命科学専攻「幹細胞制御学」連携教授、

および大学院生 8 名を指導.

4. 原 孝彦. 中央大学理工学部 講義「エイジング生物学」2023 年 4 月~7 月

5. 原 孝彦. 香川県立観音寺第一高校 東京研修「がん細胞の研究を体験してみよう」2023 年

12 月 14 日

6. 原 孝彦. 東京都北区区民大学「正常細胞とがん細胞の違いを探してみよう」2023 年 10 月

6 日

7. 原 孝彦. 東京都北区区民大学「健康に暮らすためのヒント」2023 年 9 月 29 日

8. 原 孝彦. 東京都北区スーパーサイエンススクール「がん細胞の研究を体験してみよう」

2023 年 7 月 31 日

- 37 -
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III. その他の発表（計 2 件）

1. 原 孝彦.「健康長寿を支える血液の働き」医学研セミナー（老化と健康シリーズ 2）2024

年 2 月 9 日

2. 原 孝彦.「新しい白血病治療薬の実現に向けて」電気通信大学研究開発セミナー2023 年

6 月 9 日

IV. 特記事項

1. 鈴木輝彦, 原 孝彦. 特許出願「MHC 遺伝子群欠損動物細胞」2023 年 9 月 11 日 出願番号

2023-148710.

2. 原 孝彦. Frontiers in Cell and Developmental Biology, Associate Editor

3. 原 孝彦. 東京医科歯科大学大学院・医歯学総合研究科「都医学研疾患分子生物学」連携

教授・分野長、東京都立大学大学院・理学研究科生命科学専攻「幹細胞制御学」連携教授、

および大学院生 8 名を指導.

4. 原 孝彦. 中央大学理工学部 講義「エイジング生物学」2023 年 4 月~7 月

5. 原 孝彦. 香川県立観音寺第一高校 東京研修「がん細胞の研究を体験してみよう」2023 年

12 月 14 日

6. 原 孝彦. 東京都北区区民大学「正常細胞とがん細胞の違いを探してみよう」2023 年 10 月

6 日

7. 原 孝彦. 東京都北区区民大学「健康に暮らすためのヒント」2023 年 9 月 29 日
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neuroscience. doi:10.3389/fnins.2023.1085082.(査読有)

3. Masashi Mizuguchi, Akiko Shibata, Mariko Kasai, Ai Hoshino. (2023) Genetic and environmental

risk factors of acute infection-triggered encephalopathy. Frontiers in neuroscience.

doi:10.3389/fnins.2023.1119708. (査読有)

4. Asako Horino-Shimizu, Kengo Moriyama, Takayuki Mori, Kuniko Kohyama, Yasumasa Nishito,

Hiroshi Sakuma. (2023) Lipocalin-2 production by astrocytes in response to high concentrations of

glutamate. Brain Research.Sep:1815:148463-148463. doi:10.1016/j.brainres.2023.148463.

5. Misato Tsuboi, Yoshitaka Nakamura, Hiroshi Sakuma. (2023) Direct effect of 2-palmitoyl glycerol

on promotion of gamma aminobutyric acid synthesis in normal human fetal-derived astrocytes.

FEBS open bio.Jul:13(7):1320-1320. doi:10.1002/2211-5463.13649.T

6. Kengo Moriyama, Asako Horino, Kuniko Kohyama, Yasumasa Nishito, Tomohiro Morio, Hiroshi

Sakuma. (2024) Oxygen-Glucose Deprivation Increases NR4A1 Expression and Promotes Its

Extranuclear Translocation in Mouse Astrocytes. Brain sciences.Feb 29:14(3).

doi:10.3390/brainsci14030244.

7. Kuniko Kohyama, Hiroya Nishida, Kimihiko Kaneko, Tatsuro Misu, Ichiro Nakashima, Hiroshi

Sakuma. (2023) Complement-dependent cytotoxicity of human autoantibodies against myelin

oligodendrocyte glycoprotein. Frontiers in neuroscience.17:1014071-1014071.

doi:10.3389/fnins.2023.1014071.

- 52 -

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 0 件）

なし

II. 学会等発表

招待講演 （計 4 件）
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1. Sakuma H. Infection-triggered encephalopathy syndrome as a differential diagnosis of 

autoimmune encephalitis. 16th Asian and Oceanian Congress of Child Neurology. 2023.8.4-6 

(8.6), Bangkok, Thailand.

2. Sakuma H. Immunotherapy in autoimmune encephalitis. 16th Asian and Oceanian Congress of 

Child Neurology. 2023.8.4-6 (8.6), Bangkok, Thailand.

3. 佐久間啓．小児の自己免疫性脳炎と自己抗体．シンポジウム「我が国の出血性ショック

脳症症候群(HSES)を再考する」．第 65 回日本小児神経学会学術集会．2023.5.25〜27 

(5.26). 岡山

4. 佐久間啓．COVID‒19関連出血性ショック脳症症候群．委員会主催セミナー「小児免疫

性神経疾患の臨床と病態 update」．第 65 回日本小児神経学会学術集会．2023.5.25〜27 

(5.25). 岡山

その他 （計 0 件）自由掲載

なし

III. その他の発表（計 1 件）

1. 佐久間啓．「抗 myelin oligodendrocyte glycoprotein (MOG) 抗体関連疾患の臨床」慶應ニュ

ーロサイエンス研究会．2023.10.7. 慶應大学．東京

IV. 特記事項

1.  佐久間啓. 令和５年度東京都保険医療局長賞，職務発明部門．「小児の炎症・免疫性神経

疾患の実態解明と診療の標準化」2024.2.16. 
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プロジェクト名 脳神経回路形成プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 6 件）

1. Yuichiro Hara, Takuma Kumamoto, Naoko Yoshizawa-Sugata, Kumiko Hirai, Song Xianghe,

Hideya Kawaji, Chiaki Ohtaka-Maruyama. (2023) Spatial transcriptome of developmental mouse

brain reveals temporal dynamics of gene expressions and heterogeneity of the claustrum. bioRxiv

doi:10.1101/2023.04.12.536360.

2. Karin Hori, Satoshi Yamazaki, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Tomio Ono, Tomohiro Iguchi, Hisao

Masai. (2023) Cdc7 kinase is required for postnatal brain development. Genes to Cells. 28, 679-

693.doi: 10.1111/gtc.13059.（査読有）

3. Sayaka Hirai, Hideki Miwa, Hiroko Shimbo, Keisuke Nakajima, Masahiro Kondo, Tomoko

Tanaka, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Shinobu Hirai, Haruo Okado. (2023) The mouse model of

intellectual disability by ZBTB18/RP58 haploinsufficiency shows cognitive dysfunction with

synaptic impairment. Mol Psychiatry, 6, 2370-2381 doi:10.1038/s41380-023-01941-3.（査読

有）

4. Tomokazu Tsurugizawa, Takuma Kumamoto, Yoshichika Yoshioka. (2023) Micro-magnetic

resonance imaging of ex vivo mouse embryos with potato starch suspension. STAR

Protocols.Sep:4(3):102483-102483. doi:10.1016/j.xpro.2023.102483.(査読有)

5. Saori Yano-Nashimoto, Anna Truzzi, Kazutaka Shinozuka, Ayako Y Murayama, Takuma Kurachi,

Keiko Moriya-Ito, Hironobu Tokuno, Eri Miyazawa, Gianluca Esposito, Hideyuki Okano, Katsuki

Nakamura, Atsuko Saito, Kumi O Kuroda. (2024) Anxious about rejection, avoidant of neglect:

Infant marmosets tune their attachment based on individual caregiver's parenting style.

Communications biology.Feb 20:7(1):212-212. doi:10.1038/s42003-024-05875-6.(査読有)

6. Eriko Nakato, Keisuke Kamimura, Collin Knudsen, Suzuka Masutani, Masahiko Takemura,

Yoshiki Hayashi, Takuya Akiyama, Hiroshi Nakato. (2023) Differential heparan sulfate-

dependency of the Drosophila glypicans. Journal of Biological Chemistry. Dec.

doi:10.1016/j.jbc.2023.105544. (査読有)

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 丸山千秋. 大脳新皮質発生の分子機構―サブプレートニューロンと大脳新皮質進化

(2023) Clinical Neuroscience 「脳の進化―多様性と可能性」vol.41 No.12 中外医学社 (2023

年 12 月号)
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II. 学会等発表

招待講演 （計 23 件）

【講 演 （計 4 件）】

1. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Function and evolution of subplate neurons(SpNs) in the formation of

cortical neural circuits. 第 38 回熊本医学・生物化学国際シンポジウム 2023 年 12 月 14 日～

15 日

2. Chiaki Ohtaka-Maruyama. The molecular mechanisms underlying the expansion of the primate

subplate layer during the evolution of the cerebral cortex. 53th Annual Meeting of the Society for

Neuroscience, Nov11-Nov15,2023.

3. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Molecular mechanisms underlying the subplate layer expansion in

primates during brain evolution. Evolution and Development of the Mammalian Brains,

Jun26,2023.

4. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Comparative analysis of neocortical subplate using spatial

transcriptomics. Cortical Evolution 2023, Jun21-Jun22,2023.

【一般口頭（計 2 件）】

5. 隈元拓馬.「哺乳類大脳新皮質におけるサブプレートニューロン獲得の進化的考察」第 46

回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日〜8 日

6. 森岡歩夢, 阿知波ひとみ, 神村圭亮, 丸山千秋.「発生期大脳皮質における Hs3st4(HS 鎖-

3O - 硫酸基転移酵素）の機能 （「Function of Hs3st4 in subplate neuron in development

cerebral  cortex」）第 42 回日本糖質学会 2023 年 9 月 7 日～9 日

【一般ポスター（計 17 件）】

7. Yasuhiro Matsumura, Kumiko Hirai, Keiko Moriya-Ito, Hiromi Achiwa, Mayumi Okamoto,

Chiaki Ohtaka-Maruyama. Is ST18 a key regulator to expand the subplate layer in primates? 第

38 回熊本医学・生物化学国際シンポジウム 2023 年 12 月 14 日～15 日

8. 宋祥赫, 畠中由美⼦, 笹沼博之, 川路英哉, 福⽥公⼦, 丸⼭千秋.「⼤脳新⽪質の層形成過

程における DNA 損傷とその修復」第 46 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日〜8
日

9. Ayumu Morioka, Chiaki Ohtaka-Maruyama. PSTR005.07/C2-Function of Hs3st4 in subplate

neuron in developmental cortex. 53th Annual Meeting of the Society for Neuroscience, Nov11-

Nov15,2023.

10. Keisuke Kamimura, Aiko Odajima, Hiroshi Nakato, Chiaki Ohtaka-Maruyama. Roles of glypican

and heparan sulfate modifying enzymes in synaptic plasticity at the Drosophila neuromuscular
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II. 学会等発表

招待講演 （計 23 件）

【講 演 （計 4 件）】

1. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Function and evolution of subplate neurons(SpNs) in the formation of

cortical neural circuits. 第 38 回熊本医学・生物化学国際シンポジウム 2023 年 12 月 14 日～

15 日

2. Chiaki Ohtaka-Maruyama. The molecular mechanisms underlying the expansion of the primate

subplate layer during the evolution of the cerebral cortex. 53th Annual Meeting of the Society for

Neuroscience, Nov11-Nov15,2023.

3. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Molecular mechanisms underlying the subplate layer expansion in

primates during brain evolution. Evolution and Development of the Mammalian Brains,

Jun26,2023.

4. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Comparative analysis of neocortical subplate using spatial

transcriptomics. Cortical Evolution 2023, Jun21-Jun22,2023.

【一般口頭（計 2 件）】

5. 隈元拓馬.「哺乳類大脳新皮質におけるサブプレートニューロン獲得の進化的考察」第 46

回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日〜8 日

6. 森岡歩夢, 阿知波ひとみ, 神村圭亮, 丸山千秋.「発生期大脳皮質における Hs3st4(HS 鎖-

3O - 硫酸基転移酵素）の機能 （「Function of Hs3st4 in subplate neuron in development

cerebral  cortex」）第 42 回日本糖質学会 2023 年 9 月 7 日～9 日

【一般ポスター（計 17 件）】

7. Yasuhiro Matsumura, Kumiko Hirai, Keiko Moriya-Ito, Hiromi Achiwa, Mayumi Okamoto,

Chiaki Ohtaka-Maruyama. Is ST18 a key regulator to expand the subplate layer in primates? 第

38 回熊本医学・生物化学国際シンポジウム 2023 年 12 月 14 日～15 日

8. 宋祥赫, 畠中由美⼦, 笹沼博之, 川路英哉, 福⽥公⼦, 丸⼭千秋.「⼤脳新⽪質の層形成過

程における DNA 損傷とその修復」第 46 回日本分子生物学会年会 2023 年 12 月 6 日〜8
日

9. Ayumu Morioka, Chiaki Ohtaka-Maruyama. PSTR005.07/C2-Function of Hs3st4 in subplate

neuron in developmental cortex. 53th Annual Meeting of the Society for Neuroscience, Nov11-

Nov15,2023.

10. Keisuke Kamimura, Aiko Odajima, Hiroshi Nakato, Chiaki Ohtaka-Maruyama. Roles of glypican

and heparan sulfate modifying enzymes in synaptic plasticity at the Drosophila neuromuscular
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junction. Glycobiology 2023: Transformative Advances in the Biological Functions of Glycans 

Nov 5-Nov 8, 2023. 

11. 神村圭亮, 小田嶋愛子, 丸山千秋.「シナプス可塑性におけるグリピカンとへパラン硫酸

修飾酵素の機能解析」（「Roles of glypican and heparan sulfate modifying enzymes in synaptic

plasticity」）第 96 回日本生化学会大会 2023 年 10 月 31 日〜11 月 2 日

12. 阿知波ひとみ, 伊東恭子, 矢迫 毅, 吉沢直子, 夫 律子, 原雄一郎, 川路英哉, 多賀厳太郎,

丸山千秋.「ヒト胎児脳における細胞構築と遺伝子発現」日本赤ちゃん学会第 23 回学術

集会 2023 年 8 月 4 日〜6 日

13. 隈元拓馬, 野口友理佳, 片山涼香, 眞田莉花, 丸山千秋.「CTGF 陽性サブプレートニュー

ロンの細胞運命決定のメカニズム」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

14. 松村泰宏, 丸山千秋.「霊長類とマウスでのサブプレートマーカー遺伝子の比較解析」第

46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

15. 森岡歩夢, 阿知波ひとみ, 丸山千秋.「発生期大脳皮質におけるヘパラン硫酸 3-O 硫酸基

転移酵素（Hs3st4)の発現と機能」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

16. 和田京介, 隈元拓馬, 丸山千秋.「ニワトリとマウス発生期大脳形成過程における神経細

胞移動様式の比較解析」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

17. 片山涼香, 隈元拓馬, 丸山千秋, 花嶋かりな.「鳥類大脳における感覚入力細胞産生メカニ

ズムの解析」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

18. 野村 遥, 丸山千秋.「ジフテリア毒素）（DT)とその受容体（DTR)の発現制御系を用い

た、マウス大脳皮質サブプレートニューロン（SpN)細胞死誘導制御モデルマウス作成の

試み」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

19. 杉田祐輔, 守屋敬子, 丸山千秋.「サブプレートニューロンは生後発達過程におけるサブ

タイプ特異的な減少と生存傾向を示す」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4

日

20. 野口友理佳, 隈元拓馬, 丸山千秋.「哺乳類の大脳皮質におけるサブプレートニューロン

の早期マーカーの同定」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月 1 日～4 日

21. 阿知波ひとみ, 森岡歩夢, 隈元拓馬, 由良 敬, 原雄一郎, 川路英哉, 丸山千秋.「胎生期マ

ウスサブプレートニューロンのサブタイプ同定」第 46 回日本神経科学学会 2023 年 8 月

1 日～4 日

22. Takuma Kumamoto, Yurika Noguchi, Ryoka Katayama, Rika Sanada, Chiaki Ohtaka-Maruyama.

Mechanisms of CTGF-positive subplate neuron specification during cortical development and

evolution. Cortical Evolution 2023, Jun21-Jun22,2023.
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23. Kyosuke Wada, Takuma Kumamoto, Chiaki Ohtaka-Maruyama. Comparative analysis of neuronal

migration in the developing brains of birds and mammals. Cortical Evolution 2023, Jun21-

Jun22,2023.

その他 （計 27 件）自由掲載

1. 和田京介, 隈元拓馬, 丸山千秋.「鳥類と哺乳類の神経細胞移動の比較解析から、保存さ

れた大脳進化のメカニズムを探索する」第 17 回神経発生討論会・第 20 回成体脳のニュ

ーロン新生 合同大会 2024 年 3 月 8 日～9 日

2. 杉田祐輔, 守屋敬子, 花嶋かりな, 丸山千秋.「マウス発生期大脳皮質における早生まれの

サブプレートニューロンは生後残存し、成体 6b 層に局在する」第 17 回神経発生討論

会・第 20 回成体脳のニューロン新生 合同大会 2024 年 3 月 8 日～9 日

3. 守屋敬子, 鈴木穣, 丸山千秋.「コモンマーモセット大脳皮質発生におけるサブプレート

層の系統学的特性」第 13 回マーモセット研究会 2024 年 2 月 20 日～21 日

4. 松村泰宏.「大脳皮質形成におけるサブプレート（SP）層の役割とその進化」生理研研究

会（胎児脳 2024）2024 年 2 月 16 日～17 日

5. 片山涼香.「鳥類大脳における感覚入力細胞産生メカニズムの解析」生理研研究会（胎児

脳 2024）2024 年 2 月 16 日～17 日

6. 丸山千秋.「サブプレート神経活動のダイナミズムによる脳神経回路の発達機構」【AMED

早期ライフ】領域会議 2024 年 1 月 10 日～12 日

7. 畠中由美子, 丸山千秋.「サブプレートニューロンサブタイプ決定とその発生時期の関

係」【AMED 早期ライフ】領域会議 2024 年 1 月 10 日～12 日

8. 松村泰宏, 平井久美子, 守屋敬子, 阿知波ひとみ, 岡本真由美, 丸山千秋.「転写因子 ST18

は霊長類でのサブプレート層の拡大化に寄与する」【AMED 早期ライフ】領域会議 2024

年 1 月 10 日～12 日

9. 守屋敬子, 丸山千秋.「マーモットを用いた脳進化におけるサブプレート層拡大のメカニ

ズム」2023 年度「先進ゲノム支援」拡大班会議 2023 年 12 月 25 日～26 日

10. 隈元拓馬, 丸山千秋.「発生期のニワトリ大脳におけるグリア細胞発現様式」第 47 回鳥類

内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日

11. 和田京介, 隈元拓馬, 丸山千秋.「鳥類と哺乳類の神経細胞移動の比較解析から、大脳進

化のメカニズムを考察する」第 47 回鳥類内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日

12. 片山涼香, 隈元拓馬, 丸山千秋, 花嶋かりな.「鳥類大脳における感覚入力細胞産生メカニ

ズムの解析」第 47 回鳥類内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日
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23. Kyosuke Wada, Takuma Kumamoto, Chiaki Ohtaka-Maruyama. Comparative analysis of neuronal

migration in the developing brains of birds and mammals. Cortical Evolution 2023, Jun21-

Jun22,2023.

その他 （計 27 件）自由掲載

1. 和田京介, 隈元拓馬, 丸山千秋.「鳥類と哺乳類の神経細胞移動の比較解析から、保存さ

れた大脳進化のメカニズムを探索する」第 17 回神経発生討論会・第 20 回成体脳のニュ

ーロン新生 合同大会 2024 年 3 月 8 日～9 日

2. 杉田祐輔, 守屋敬子, 花嶋かりな, 丸山千秋.「マウス発生期大脳皮質における早生まれの

サブプレートニューロンは生後残存し、成体 6b 層に局在する」第 17 回神経発生討論

会・第 20 回成体脳のニューロン新生 合同大会 2024 年 3 月 8 日～9 日

3. 守屋敬子, 鈴木穣, 丸山千秋.「コモンマーモセット大脳皮質発生におけるサブプレート

層の系統学的特性」第 13 回マーモセット研究会 2024 年 2 月 20 日～21 日

4. 松村泰宏.「大脳皮質形成におけるサブプレート（SP）層の役割とその進化」生理研研究

会（胎児脳 2024）2024 年 2 月 16 日～17 日

5. 片山涼香.「鳥類大脳における感覚入力細胞産生メカニズムの解析」生理研研究会（胎児

脳 2024）2024 年 2 月 16 日～17 日

6. 丸山千秋.「サブプレート神経活動のダイナミズムによる脳神経回路の発達機構」【AMED

早期ライフ】領域会議 2024 年 1 月 10 日～12 日

7. 畠中由美子, 丸山千秋.「サブプレートニューロンサブタイプ決定とその発生時期の関

係」【AMED 早期ライフ】領域会議 2024 年 1 月 10 日～12 日

8. 松村泰宏, 平井久美子, 守屋敬子, 阿知波ひとみ, 岡本真由美, 丸山千秋.「転写因子 ST18

は霊長類でのサブプレート層の拡大化に寄与する」【AMED 早期ライフ】領域会議 2024

年 1 月 10 日～12 日

9. 守屋敬子, 丸山千秋.「マーモットを用いた脳進化におけるサブプレート層拡大のメカニ

ズム」2023 年度「先進ゲノム支援」拡大班会議 2023 年 12 月 25 日～26 日

10. 隈元拓馬, 丸山千秋.「発生期のニワトリ大脳におけるグリア細胞発現様式」第 47 回鳥類

内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日

11. 和田京介, 隈元拓馬, 丸山千秋.「鳥類と哺乳類の神経細胞移動の比較解析から、大脳進

化のメカニズムを考察する」第 47 回鳥類内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日

12. 片山涼香, 隈元拓馬, 丸山千秋, 花嶋かりな.「鳥類大脳における感覚入力細胞産生メカニ

ズムの解析」第 47 回鳥類内分泌研究会 2023 年 12 月 1 日〜2 日
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13. Chiaki Ohtaka-Maruyama. Comparative Analysis of Neocortical Subplate using Spatial

Transcriptome. National Cancer Institute, Nov17, 2023.

14. 丸山千秋.「脳神経回路の発達と障害のメカニズムの解明」公益財団法人アステラス病理

代謝研究会 2023 年度研究交歓会 2023 年 10 月 21 日

15. 丸山千秋.「分子マーカーから探る大脳新皮質の発生・進化におけるサブプレートニュー

ロンの役割の解明」公益財団法人山田科学振興財団 2023 年度研究交歓会 2023 年 10 月

21 日
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なし 

その他 国際学会（計 3 件）自由掲載 

1. Wang Tianran, Kazuya Toriumi, Kazuhiro Suzuki, Mitsuhiro Miyashita, Azuna Ozawa, Mayuko 

Masada, Masanari Itokawa, Makoto Arai. Amyloban, extracted from Hericium erinaceus, recovers 

social defeat stress-mediated social deficits by suppressing the dopaminergic system. Society for 

Neuroscience 2023, USA [14/Nov/2023]（ポスター発表） 

2. Yasufumi Tomita, Kazuhiro Suzuki, Shudo Yamasaki, Mitsuhiro Miyashita, Kazuya Toriumi, 

Masanari Itokawa, Atsushi Nishida, Makoto Arai. Urinary exosomal microRNAs as predictive 

biomarkers for persistent psychotic-like experiences. Society for Neuroscience 2023, USA 

[13/Nov/2023]（ポスター発表） 

3. Koichi Tabata, Hiroki Shiwaku, Hidehiko Takahashi, Makoto Arai. Hypozincemia is associated 

with clinical severities of schizophrenia. The 5th UK-Japan Neuroscience Symposium, Wales, UK. 

[01/Sep/2023] (ポスター発表) 

 
III. その他の発表（計 34 件） 

国内学会発表  

1. 石田裕昭. 性成熟期に糖化ストレスを亢進させた統合失調症モデルザルの作出と病理解

明一般社団法人 予防衛生協会 第 27 回予防衛生協会セミナー『動物技術者教育の現状と

展望』[2023/12/2] （口頭発表） 

2. 田畑光一, 宮下光弘, 鳥海和也, 糸川昌成, 高橋英彦, 新井誠. 低亜鉛血症を伴う統合失調

症の臨床的特徴．第 45 回生物学的精神医学会年会. ［2023/11/6］（ポスター発表） 

3. 新井誠. シンポジウム：グリケーション研究で病気がみえる[3S07e-04] グリケーション

と統合失調症．第 96 回日本生化学会大会［2023/11/2］（口頭発表） 

4. 荻原禅, 小澤有都菜, 鳥海和也, 王恬冉, 松田憲之, 新井誠. 統合失調症と関与するペント

シジンの特性．第 96 回日本生化学会大会［2023/11/1］（ポスター発表） 

5. 鳥海和也, 飯野響歌, 小澤有都菜, 宮下光弘, 鈴木一浩, 須川日加里, 田畑光一, 糸川昌成, 

永井竜児, 上口英則, 新井誠. 統合失調症に関連した新規ペントシジン合成経路の同定．

第 96 回日本生化学会大会［2023/10/31］（ポスター発表） 

6. 飯野響歌, 鳥海和也, 林謙次郎, 糸川昌成, 新井誠. 統合失調症に関連した AKR1A1 機能

賦活剤の探索．第 96 回日本生化学会大会［2023/10/31］（ポスター発表） 

7. 飯野響歌, 鳥海和也, 林謙次郎, 糸川昌成, 新井誠. AKR1A1 を標的とした統合失調症の新

規治療薬のスクリーニング. 第 33 回日本メイラード学会 [2023/10/12] (ポスター発表) 

8. 鳥海和也, 飯野響歌, 小澤有都菜, 宮下光弘, 鈴木一浩, 田畑光一, 糸川昌成, 新井誠. 統

合失調症における新規ペントシジン前駆物質グルクロン酸についての臨床学的解析. 第

33 回日本メイラード学会 [2023/10/12] (ポスター発表) 

9. 石田裕昭, 新井誠. 非ヒト霊長類のペントシジン脳内蓄積は易怒・興奮と鬱様・不活発行

動と同期する. 第 33 回日本メイラード学会 [2023/10/13] (一般演題) 

10. 田畑光一, 山崎修道, 勝田奈那, 須川日加里, 鳥海和也, 宮下光弘, 糸川昌成, 高橋英彦, 

永井竜児, 西田淳志, 新井誠. 思春期の精神病症状と周産期に蓄積した AGE の遡及的な

関連. 第 33 回日本メイラード学会 [2023/10/13] (一般演題) 

11. 田畑光一, 宮下光弘, 鳥海和也, 糸川昌成, 高橋英彦, 新井誠. 低亜鉛血症を伴う統合失調

症の臨床的特徴. 第 34 回日本微量元素学会学術集会 [2023/09/15] (口頭発表・優秀演題

賞) 

12. 糸川昌成. 脳を見る. シンポジウム 34. 第 119 回日本精神神経学会学術総会. パシフィコ

横浜ノース, 東京[2023/6/22](司会) 

13. 糸川昌成. マイクロアグレッションの理解と克服～精神医療の向上と共生社会の実現の

ために. シンポジウム 108. 第 119 回日本精神神経学会学術総会. パシフィコ横浜ノース, 

東京[2023/6/24](指定発言) 

14. 糸川昌成. 心はどこまで脳なのだろうか. 日本ヨーガ学会研究総会かながわ. ステーショ

ンコンファレンス川崎, 川崎[2023/5/20] 

講演会等 

1. 糸川昌成. 心はどれくらい脳なのか－分子生物学が語る精神の科学－. 東京大学教養学部

2023 年度 S セメスター「全学体験ゼミナール」. 東京都医学総合研究所, 都立松沢病院, 

世田谷 [2023/12/17] 

2. 糸川昌成. ‛生きる’物語-こころの健康- [講演]. 日本赤十字大学 誰でも学べるセミナー 

日赤看護大学広尾キャンパス, 東京[2023/12/9] 

3. 糸川昌成. 脳は心の一部 [講演]. 退院準備講座 松沢病院 54 病棟, 東京[2023/11/29] 

4. 糸川昌成. みんなで統合失調症を学ぶ～当事者や家族だけで悩まない社会に～[講演]. 精

神保健福祉普及啓発講演会. オンライン開催、福井県社会福祉センター[2023/10/6] 

5. 糸川昌成. 心ってどこまで脳なの？ [講演]烏山生涯学習セミナー. 烏山区民センター, 東

京 [2023/10/4] 

6. 糸川昌成. 心とは何か～たましいは脳に宿るのか～ [講演]第 148 期北区区民大学. 北とぴ

あ, 東京 [2023/9/22] 
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症の臨床的特徴. 第 34 回日本微量元素学会学術集会 [2023/09/15] (口頭発表・優秀演題

賞) 
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ために. シンポジウム 108. 第 119 回日本精神神経学会学術総会. パシフィコ横浜ノース, 

東京[2023/6/24](指定発言) 
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ンコンファレンス川崎, 川崎[2023/5/20] 

講演会等 
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4. 糸川昌成. みんなで統合失調症を学ぶ～当事者や家族だけで悩まない社会に～[講演]. 精

神保健福祉普及啓発講演会. オンライン開催、福井県社会福祉センター[2023/10/6] 

5. 糸川昌成. 心ってどこまで脳なの？ [講演]烏山生涯学習セミナー. 烏山区民センター, 東

京 [2023/10/4] 

6. 糸川昌成. 心とは何か～たましいは脳に宿るのか～ [講演]第 148 期北区区民大学. 北とぴ

あ, 東京 [2023/9/22] 
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7. 糸川昌成. 規則正しい生活[講演]. 退院準備講座. 松沢病院 54 病棟, 東京[2023/9/20] 

8. 糸川昌成. (特別講義)脳と心-分子生物学者がみた精神医学-2 家族の旅から回復を体験する

こと. 放送大学. [2023/9/19] 

9. 糸川昌成. (特別講義)脳と心-分子生物学者がみた精神医学-1 部品の科学と全体としての

脳. 放送大学. [2023/9/18] 

10. 糸川昌成. 脳は心の一部[講演]. 退院準備講座. 松沢病院 54 病棟, 東京[2023/8/30] 

11. 糸川昌成. 心の健康 [講演] デイケア講演会. 都立松沢病院, 東京 [2023/8/29] 

12. 糸川昌成. 精神疾患の原因解明－脳と心－[講演]. 愛知県立半田高校見学. 東京都医学総

合研究所, 世田谷 [2023/8/7] 

13. 糸川昌成. 当事者は精神医学・医療に何を求めているか[講演]. 田辺三菱 Web 勉強会. オ

ンライン開催[2023/7/26] 

14. 糸川昌成. 統合失調症の養生の仕方－脳と心の違いについて－[講演]. 小平市けやきの会

講演会. 小平市中央公民館, 東京 [2023/7/22] 

15. 糸川昌成. こころの健康と老化[講演]. 身近なまちづくり推進協議会環境部会・世田谷区 

上北沢まちづくりセンター交流講座. 東京都医学総合研究所, 世田谷 [2023/7/20] 

16. 糸川昌成. ヒトはなぜ心を病むのか－分子生物学が挑む精神の科学－. 東京大学大学院新

領域創成科学研究科メディカル情報生命講義 発展講義Ⅳ[Web]. [2023/7/13] 

17. 糸川昌成. 心－脳とたましいについて－[講演]. 客員教授特別講義. 島根県立大学出雲キ

ャンパス, 島根[2023/7/7] 

18. 糸川昌成. 内科的治癒と精神的治癒[講演]. 退院準備講座. 松沢病院 54 病棟, 東京

[2023/6/21] 

19. 糸川昌成. 心と身体[講演]. 退院準備講座. 松沢病院 54 病棟, 東京[2023/5/31] 

20. 糸川昌成. 村上春樹と虫歯[講演]. 退院準備講座. 松沢病院 54 病棟, 東京[2023/4/19] 

 
IV. 特記事項 

1. 2023 年 9 月 16 日、第 34 回 日本微量元素学会学術集会において田畑光一非常勤研究員

が優秀演題賞を受賞 
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原著論文 （計 7 件）  

1. Natsubori A, Kwon S, Honda Y, Kojima T, Karashima A, Masamoto K, Honda M. (2024) 

Serotonergic regulation of cortical neurovascular coupling and hemodynamics upon awakening 

from sleep in mice. J Cereb Blood Flow Metab. 271678X241238843. doi: 

10.1177/0271678X241238843 [2024/03/13] (査読有) 

2. Shimada M, Omae Y, Kakita A, Gabdulkhaev R, Hitomi Y, Miyagawa T, Honda M, Fujimoto A, 

Tokunaga K. (2024) Identification of region-specific gene isoforms in the human brain using long-

read transcriptome sequencing. Science Advances:10(4): eadj5279. doi:10.1126/sciadv.adj5279 

[2024/01/26]. (査読有) 

3. Kato T, Tanaka K, Natsubori A. (2023) Dopamine receptor type 2-expressing medium spiny 

neurons in the ventral lateral striatum have a non-REM sleep-induce function. eNeuro 10(9): 

ENEURO.0327-23.2023. doi:10.1523/ENEURO.0327-23.2023. [2023/09/28]. (査読有) 

4. Kodama T, Kojima T, Honda Y, Hosokawa T, Karashima A, Watanabe M. (2023) Contribution of 

default mode network to game and delayed-response task performance: Power and connectivity 

analyses of theta oscillation in the monkey. Neurosci Lett 814:137465-137465. doi: 

10.1016/j.neulet.2023.137465 [2023/09/25] (査読有) 

5. Yoshida-Tanaka K, Shimada M, Honda Y, Fujimoto A, Tokunaga K, Honda M, Miyagawa T. 

(2023) Narcolepsy type I-associated DNA methylation and gene expression changes in the human 

leukocyte antigen region. Sci Rep:13(1):10464-10464. doi:10.1038/s41598-023-37511-4. 

[2023/06/28] (査読有) 

6. Ollila HM, Sharon E, Lin L, --, Honda M, --, Miyagawa T, -- Mignot EJ. (2023) Narcolepsy risk 

loci outline role of T cell autoimmunity and infectious triggers in narcolepsy.               

Nat Commun:14(1)2709. doi:10.1038/s41467-023-36120-z. [2023/05/15] (査読有) 

7. Seifinejad A, Ramosaj M, Shan L, Li S, Possovre ML, Pfister C, Fronczek R, Garrett-Sinha LA, 

Frieser D, Honda M, Arribat Y, Grepper D, Amati F, Picot M, Agnoletto A, Iseli C, Chartrel N, 

Liblau R, Lammers GJ, Vassalli A, Tafti M. (2023) Epigenetic silencing of selected hypothalamic 

neuropeptides in narcolepsy with cataplexy. PNAS120(19). 

doi:10.1073/pnas.2220911120.[2023/05/09](査読有) 

 



－ 67 －

 

プロジェクト名 睡眠プロジェクト 

 
I. 論文等発表 

原著論文 （計 7 件）  

1. Natsubori A, Kwon S, Honda Y, Kojima T, Karashima A, Masamoto K, Honda M. (2024) 

Serotonergic regulation of cortical neurovascular coupling and hemodynamics upon awakening 

from sleep in mice. J Cereb Blood Flow Metab. 271678X241238843. doi: 

10.1177/0271678X241238843 [2024/03/13] (査読有) 

2. Shimada M, Omae Y, Kakita A, Gabdulkhaev R, Hitomi Y, Miyagawa T, Honda M, Fujimoto A, 

Tokunaga K. (2024) Identification of region-specific gene isoforms in the human brain using long-

read transcriptome sequencing. Science Advances:10(4): eadj5279. doi:10.1126/sciadv.adj5279 

[2024/01/26]. (査読有) 

3. Kato T, Tanaka K, Natsubori A. (2023) Dopamine receptor type 2-expressing medium spiny 

neurons in the ventral lateral striatum have a non-REM sleep-induce function. eNeuro 10(9): 

ENEURO.0327-23.2023. doi:10.1523/ENEURO.0327-23.2023. [2023/09/28]. (査読有) 

4. Kodama T, Kojima T, Honda Y, Hosokawa T, Karashima A, Watanabe M. (2023) Contribution of 

default mode network to game and delayed-response task performance: Power and connectivity 

analyses of theta oscillation in the monkey. Neurosci Lett 814:137465-137465. doi: 

10.1016/j.neulet.2023.137465 [2023/09/25] (査読有) 

5. Yoshida-Tanaka K, Shimada M, Honda Y, Fujimoto A, Tokunaga K, Honda M, Miyagawa T. 

(2023) Narcolepsy type I-associated DNA methylation and gene expression changes in the human 

leukocyte antigen region. Sci Rep:13(1):10464-10464. doi:10.1038/s41598-023-37511-4. 

[2023/06/28] (査読有) 

6. Ollila HM, Sharon E, Lin L, --, Honda M, --, Miyagawa T, -- Mignot EJ. (2023) Narcolepsy risk 

loci outline role of T cell autoimmunity and infectious triggers in narcolepsy.               

Nat Commun:14(1)2709. doi:10.1038/s41467-023-36120-z. [2023/05/15] (査読有) 

7. Seifinejad A, Ramosaj M, Shan L, Li S, Possovre ML, Pfister C, Fronczek R, Garrett-Sinha LA, 

Frieser D, Honda M, Arribat Y, Grepper D, Amati F, Picot M, Agnoletto A, Iseli C, Chartrel N, 

Liblau R, Lammers GJ, Vassalli A, Tafti M. (2023) Epigenetic silencing of selected hypothalamic 

neuropeptides in narcolepsy with cataplexy. PNAS120(19). 

doi:10.1073/pnas.2220911120.[2023/05/09](査読有) 

 



－ 68 －－ 68 －

6

1.  .  Vol.53(1) :27-32,2024. [2024/01/28]

2.  ― ―. Vol.17(4) :473-480,2023. [2023/12/30]

3.  DSM-5-TR .  Vol.65 No.101410-1415.
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1. Honda M, Ito W. Evaluation of Sleepiness in Idiopathic Hypersomnia. 3rd Asian Narcolepsy &

Hypersomnolence Society Meeting, [2023/09/17]

2. Miyagawa T, Shimada M, Honda M. A Genetic Variant in prepro-orexin is Associated with
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プロジェクト名 依存性物質プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 15 件）
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72(4):487-491. doi: 10.14932/jamt.22-88. (査読有)

8. Moriya Y, Kasahara Y, Ishihara K, Hall FS, Hagino Y, Hen R, Ikeda K, Uhl GR, *Sora I. (2023)

Heterozygous and homozygous gene knockout of the 5-HT1B receptor have different effects on
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methamphetamine-induced behavioral sensitization. Behavioural Pharmacology 34(7):393-403. 

doi: 10.1097/FBP.0000000000000745. (査読有)

9. Mikami M, Kongo S, Aoki R, Kawai A, Nishizawa D, Ikeda K, Nagatani (Numajiri) M, Honda T,

*Onozawa Y, Iwahashi K. (2023) Association between delta opioid receptor gene polymorphisms

and alcohol dependence in a Japanese archipelago population. Laboratory Medicine International 

2(2):25-29. (査読有)
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H, Hayashida M, Yokota M, *Ikeda K. (2023) Genome-wide association study identifies novel
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Sugiyama S, Kitaichi K, Hashimoto R, Ikeda K, Shioiri T. (2023) Mitochondrial genetic variants

associated with bipolar disorder and schizophrenia in a Japanese population. International

Journal of Bipolar Disorders 11(1):26. doi: 10.1186/s40345-023-00307-6. (査読有)
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association study identifies genetic polymorphisms associated with estimated minimum effective

concentration of fentanyl in patients undergoing laparoscopic-assisted colectomy. International
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15. *Ohi K, Nishizawa D, Sugiyama S, Takai K, Fujikane D, Kuramitsu A, Hasegawa J, Soda M,

Kitaichi K, Hashimoto R, Ikeda K, Shioiri T. (2023) Cognitive performances across individuals at

high genetic risk for schizophrenia, high genetic risk for bipolar disorder, and low genetic risks: a
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その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 2 件）

1. 井手聡一郎, 池田和隆. (2023) 物質使用症に対する薬物療法─その精神薬理学的メカニズ

ム─. 精精神神科科治治療療学学 38 増刊号:89-92.

2. 山田恵子, 西澤大輔, 井関雅子, *池田和隆. (2023) 慢性疼痛に関連する遺伝的要因～痛み

の精密医療（プレシジョン・メディシン）に向けて～. 臨臨床床麻麻酔酔 47(572):367-374. (査読

無)

II. 学会等発表

招待講演 （計 9 件）

1. *井手聡一郎, 池田和隆. 実験動物を用いたアディクションの評価. 日本毒性学会第 6 回

医薬品毒性機序研究会. 2023.12.6 つくば

2. *池田和隆. 疼痛・鎮痛の薬理学. 第 43 回日本眼薬理学会. 2023.11.11 札幌

3. *Ikeda K. History and mission of International College of Neuropsychopharmacology (CINP).

8th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology (AsCNP2023). 2023.9.22 Xi'An,

China

4. *Ikeda K. Neuropsychopharmacology of Addiction: Exploring complex mechanisms and

advancing treatment strategies. 8th Congress of Asian College of Neuropsychopharmacology

(AsCNP2023). 2023.9.22 Xi'An, China

5. *Ikeda K. Advances in addiction research and treatment. TSBPN 2023 Annual Meeting.

2023.9.16 Taipei, Taiwan

6. *池田和隆. アディクション科学と神経科学. 第 46 回日本神経科学大会. 2023.8.2 仙台

7. *池田和隆. 依存性物質の神経系への毒性：子ども、発達期での影響を含めて. 第 50 回

日本毒性学会学術年会. 2023.6.21 横浜

8. *池田和隆. 緩和医療領域における遺伝子解析の意義と今後の展望. 第 16 回日本緩和医

療薬学会年会. 2023.5.28 神戸
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その他 （計 32 件）自由掲載
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益財団法人喫煙科学研究財団特定研究（喫煙行動）中間検討会. 2024.3.7 東京
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2. *井手聡一郎, 岩瀬徳明, 新井健一, 小島正裕, 牛山 茂, 谷古 香, 池田和隆. 新規 mu オピ
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池田和隆. PRTFDC1 発現に関わる rs12411980 一塩基多型は幻歯痛と有意に関連する.

第 28 回一般社団法人日本口腔顔面痛学会総会・学術大会. 2023.11.18 筑紫野

4. *Nishizawa D, Morino R, Yokota M, Ohka S, Kasai S, Hasegawa J, Ebata Y, Nakayama K, Ikeda
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Meeting. 2023.11.2 Washington DC, USA
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物依存関連学会合同学術総会. 2023.10.14 岡山

6. *池田和隆. アディクション研究センターの設立と使命. 2023 年度アルコール・薬物依

存関連学会合同学術総会. 2023.10.14 岡山

7. *Nishizawa D, Morino R, Yokota M, Ohka S, Kasai S, Hasegawa J, Ebata Y, Nakayama K, Ikeda

K. Genome-wide association study identifies candidate loci associated with postoperative nausea

and/or vomiting. 日本人類遺伝学会第 68 回大会. 2023.10.12 東京

8. *大岡静衣, 川路英哉, 山田壮一, 福井良子, 長谷川準子, 西澤大輔, 福士秀悦, 海老原秀

喜, 池田和隆. 帯状疱疹後神経痛関連 heparan sulfate glucosamine 3-O-sulfotransferase 4 遺伝

子一塩基多型下流から発現する新規部分欠失蛋白質は、転写プロモーターを制御する.

第 70 回日本ウイルス学会学術集会. 2023.9.26 仙台
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Uhl GR, Sora I. Additive effects of delta opioid receptor activation and mu opioid receptor

knockout in reducing hopelessness. 8th Congress of Asian College of
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10. *Okitsu M, Fujita M, Takahashi K, Ikeda K. Dopamine dysregulation syndrome-like behavior in

bilateral dorsal striatum 6-hydroxydopamine lesioned Parkinson's disease model mice. 8th
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現神経細胞特異的チロシン水酸化酵素ノックアウトマウスの作製と解析. 第 53 回日本

神経精神薬理学会年会. 2023.9.8 東京

15. *萩原英雄, 小清水久嗣, 服部聡子, 田中美歩, 池田和隆, 宮川つよし. 成体マウス海馬に

おける過成熟現象：過剰な生後発達および老化の促進に関連したトランスクリプトーム

変化. 第 53 回日本神経精神薬理学会年会. 2023.9.8 東京

16. *古田島浩子, 佐藤敦志, 笠井慎也, 萩野洋子, 田中美歩, 高松幸雄, 西籐泰昌, 内野茂夫,

池田和隆. 結節性硬化症に伴う自閉スペクトラム症への行動療法による効果と DNA メチ

ル化解析. 第 53 回日本神経精神薬理学会年会. 2023.9.8 東京

17. *井手聡一郎, 池田和隆. 物質依存と行動嗜癖の動物モデル. 第 53 回日本神経精神薬理

学会年会. 2023.9.8 東京

18. *姜 裕奈, 大岡静衣, 西澤大輔, 長谷川準子, 中山京子, 江畑裕子, 照井 健, 石谷邦彦, 森

野良蔵, 横田美幸, 吉田香織, 小鹿恭太郎, 一戸達也, 池田和隆. TMEM132C遺伝子

rs7296262 多型は、がん性疼痛及び術後痛に対するオピオイド鎮痛薬で誘発される嘔気の

発現と有意な関連を示した. 第 53 回日本神経精神薬理学会年会. 2023.9.7 東京

19. *添田 萌, 大岡静衣, 西澤大輔, 長谷川準子, 中山京子, 江畑裕子, 福田謙一, 池田和隆.

慢性痛は、自己免疫疾患に関与する PAR2 および IL-17A の一塩基多型と有意に関連する.

第 53 回日本神経精神薬理学会年会. 2023.9.7 東京

20. *新井田惇, 大岡静衣, 西澤大輔, 添田 萌, 長谷川準子, 中山京子, 江畑裕子, 福田謙一,

池田和隆. PRTFDC1発現に関わる rs12411980 一塩基多型は幻歯痛と有意に関連する. 第

53 回日本神経精神薬理学会年会. 2023.9.7 東京

21. *森屋由紀, 笠原好之, 嶋田政史, 榊原泰史, 藤井秀明, 長瀬 博, 井手聡一郎, 池田和隆,

Hall FS, Uhl GR, 曽良一郎. mu オピオイド受容体欠損マウスにおける delta オピオイド受

容体作動薬の相加効果による絶望感軽減の雌雄差. 第 53 回日本神経精神薬理学会年会.

2023.9.7 東京

22. *森屋由紀, 笠原好之, 嶋田政史, 榊原泰史, 藤井秀明, 長瀬 博, 井手聡一郎, 池田和隆,

Hall FS, Uhl GR, 曽良一郎. delta オピオイド受容体作動薬 KNT-127 の抗うつ作用における

- 74 -

mu オピオイド受容体の役割. 第 42 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム.

2023.9.3 東京

23. *井手聡一郎, 岩瀬徳明, 新井健一, 小島正裕, 牛山 茂, 谷古 香, 池田和隆. 新規 mu オピ

オイド受容体選択的アンタゴニスト UD-030 のモルヒネ報酬抑制効果. 第 42 回鎮痛薬・

オピオイドペプチドシンポジウム. 2023.9.3 東京

24. *住谷昌彦, 蔵野 信, 西澤大輔, 池田和隆. LPA（リゾホスファチジン酸）シグナリングと

痛みの臨床研究. 第 42 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム. 2023.9.3 東京

25. *森屋由紀, 笠原好之, 嶋田政史, 榊原泰史, 藤井秀明, 長瀬 博, 井手聡一郎, 池田和隆,

Hall FS, Uhl GR, 曽良一郎. delta オピオイド受容体作動薬の抗うつ作用における mu オピ

オイド受容体の役割. 第 46 回日本神経科学大会. 2023.8.3 仙台

26. *井手聡一郎, 藤田雅代, 池田和隆. ドパミン関連遺伝子改変マウスを用いたニコチン依

存と行動嗜癖の解析. 公益財団法人喫煙科学研究財団 第 37 回令和 4 年度助成研究発表

会. 2023.7.20 東京

27. *西澤大輔, 長谷川準子, 池田和隆. ニコチン等物質依存脆弱性・重症度個人差における

アルコール代謝関連遺伝子多型の関与. 公益財団法人喫煙科学研究財団 第 37 回令和 4

年度助成研究発表会. 2023.7.20 東京

28. *井上理恵, 林田眞和, 西澤大輔, 角倉弘行, 池田和隆. ASTN2遺伝子上の 2 つの一塩基多

型 rs958804 と rs7858836 が婦人科良性疾患に対する腹腔鏡手術を受けた患者における疼

痛関連表現型に及ぼす影響. 日本麻酔科学会第 70 回学術集会. 2023.6.1～3 神戸

29. *Nishizawa D, Terui T, Ishitani K, Kasai S, Hasegawa J, Nakayama K, Ebata Y, Ikeda K.

Genome-wide association study identifies candidate laci associated with opioid analgesic

requirements in cancer pain treatment. 34th CINP World Congress of

Neuropsychopharmacology. 2023.5.10 Montreal, Canada

30. *Moriya Y, Kasahara Y, Shimada M, Sakakibara Y, Fujii H, Nagase H, Ide S, Ikeda K, Hall FS,

Uhl GR, Sora I. The delta opioid receptor activation and low mu opioid receptors expression

interact to reduce depressive-like behavior. 34th CINP World Congress of

Neuropsychopharmacology. 2023.5.9 Montreal, Canada

31. *Kotajima-Murakami H, Sato A, Kasai S, Hagino Y, Tanaka M, Takamatsu Y, Nishito Y, Uchino S,

Ikeda K. Effects of behavioral therapy on ASD associated with tuberous sclerosis complex and

DNA methylation analysis in mice. 34th CINP World Congress of Neuropsychopharmacology.

2023.5.9 Montreal, Canada

32. *Ide S, Ikekubo Y, Mishina M, Hashimoto K, Ikeda K. Conditional NMDA receptor GluN2D

subunit knockout in GABA neurons abolishes the long-lasting antidepressant effects of (R)-
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24. *住谷昌彦, 蔵野 信, 西澤大輔, 池田和隆. LPA（リゾホスファチジン酸）シグナリングと

痛みの臨床研究. 第 42 回鎮痛薬・オピオイドペプチドシンポジウム. 2023.9.3 東京

25. *森屋由紀, 笠原好之, 嶋田政史, 榊原泰史, 藤井秀明, 長瀬 博, 井手聡一郎, 池田和隆,

Hall FS, Uhl GR, 曽良一郎. delta オピオイド受容体作動薬の抗うつ作用における mu オピ

オイド受容体の役割. 第 46 回日本神経科学大会. 2023.8.3 仙台

26. *井手聡一郎, 藤田雅代, 池田和隆. ドパミン関連遺伝子改変マウスを用いたニコチン依
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会. 2023.7.20 東京

27. *西澤大輔, 長谷川準子, 池田和隆. ニコチン等物質依存脆弱性・重症度個人差における

アルコール代謝関連遺伝子多型の関与. 公益財団法人喫煙科学研究財団 第 37 回令和 4

年度助成研究発表会. 2023.7.20 東京

28. *井上理恵, 林田眞和, 西澤大輔, 角倉弘行, 池田和隆. ASTN2遺伝子上の 2 つの一塩基多

型 rs958804 と rs7858836 が婦人科良性疾患に対する腹腔鏡手術を受けた患者における疼

痛関連表現型に及ぼす影響. 日本麻酔科学会第 70 回学術集会. 2023.6.1～3 神戸

29. *Nishizawa D, Terui T, Ishitani K, Kasai S, Hasegawa J, Nakayama K, Ebata Y, Ikeda K.

Genome-wide association study identifies candidate laci associated with opioid analgesic

requirements in cancer pain treatment. 34th CINP World Congress of

Neuropsychopharmacology. 2023.5.10 Montreal, Canada

30. *Moriya Y, Kasahara Y, Shimada M, Sakakibara Y, Fujii H, Nagase H, Ide S, Ikeda K, Hall FS,

Uhl GR, Sora I. The delta opioid receptor activation and low mu opioid receptors expression

interact to reduce depressive-like behavior. 34th CINP World Congress of
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31. *Kotajima-Murakami H, Sato A, Kasai S, Hagino Y, Tanaka M, Takamatsu Y, Nishito Y, Uchino S,

Ikeda K. Effects of behavioral therapy on ASD associated with tuberous sclerosis complex and

DNA methylation analysis in mice. 34th CINP World Congress of Neuropsychopharmacology.

2023.5.9 Montreal, Canada

32. *Ide S, Ikekubo Y, Mishina M, Hashimoto K, Ikeda K. Conditional NMDA receptor GluN2D

subunit knockout in GABA neurons abolishes the long-lasting antidepressant effects of (R)-
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ketamine. 34th CINP World Congress of Neuropsychopharmacology. 2023.5.9 Montreal, 

Canada

III. その他の発表（計 2 件）

1. *池田和隆. アディクションの多様性と共通メカニズム [講演] 星薬科大学薬理学研究室

セミナー. 2023.12.20 星薬科大学, 東京

2. *池田和隆. アディクション科学の新動向 [講演] 国立精神・神経医療研究センター 精

神保健研究所 精神疾患病態研究部「精神病態セミナー」. 2023.7.14 国立精神・神経

医療研究センター 精神保健研究所, 東京

IV. 特記事項

＜受賞＞

1. 新井田惇.（2023 年 11 月）第 28 回日本口腔顔面痛学会学術大会優秀ポスター賞 受賞

2. 興津雅人.（2023 年 9 月）JSNP Excellent Presentation Award for AsCNP2023 受賞

3. 森屋由紀.（2023 年 9 月）JSNP Excellent Presentation Award for AsCNP2023 受賞

4. 井上理恵.（2023 年 6 月）日本麻酔科学会第 70 回学術集会優秀演題賞 受賞

5. 古田島浩子.（2023 年 5 月）JSNP Excellent Presentation Award for CINP2023 受賞

＜他機関への協力＞

1. 池田和隆.（2023 年 5 月-2024 年 5 月）東京バイオマーカー・イノベーション技術研究組

合（とびら）副理事長

2. 池田和隆.（2019 年 11 月-現在）東京都アルコール健康障害対策推進委員会委員長

3. 池田和隆.（2017 年 1 月-現在）厚生労働省 医薬・生活衛生局 薬事・食品衛生審議会臨

時委員

4. 池田和隆.（2017 年 1 月-現在）厚生労働省 医薬・生活衛生局 監視指導・麻薬対策課

依存性薬物検討会構成員

5. 池田和隆.（2016 年 4 月-現在）日本医療研究開発機構プログラムオフィサー

6. 池田和隆.（2015 年 12 月-現在）日本医療研究開発機構課題評価委員会委員

7. 池田和隆.（2014 年 10 月-2026 年 9 月）日本学術会議連携会員（アディクション分科会委

員長：2017 年-2023 年；副委員長：2023-現在; 基礎医学委員会委員：2021-2023 年, 脳と

こころ分科会委員：2015 年-現在; 神経科学分科会委員：2017 年-現在）

8. 池田和隆.（2019 年 10 月-現在）慶應義塾大学医学部 客員教授
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9. 池田和隆.（2014 年 4 月-現在）新潟大学大学院医学研究科・客員教授

10. 大岡静衣.（2017 年-現在）文科省科学技術・学術審議会 生命倫理・安全部会遺伝子組換

え技術等専門委員会専門委員

＜学会活動＞

1. 池田和隆. 日本神経科学学会（会員：1996-現在）

2. 池田和隆. 日本分子生物学会（会員：1994-現在）

3. 池田和隆. 日本神経精神薬理学会（会員：2001-現在、評議員：2004-現在、理事：2023-

2024、財務委員長：2020-2024)

4. 池田和隆. 鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会（会員：1996-現在、世話人：2006-現在）

5. 池田和隆. 日本アルコール・アディクション医学会(JMSAAS) (旧ニコチン・薬物依存研

究フォーラム、日本アルコール精神医学会、日本依存神経精神科学会、日本アルコー

ル・薬物医学会)（会員：2002-現在、学術評議員：2005-現在、将来構想委員長：2021-現

在）

6. 池田和隆. 日本疼痛学会（会員：2008-現在）

7. 池田和隆. 日本緩和医療薬学会（会員：2009-現在）

8. 池田和隆. 日本薬理学会（会員：2009-現在、学術評議員：2017-現在、代議員：2020-

2024、薬理学エデュケーター：2020-現在）

9. 池田和隆. 日本生物学的精神医学会（会員：2011-現在）

10. 池田和隆. 日本ペインクリニック学会（評議員：2021-現在）

11. 池田和隆. 日本脳科学関連学会連合（評議員：2012-現在、将来構想委員：2018-現在、運

営委員：2020-現在、産学連携諮問委員会委員長：2022-現在）

12. 池田和隆.  Society for Neuroscience (USA) (SfN)（会員：1996-現在）

13. 池田和隆.  International Brain Research Organization (IBRO)（会員：1996-現在）

14. 池田和隆. International Narcotics Research Conference (INRC)（会員：1996-現在）

15. 池田和隆. College on Problems of Drug Dependence (CPDD)（会員：2006-現在）

16. 池田和隆. International College of Neuropsychopharmacology (CINP)（会員：2010-現在、

Treasurer：2018-2022、President-elect：2022-2024、President：2024-2026）

17. 池田和隆. Asian College of Neuropsychopharmacology (AsCNP)（会員：2009-現在、

Councilor：2017-現在、President：2019-2020、Vice-President：2020-現在）

18. 池田和隆. American College of Neuropsychopharmacology (ACNP)（Fellow：2021-現在）
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9. 池田和隆.（2014 年 4 月-現在）新潟大学大学院医学研究科・客員教授

10. 大岡静衣.（2017 年-現在）文科省科学技術・学術審議会 生命倫理・安全部会遺伝子組換

え技術等専門委員会専門委員

＜学会活動＞

1. 池田和隆. 日本神経科学学会（会員：1996-現在）

2. 池田和隆. 日本分子生物学会（会員：1994-現在）

3. 池田和隆. 日本神経精神薬理学会（会員：2001-現在、評議員：2004-現在、理事：2023-

2024、財務委員長：2020-2024)

4. 池田和隆. 鎮痛薬・オピオイドペプチド研究会（会員：1996-現在、世話人：2006-現在）

5. 池田和隆. 日本アルコール・アディクション医学会(JMSAAS) (旧ニコチン・薬物依存研

究フォーラム、日本アルコール精神医学会、日本依存神経精神科学会、日本アルコー

ル・薬物医学会)（会員：2002-現在、学術評議員：2005-現在、将来構想委員長：2021-現

在）

6. 池田和隆. 日本疼痛学会（会員：2008-現在）

7. 池田和隆. 日本緩和医療薬学会（会員：2009-現在）

8. 池田和隆. 日本薬理学会（会員：2009-現在、学術評議員：2017-現在、代議員：2020-

2024、薬理学エデュケーター：2020-現在）

9. 池田和隆. 日本生物学的精神医学会（会員：2011-現在）

10. 池田和隆. 日本ペインクリニック学会（評議員：2021-現在）

11. 池田和隆. 日本脳科学関連学会連合（評議員：2012-現在、将来構想委員：2018-現在、運

営委員：2020-現在、産学連携諮問委員会委員長：2022-現在）

12. 池田和隆.  Society for Neuroscience (USA) (SfN)（会員：1996-現在）

13. 池田和隆.  International Brain Research Organization (IBRO)（会員：1996-現在）

14. 池田和隆. International Narcotics Research Conference (INRC)（会員：1996-現在）

15. 池田和隆. College on Problems of Drug Dependence (CPDD)（会員：2006-現在）

16. 池田和隆. International College of Neuropsychopharmacology (CINP)（会員：2010-現在、

Treasurer：2018-2022、President-elect：2022-2024、President：2024-2026）

17. 池田和隆. Asian College of Neuropsychopharmacology (AsCNP)（会員：2009-現在、

Councilor：2017-現在、President：2019-2020、Vice-President：2020-現在）

18. 池田和隆. American College of Neuropsychopharmacology (ACNP)（Fellow：2021-現在）
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19. 池田和隆. International Association for the Study of Pain (IASP)（Member：2015-現在）

20. 池田和隆. Cochrane（Member：2015-現在）

21. 井手聡一郎. 日本神経精神薬理学会 評議員

22. 井手聡一郎. 日本薬理学会 学術評議員

23. 笠井慎也. 日本神経精神薬理学会 評議員（2012-現在）

24. 笠井慎也. 日本依存神経精神科学会 評議員

25. 西澤大輔. 日本神経精神薬理学会 評議員（2012-現在）

26. 西澤大輔. 日本アルコール・アディクション医学会 学術評議員（2020-現在）

27. 大岡静衣. 日本神経精神薬理学会 評議員（2021-現在）
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よる神経特異的翻訳活性」, 第 70 回日本ウイルス学会学術集会、2023 年 9 月 26 – 28 日

2. 大桑孝子, 姫田敏樹, 小林郷介, 野村奈美子, 宇谷公一, 小池智, 樋口雅也.

「CRISPR/Cas9 システムを用いた Saffold virus 受容体の同定」、第 70 回日本ウイルス学会

学術集会、2023 年 9 月 26 – 28 日

3. 鄭 シン, 平井-結城 明香, 寺原和孝, 渡邉則幸, 塩田智之, 小谷 治, 山根大典, 深野顕人,

大崎恵理子, 小野寺大志, 安達 悠, 若江亨祥, 滝本一広, 永田典代, 加藤孝宣, 相崎英樹,

上田啓次, 鈴木亮介, 高橋宜聖, 村松正道. 抗HAVヒト抗体の単離および動物モデルを使

った抗HAV効果の検討、第70回日本ウイルス学会学術集会、2023年9月26 – 28日

4. 鄭 シン, 平井-結城 明香, 寺原和孝, 渡邉則幸, 塩田智之, 小谷 治, 山根大典, 深野顕人,

大崎恵理子, 小野寺大志, 安達 悠, 佐藤由子, 大園誠也, 若江亨祥, 滝本一広, 永田典代,

加藤孝宣, 相崎英樹, 上田啓次, 鈴木亮介, 高橋宜聖, 村松正道. 動物モデルにおけるヒト

モノクロ抗HAV抗体の感染阻止効果の検討、第31回 日本抗ウイルス療法学会 学術集

会・総会、2023年9月14日－16日

【国内学会：ポスター】

5. 姫田敏樹, 大桑孝子, 小林郷介, 野村奈美子, 宇谷公一, 小池 智, 樋口雅也. 「ヒトパレ

コウイルス A3 の感染には吸着受容体としてのヘパラン硫酸が不可欠である」、第 70 回日

本ウイルス学会学術集会、2023 年 9 月 26 – 28 日
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6. 小林郷介. 「EV-A71 IRES の重症化因子の研究」、第 17 回ウイルス学キャンプ、2023 年 6

月 26 – 27 日

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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6. 小林郷介. 「EV-A71 IRES の重症化因子の研究」、第 17 回ウイルス学キャンプ、2023 年 6

月 26 – 27 日

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 視覚病態プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1. Kazuhiko Namekata, Naoki Tsuji, Xiaoli Guo, Euido Nishijima, Sari Honda, Yuta Kitamura,

Atsushi Yamasaki, Masamichi Kishida, Jun Takeyama, Hirokazu Ishikawa, Youichi Shinozaki,

Atsuko Kimura, Chikako Harada, Takayuki Harada. (2023) Neuroprotection and axon regeneration

by novel low-molecular-weight compounds through the modification of DOCK3 conformation.

Cell death discovery. May 15:9(1):166-166. doi:10.1038/s41420-023-01460-8.

2. Yen-Phung Le, Kozo Saito, Bijay Parajuli, Kent Sakai, Yuto Kubota, Miho Miyakawa, Youichi

Shinozaki, Eiji Shigetomi, Schuichi Koizumi. (2023) Severity of Peripheral Infection

Differentially Affects Brain Functions in Mice via Microglia-Dependent and -Independent

Mechanisms. International Journal of Molecular Sciences. Dec 18:24(24):17597-17597.

doi:10.3390/ijms242417597.

3. Kozo Saito, Eiji Shigetomi, Youichi Shinozaki, Kenji Kobayashi, Bijay Parajuli, Yuto Kubota,

Kent Sakai, Miho Miyakawa, Hiroshi Horiuchi, Junichi Nabekura, Schuichi Koizumi. (2023)

Microglia sense astrocyte dysfunction and prevent disease progression in an Alexander disease

model. Brain : a journal of neurology. Nov 13. doi:10.1093/brain/awad358.

4. Tatsuya Ihara, Youichi Shinozaki, Eiji Shigetomi, Yosuke Danjo, Sachiko Tsuchiya, Mie Kanda,

Manabu Kamiyama, Masayuki Takeda, Schuichi Koizumi, Takahiko Mitsui. (2023) G protein-

coupled receptor 55 activated by palmitoylethanolamide is associated with the development of

nocturia associated with circadian rhythm disorders. Life sciences. Nov 1:332:122072-122072.

doi:10.1016/j.lfs.2023.122072.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 8 件）

1. Shinozaki Y, Namekata K, Guo X, Harada T. Glial cells as a promising therapeutic target of

glaucoma: beyond the IOP. Frontiers in Ophthalmology 3:1310226, 2023.

2. Shinozaki Y, Kashiwagi K, Koizumi S. Astrocyte immune functions and glaucoma. International

Journal of Molecular Sciences 24, 2747, 2023.

3. Shinozaki Y, Saito K, Kashiwagi K, Koizumi S. Ocular P2 receptors and glaucoma.

Neuropharmacology 222: 109302, 2023.

4. 篠崎陽一. 緑内障：緑内障とグリア機能. ああたたららししいい眼眼科科 40, 63-64, 2023.
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5. 篠崎陽一. 神経科学トピックス：グリアの異常が目の病気の原因となる. 神神経経科科学学ニニュューー

スス 3, 47, 2023.

6. 篠崎陽一, 小泉修一. アストロサイトの機能異常による正常眼圧緑内障発症機構. 生生化化学学 

95, 614-617, 2023.

7. 篠﨑陽一，Alex Leung，行方和彦，齋藤 成, Huy Bang Nguyen，武田明子，檀上洋右，森

澤陽介, 繁冨英治，佐野史和，吉岡 望，竹林浩秀，大野伸彦, 瀬川高弘，三宅邦夫，柏

木賢治，原田高幸，大沼信一, 小泉修一. アストロサイトの ABCA1 欠損は視神経症を誘

発する. 日日本本眼眼科科学学会会雑雑誌誌 127(5), 582-583, 2023.

8. 西島義道, 本田紗里, 北村裕太, 行方和彦, 木村敦子, 郭 暁麗, 安土ゆり子, 原田知加子,

村上 晶, 松田 彰, 中野 匡, Luis F. Parada, 原田高幸. 細胞膜結合型 Trk 受容体による緑内

障モデルにおける視覚の保護と強力な軸索再生. 日日本本眼眼科科学学会会雑雑誌誌 127(4), 505, 2023.

II. 学会等発表

招待講演 （計 10 件）

1. 原田高幸. 視神経変性疾患の病態解明と治療研究. シンポジウム「新規創薬標的を導く

感覚器研究の新展開」２０２３年１２月１５日 第９７回日本薬理学会年会（兵庫）

2. 行方和彦. 視神経機能の回復を目指した遺伝子治療研究. シンポジウム「「見る」を科学

する ～眼科疾患創薬研究の新展開～」２０２３年１２月１５日 第９７回日本薬理学会

年会（兵庫）

3. 篠崎陽一. グリア異常による緑内障発症. シンポジウム「新しい視点と技術で切り開く

グリア細胞研究：若手研究者の挑戦」２０２３年１２月１４日 第９７回日本薬理学会

年会（兵庫）

4. 原田高幸. 加齢性変化から視機能を守り、再生させる、新しい治療法の開発. シンポジ

ウム「老化を制御するプロテオスタシスとその変容」２０２３年１１月１日 第９６回

日本生化学会（福岡）

5. 行方和彦. 中枢神経組織における DOCK ファミリー分子. シンポジウム「細胞骨格制御

とシグナル伝達における DOCK ファミリー分子の多彩な機能と構造基盤」２０２３年１

０月３１日 第９６回日本生化学会（福岡）

6. 行方和彦. 改良型 TrkB を用いた遺伝子治療による網膜神経保護と視神経軸索再生. ラン

チョンセミナー「組織指向性（網膜、内⽿）を持つアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクタ

ー遺伝⼦治療開発の最前線」２０２３年１０月１１日 BioJapan2023 スポンサーセミナ

ー（横浜）

7. 行方和彦. 遺伝子治療による神経保護と再生. ランチョンセミナー ２０２３年９月１

３日 第２９回日本遺伝子細胞治療学会学術集会（大阪）
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5. 篠崎陽一. 神経科学トピックス：グリアの異常が目の病気の原因となる. 神神経経科科学学ニニュューー

スス 3, 47, 2023.

6. 篠崎陽一, 小泉修一. アストロサイトの機能異常による正常眼圧緑内障発症機構. 生生化化学学 

95, 614-617, 2023.

7. 篠﨑陽一，Alex Leung，行方和彦，齋藤 成, Huy Bang Nguyen，武田明子，檀上洋右，森

澤陽介, 繁冨英治，佐野史和，吉岡 望，竹林浩秀，大野伸彦, 瀬川高弘，三宅邦夫，柏

木賢治，原田高幸，大沼信一, 小泉修一. アストロサイトの ABCA1 欠損は視神経症を誘

発する. 日日本本眼眼科科学学会会雑雑誌誌 127(5), 582-583, 2023.

8. 西島義道, 本田紗里, 北村裕太, 行方和彦, 木村敦子, 郭 暁麗, 安土ゆり子, 原田知加子,

村上 晶, 松田 彰, 中野 匡, Luis F. Parada, 原田高幸. 細胞膜結合型 Trk 受容体による緑内

障モデルにおける視覚の保護と強力な軸索再生. 日日本本眼眼科科学学会会雑雑誌誌 127(4), 505, 2023.

II. 学会等発表

招待講演 （計 10 件）

1. 原田高幸. 視神経変性疾患の病態解明と治療研究. シンポジウム「新規創薬標的を導く

感覚器研究の新展開」２０２３年１２月１５日 第９７回日本薬理学会年会（兵庫）

2. 行方和彦. 視神経機能の回復を目指した遺伝子治療研究. シンポジウム「「見る」を科学

する ～眼科疾患創薬研究の新展開～」２０２３年１２月１５日 第９７回日本薬理学会

年会（兵庫）

3. 篠崎陽一. グリア異常による緑内障発症. シンポジウム「新しい視点と技術で切り開く

グリア細胞研究：若手研究者の挑戦」２０２３年１２月１４日 第９７回日本薬理学会

年会（兵庫）

4. 原田高幸. 加齢性変化から視機能を守り、再生させる、新しい治療法の開発. シンポジ

ウム「老化を制御するプロテオスタシスとその変容」２０２３年１１月１日 第９６回

日本生化学会（福岡）

5. 行方和彦. 中枢神経組織における DOCK ファミリー分子. シンポジウム「細胞骨格制御

とシグナル伝達における DOCK ファミリー分子の多彩な機能と構造基盤」２０２３年１

０月３１日 第９６回日本生化学会（福岡）

6. 行方和彦. 改良型 TrkB を用いた遺伝子治療による網膜神経保護と視神経軸索再生. ラン

チョンセミナー「組織指向性（網膜、内⽿）を持つアデノ随伴ウイルス（AAV）ベクタ

ー遺伝⼦治療開発の最前線」２０２３年１０月１１日 BioJapan2023 スポンサーセミナ

ー（横浜）

7. 行方和彦. 遺伝子治療による神経保護と再生. ランチョンセミナー ２０２３年９月１

３日 第２９回日本遺伝子細胞治療学会学術集会（大阪）
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8. 西島義道, 行方和彦, 本田紗里, 北村裕太, 木村敦子, 郭 曉麗, 安土ゆり子, 原田知加子, 

野呂隆彦, 中野 匡, 原田高幸.  改変型神経栄養因子受容体を用いた緑内障に対する神経

保護治療の開発.シンポジウム「次世代の病態解明と治療を目指して」２０２３年９月８

日 第３４回日本緑内障学会 （東京） 

9. 篠崎陽一. 緑内障とグリア機能.シンポジウム「次世代の病態解明と治療を目指して」２

０２３年９月８日 第３４回日本緑内障学会 （東京） 

10. 行方和彦. 加齢とともに増える緑内障とその神経保護・再生療法の研究  ２０２３年９

月１日 第３８回 老化促進モデルマウス（SAM）学会（千葉） 

その他 （計 7 件）自由掲載 

1. 篠崎陽一. グリア細胞が制御する緑内障病態. 学術変革(A)「グリアデコード・臨界期生

物学・適応回路センサス」3 領域合同 Web シンポジウム ２０２４年１月１９日 オンラ

イン開催 

2. Harada T, Namekata K, Sotozono A, Shinozaki Y, Guo X, Harada C. Neuroprotection and axon 

regeneration in glaucoma models by gene therapy using modified tyrosine kinase receptors. 26th 

EVER CONGRESS, 2023.10.27. Valencia (Spain) 

3. 外園晶子, 行方和彦, 郭 曉麗, 篠崎陽一, 野呂隆彦, 中野 匡, 原田高幸. 改変型インス

リン受容体の遺伝子治療による網膜神経保護と視神経再生. ２０２３年９月８日  第３

４回日本緑内障学会（東京）  

4. 篠崎陽一, 武田詩穂, 坂井謙斗, 繁冨英治, 柏木賢治, 行方和彦, 原田高幸, 木下 専, 小泉

修一.  ミューラー細胞の CDC42EP4 欠損によるグルタミン酸回収異常は視神経症を誘発

する. ２０２３年７月６日 第 64 回日本神経病理学会/第 66 回日本神経化学会合同大会

（兵庫） 

5. Sotozono A, Guo X, Namekata K, Noro T, Nakano T, Harada T. Dendrite regeneration of retinal 

ganglion cells by gene therapy using a constitutive active form of insulin receptor. 10th World 

Glaucoma Congress, 2023. 6.28.-7.1. Rome (Italy) 

6. Shinozaki Y, Leung A, Namekata K, Ohno N, Shigetomi E, Kashiwagi K, Harada T, Ohnuma SI, 

Koizumi S. Astrocytes dysfunction induced by ABCA1 deficiency causes normal-tension 

glaucoma-like phenotype in mouse. "Novel Insights into Glia Function & Dysfunction" Cold 

Spring Harbor Asia Meeting, 2023.4.28. Awaji (Japan)   

7. 外園晶子, 郭 曉麗, 行方和彦, 野呂隆彦, 中野 匡, 原田高幸. インスリン受容体の遺伝

子治療による網膜神経節細胞の樹状突起再生. ２０２３年４月６日 第１２７回日本眼

科学会総会（東京）  

 

III. その他の発表（計 4 件）

1. 第６回 TMED フォーラム（２０２４年３月６日）において、以下の４題を発表した。

1. 行方和彦「DOCK3 活性化剤による網膜神経保護と視神経軸索再生」

2. 篠崎陽一「グリア細胞異常による正常眼圧緑内障発症メカニズム」

3. 郭 暁麗「ASK1 シグナルは神経炎症におけるグリア間相互作用を病期特異的

に制御する」

4. 外園晶子「インスリン受容体過剰発現による樹状突起の再生」

2. 原田高幸. 目を守ろう！ 〜デジタル化・高齢化時代における目の健康〜 ２０２４年

２月２日 東京高等・地方・家庭裁判所 健康管理講習会（東京）

3. 篠崎陽一. グリア機能異常による緑内障発症.２０２３年６月２４日 第一回神経化学若

手 KYOEN（東京）

4. 原田高幸. 視神経機能の保護と回復を目指して. ２０２３年６月２３日 北海道大学眼

科リサーチカンファレンス（札幌）

IV. 特記事項

1. 郭 暁麗研究員が「所内研究発表会（第１部会）（2023 年 11 月 22 日開催）」で優秀発

表者に選出された.

2. 協力研究員の西島義道医師（東京慈恵医大 眼科講師）が須須田田記記念念緑緑内内障障治治療療研研究究奨奨励励基基

金金を受賞し、第３４回日本緑内障学会（2023 年 9 月 8 日）において受賞講演を行った.

3. 郭 暁麗研究員が第 16 回資生堂女性研究者サイエンスグラントを獲得した.

4. 研究所 HP の「TOPICS」に視神経再生論文に関する紹介記事を掲載した. 「DOCK3 の

構造変化を起こす低分子化合物による神経保護と軸索再生」

https://www.igakuken.or.jp/topics/2023/0516.html
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III. その他の発表（計 4 件）

1. 第６回 TMED フォーラム（２０２４年３月６日）において、以下の４題を発表した。

1. 行方和彦「DOCK3 活性化剤による網膜神経保護と視神経軸索再生」

2. 篠崎陽一「グリア細胞異常による正常眼圧緑内障発症メカニズム」

3. 郭 暁麗「ASK1 シグナルは神経炎症におけるグリア間相互作用を病期特異的

に制御する」

4. 外園晶子「インスリン受容体過剰発現による樹状突起の再生」

2. 原田高幸. 目を守ろう！ 〜デジタル化・高齢化時代における目の健康〜 ２０２４年

２月２日 東京高等・地方・家庭裁判所 健康管理講習会（東京）

3. 篠崎陽一. グリア機能異常による緑内障発症.２０２３年６月２４日 第一回神経化学若

手 KYOEN（東京）

4. 原田高幸. 視神経機能の保護と回復を目指して. ２０２３年６月２３日 北海道大学眼

科リサーチカンファレンス（札幌）

IV. 特記事項

1. 郭 暁麗研究員が「所内研究発表会（第１部会）（2023 年 11 月 22 日開催）」で優秀発

表者に選出された.

2. 協力研究員の西島義道医師（東京慈恵医大 眼科講師）が須須田田記記念念緑緑内内障障治治療療研研究究奨奨励励基基

金金を受賞し、第３４回日本緑内障学会（2023 年 9 月 8 日）において受賞講演を行った.

3. 郭 暁麗研究員が第 16 回資生堂女性研究者サイエンスグラントを獲得した.

4. 研究所 HP の「TOPICS」に視神経再生論文に関する紹介記事を掲載した. 「DOCK3 の

構造変化を起こす低分子化合物による神経保護と軸索再生」

https://www.igakuken.or.jp/topics/2023/0516.html
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プロジェクト名 糖尿病性神経障害プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1. Hajime Ishiguro, Takashi Ushiki, Atsuko Honda, Yasuhiro Yoshimatsu, Riuko Ohashi, Shujiro

Okuda, Asami Kawasaki, Kaori Cho, Suguru Tamura, Tatsuya Suwabe, Takayuki Katagiri, Yiwei

Ling, Atsuhiko Iijima, Tadahisa Mikami, Hiroshi Kitagawa, Akiyoshi Uemura, Kazunori Sango,

Masayoshi Masuko, Michihiro Igarashi, Hirohito Sone. (2024) Reduced chondroitin sulfate

content prevents diabetic neuropathy through transforming growth factor-β signaling suppression.

iScience. 27(4), 109528. Mar 19, 2024, doi:10.1016/j.isci.2024.109528. (査読有)

2. Wataru Nihei, Ayako Kato, Tatsuhito Himeno, Masaki Kondo, Jiro Nakamura, Hideki Kamiya,

Kazunori Sango, Koichi Kato. (2024) Hyperglycaemia aggravates oxidised low-density

lipoprotein-induced Schwann cell death via hyperactivation of Toll-like receptor 4. Neurology

International.16(2):370-379. Mar 19, 2024, doi:10.3390/neurolint16020027. (査読有)

3. Mari Suzuki, Hiroshi Kuromi, Mayumi Shindo, Nozomi Sakata, Naoko Niimi, Koji Fukui, Minoru

Saitoe, Kazunori Sango. (2023) A Drosophila model of diabetic neuropathy reveals a role of

proteasome activity in the glia. iScience. 26(6), 106997. June 16, 2023,

doi:10.1016/j.isci.2023.106997. (査読有)

4. Ken Muramatsu, Naoko Niimi, Masako Ikutomo, Satoshi Shimo, Toru Tamaki, Masatoshi Niwa,

Kazunori Sango. (2023) Motor skills training-induced activation of descending pathways

mediating cortical command to hindlimb motoneurons in experimental diabetic rats. Experimental

Neurology. 363:114357. May, 2023. doi:10.1016/j.expneurol.2023.114357. (査読有)

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 8 件）

1. Japanese Peripheral Nerve Society (Kazunori Sango; Edito-in-Chief). (2024) Abstracts of the 34th

Annual Meeting of the Japanese Peripheral Nerve Society (JPNS). Journal of the Peripheral

Nervous System. 29:S1-S19. Jan 2, 2024. (査読無し)

2. Hideji Yako, Naoko Niimi, Shizuka Takaku, Kazunori Sango. (2023) Advantages of omics

approaches for elucidating metabolic changes in diabetic peripheral neuropathy. Frontiers in

Endocrinology.14:1208441. Nov 28, 2023, doi:10.3389/fendo.2023.1208441. (査読有)

3. Kazunori Sango. (2023) Novel neuron-Schwann cell co-culture models to study peripheral nerve

degeneration and regeneration. Neural Regeneration Research. 18(8):1732-1733. Aug, 2024,

doi:10.4103/1673-5374.363195. (査読有)

- 90 -

4. 村松憲, 新見直子, 三五一憲. (2023) 糖尿病性皮質脊髄路障害とそのリハビリテーション.

日日本本病病態態生生理理学学会会雑雑誌誌. 32(3):30-32. Dec 20, 2023. (査読無し)

5. 加藤宏一, 三五一憲. (2023) 糖尿病性神経障害の病態生理と治療薬の開発. 日日本本病病態態生生理理

学学会会雑雑誌誌. 32(3):23-25. Dec 20, 2023. (査読無し)

6. 第 32 回日本病態生理学会大会（大会長：三五一憲, 事務局長：八子英司）. 第 32 回日本

病態生理学会大会「健やかに生きるための病態生理研究」抄録集.日日本本病病態態生生理理学学会会雑雑誌誌.

32(2):1-69. July 20, 2023. (査読無し)

7. 三五一憲, 加藤宏一. (2023) 糖尿病性神経障害研究のトピックス. 糖糖尿尿病病合合併併症症. 37(1):95-

98. June 28, 2023. (査読無し)

8. 鈴木マリ, 三五一憲. (2023) 糖尿病性神経障害. Peripheral Nerve 末末梢梢神神経経. 34(1):37-44. June

1, 2023. (査読無し)

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 三五一憲. 糖化が関与する細胞・組織障害メカニズム. 第 77 回日本臨床眼科学会, 東京国

際フォーラム（東京都千代田区）, 2023/10/6〜2023/10/9.

その他 （計 11 件）自由掲載

1. Kazunori Sango, Hideji Yako, Naoko Niimi, Shizuka Takaku. Pathogenesis-based therapeutic

approaches toward diabetic peripheral neuropathy. 第 101 回日本生理学会大会（シンポジウ

ム）, 北九州国際会議場（福岡県小倉市）, 2024/3/28〜2024/3/30.

2. 三五一憲. 糖尿病性神経障害の成因探究と治療戦略. 第 37 回日本糖尿病・肥満動物学会

（シンポジウム）, 弘前大学創立 50 周年記念会館（青森県弘前市）, 2024/3/15〜

2024/3/16.

3. 高久静香, 松本倖政, 西川顕治, 阿賀康弘, 三五一憲. リゾホスファチジン酸（LPA）によ

るシュワン細胞脱分化・脱髄様病変誘導は, 新規 LPA1 受容体阻害剤 X により抑制され

る. 第 8 回日本ミエリン研究会, 東京大学（東京都文京区）, 2024/2/10.

4. 新見直子, 三五一憲. 高グルコース下での血管内皮細胞の糖代謝. 第 46 回日本分子生物

学会年会, 神戸国際会議場・展示場（兵庫県神戸市）, 2023/12/6〜2023/12/8.

5. 八子英司. 糖尿病性神経障害の分野における基礎研究の進歩. 第 38 回日本糖尿病合併症

学会（シンポジウム）, 岡山コンベンションセンター（岡山県岡山市）2023/10/20〜

2023/10/21.

6. 八子英司, 新見直子, 高久静香, 三五一憲. ガラクトース負荷による IMS32 シュワン細胞
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4. 村松憲, 新見直子, 三五一憲. (2023) 糖尿病性皮質脊髄路障害とそのリハビリテーション.

日日本本病病態態生生理理学学会会雑雑誌誌. 32(3):30-32. Dec 20, 2023. (査読無し)

5. 加藤宏一, 三五一憲. (2023) 糖尿病性神経障害の病態生理と治療薬の開発. 日日本本病病態態生生理理

学学会会雑雑誌誌. 32(3):23-25. Dec 20, 2023. (査読無し)

6. 第 32 回日本病態生理学会大会（大会長：三五一憲, 事務局長：八子英司）. 第 32 回日本

病態生理学会大会「健やかに生きるための病態生理研究」抄録集.日日本本病病態態生生理理学学会会雑雑誌誌.

32(2):1-69. July 20, 2023. (査読無し)

7. 三五一憲, 加藤宏一. (2023) 糖尿病性神経障害研究のトピックス. 糖糖尿尿病病合合併併症症. 37(1):95-

98. June 28, 2023. (査読無し)

8. 鈴木マリ, 三五一憲. (2023) 糖尿病性神経障害. Peripheral Nerve 末末梢梢神神経経. 34(1):37-44. June

1, 2023. (査読無し)

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 三五一憲. 糖化が関与する細胞・組織障害メカニズム. 第 77 回日本臨床眼科学会, 東京国

際フォーラム（東京都千代田区）, 2023/10/6〜2023/10/9.

その他 （計 11 件）自由掲載

1. Kazunori Sango, Hideji Yako, Naoko Niimi, Shizuka Takaku. Pathogenesis-based therapeutic

approaches toward diabetic peripheral neuropathy. 第 101 回日本生理学会大会（シンポジウ

ム）, 北九州国際会議場（福岡県小倉市）, 2024/3/28〜2024/3/30.

2. 三五一憲. 糖尿病性神経障害の成因探究と治療戦略. 第 37 回日本糖尿病・肥満動物学会

（シンポジウム）, 弘前大学創立 50 周年記念会館（青森県弘前市）, 2024/3/15〜

2024/3/16.

3. 高久静香, 松本倖政, 西川顕治, 阿賀康弘, 三五一憲. リゾホスファチジン酸（LPA）によ

るシュワン細胞脱分化・脱髄様病変誘導は, 新規 LPA1 受容体阻害剤 X により抑制され

る. 第 8 回日本ミエリン研究会, 東京大学（東京都文京区）, 2024/2/10.

4. 新見直子, 三五一憲. 高グルコース下での血管内皮細胞の糖代謝. 第 46 回日本分子生物

学会年会, 神戸国際会議場・展示場（兵庫県神戸市）, 2023/12/6〜2023/12/8.

5. 八子英司. 糖尿病性神経障害の分野における基礎研究の進歩. 第 38 回日本糖尿病合併症

学会（シンポジウム）, 岡山コンベンションセンター（岡山県岡山市）2023/10/20〜

2023/10/21.

6. 八子英司, 新見直子, 高久静香, 三五一憲. ガラクトース負荷による IMS32 シュワン細胞
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の代謝異常と細胞障害メカニズムの解析. 第 38 回日本糖尿病合併症学会, 岡山コンベン

ションセンター（岡山県岡山市）2023/10/20〜2023/10/21.

7. Shizuka Takaku, Kazunori Sango. Co-culture of lined dorsal root ganglion neurons and Schwann

cells as a useful tool for the study of diabetic neuropathy. 33rd Annual Meeting of the Diabetic

Neuropathy Study Group (Neurodiab2023), Thessaloniki, Greece, 2023/9/28〜2023/10/1.

8. Kazunori Sango, Hideji Yako, Mari Suzuki, Naoko Niimi, Shizuka Takaku. Efficacy of pyruvate

and benfotiamine against mouse and cell culture models of diabetic neuropathy. 33rd Annual

Meeting of the Diabetic Neuropathy Study Group (Neurodiab2023), Thessaloniki, Greece,

2023/9/28〜2023/10/1.

9. 八子英司, 新見直子, 高久静香, 三五一憲. 高ガラクトース環境におけるシュワン細胞株

IMS32 の細胞障害メカニズムの解析. 第 32 回日本病態生理学会大会, ベルサール西新宿

（東京都新宿区）, 2023/8/5〜2023/8/6.

10. Kazunori Sango, Yuki Takezawa, Shizuka Takaku. Co-culture of immortalized DRG neurons and

Schwann cells for the study of peripheral neuropathies. 第 64 回日本神経学会学術大会, 幕張

メッセ（千葉県千葉市）, 2023/5/31〜2023/6/3.

11. 鈴木マリ. 糖尿病性神経障害モデルショウジョウバエを用いた新規関連遺伝子と分子メ

カニズムの探索. 第 66 回日本糖尿病学会年次学術集会（シンポジウム）, 城山ホテル鹿

児島、かごしま県民交流センター、宝山ホール（鹿児島県鹿児島市）2023/5/11〜

2023/5/13.

III. その他の発表（計 3 件）

1. 三五一憲. 血糖値制御と健康. 都医学研セミナーシリーズ『老化と健康 2』第 2 回, 東京

都医学総合研究所（東京都世田谷区）, 2023.11.24.

2. 三五一憲. 糖尿病性神経障害の発症機構解明を目指して：AGE-RAGE シグナルの関与.

東京都医学総合研究所 2023 年第 2 回評議員会, 2 東京都医学総合研究所（東京都世田谷

区）, 2023.6.27.

3. 三五一憲. 糖尿病と代謝. 横浜市立大学医学部「病態代謝生理学」講義. 横浜市立大学医

学部（神奈川県横浜市）, 2023.4.28.

IV. 特記事項

1. 三五一憲. 第 32 回日本病態生理学会大会大大会会長長（ベルサール西新宿（東京都新宿区）,

2023/8/5〜2023/8/6）, International Journal of Molecular Sciences. Guest Editor (2020～),

Frontiers in Endocrinology. Associate Editor (2020～), 横浜市立大学客員教授（2017～

2023）, 愛知学院大学薬学部薬剤治療学講座客員研究員（2014～）, 日本末梢神経学会理理

事事・あり方委員（2014～）・編編集集委委員員長長・財務委員（2021～）,日本病態生理学会理理事事
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（2017～）・監事（2020～）, 日本メイラード学会役員（2019～）・シンポジウム立案委

員（2023～）, 日本ミエリン研究会世話人（2016～）, 糖尿病性神経障害を考える会幹事

（2015～）, 日本糖尿病合併症学会評議員（2007～）, 日本生理学会評議員（1999～）.

2. 八子英司. 第 32 回日本病態生理学会大会事事務務局局長長（ベルサール西新宿（東京都新宿区）,

2023/8/5〜2023/8/6）, 日本生理学会評議員（2023～）,日本病態生理学会評議員（2022

～）, 東京慈恵会医科大学（糖尿病・代謝・内分泌内科）訪問研究員（2017～）.
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（2017～）・監事（2020～）, 日本メイラード学会役員（2019～）・シンポジウム立案委

員（2023～）, 日本ミエリン研究会世話人（2016～）, 糖尿病性神経障害を考える会幹事

（2015～）, 日本糖尿病合併症学会評議員（2007～）, 日本生理学会評議員（1999～）.

2. 八子英司. 第 32 回日本病態生理学会大会事事務務局局長長（ベルサール西新宿（東京都新宿区）,

2023/8/5〜2023/8/6）, 日本生理学会評議員（2023～）,日本病態生理学会評議員（2022

～）, 東京慈恵会医科大学（糖尿病・代謝・内分泌内科）訪問研究員（2017～）.
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プロジェクト名 再生医療プロジェクト 

I. 論文等発表

原著論文 （計 0 件） 

なし

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 2 件） 

1. ゲノム編集の最新技術と医薬品・遺伝子治療・農業・水畜産物・有用物質生産への活用

宮岡佑一郎, 高橋 剛.（分担執筆）他著者 92 名技術情報協会 ISBN：978-4-86104-978-1
2023.8.31.

2. Gou Takahashi, Yuichiro Miyaoka. Large-scale single-cell cloning of genome-edited cultured
human cells by On-chip SPiS. STAR Protocols. Jun 16:4(3):102364-102364.
doi:10.1016/j.xpro.2023.102364. 2023

II. 学会等発表

招待講演 （計 0 件） 

なし 

その他 （計 4 件）自由掲載 

1. 宮岡佑一郎：ゲノム編集 iPS 細胞の移植による治療分子の生体内供給 第 23 回日本再生

医療学会総会（2024.3.22, 新潟）

2. 高橋 諒, 高橋 剛, 佐藤正宏, 大塚正人, 和田健太：Fgf5go-malc1マウスの長毛表現型におけ

る変異型 FGF5 の効果 第 46 回日本分子生物学会年会（2023.12.8, 神戸）

3. 黄 嵐郁, 服部一輝, 桐浴裕巳, 太田禎生, 宮岡佑一郎：ゲノム編集 iPS 細胞由来心筋細胞

の遺伝型と表現型の大量並列シングルセル解析 第 46 回日本分子生物学会年会

（2023.12.7, 神戸）

4. 前田 湊, 近藤大輝, 高橋 剛, 伊藤三郎, 安部亮介, 内海芳宣, 森下祐至, 宮岡佑一郎：

CRISPR-Cas9 による非相同末端結合 NHEJ 誘導パターンの一細胞レベル解析 第 46 回日

本分子生物学会年会（2023.12.7, 神戸）
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III. その他の発表（計 3 件） 

1. Establishment and Application of Polyploid Human iPS Cells Yuichiro Miyaoka. CiRA Seminar

（2024.2.9, 京都 講演）

2. Genome editing in human iPS cells to study and cure disease 宮岡佑一郎. 熊本大学リエゾンラ

ボ研究会/HIGO プログラム最先端研究セミナー（2023.11.29, 熊本 講演）

3. Utilizing ddPCR for Genome Editing in Human iPS Cells Yuichiro Miyaoka. ddPCR World 2023

（2023.6.9, Bangkok, Thailand 講演）

IV. 特記事項

1. 第 23 回日本再生医療学会総会 優秀演題賞 宮岡佑一郎
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III. その他の発表（計 3 件） 

1. Establishment and Application of Polyploid Human iPS Cells Yuichiro Miyaoka. CiRA Seminar

（2024.2.9, 京都 講演）

2. Genome editing in human iPS cells to study and cure disease 宮岡佑一郎. 熊本大学リエゾンラ

ボ研究会/HIGO プログラム最先端研究セミナー（2023.11.29, 熊本 講演）

3. Utilizing ddPCR for Genome Editing in Human iPS Cells Yuichiro Miyaoka. ddPCR World 2023

（2023.6.9, Bangkok, Thailand 講演）

IV. 特記事項

1. 第 23 回日本再生医療学会総会 優秀演題賞 宮岡佑一郎
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プロジェクト名 がん免疫プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 1 件）

1. Kyungwoo Lee, Juyeon Park, Hidetaka Tanno, George Georgiou, Betty Diamond, Sun Jung Kim.

(2023) Peripheral T cell activation, not thymic selection, expands the T follicular helper repertoire

in a lupus-prone murine model. Proceedings of the National Academy of Sciences of the United

States of America.Nov 28:120(48): e2309780120. doi:10.1073/pnas.2309780120.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 0 件）

なし

II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 2023 年 7 月 28 日 丹野秀崇「新規 1 細胞解析技術による抗体・TCR レパトアの高速

解析」東京大学・定量生命科学研究所セミナー

その他 （計 0 件）自由掲載

なし

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 体内時計プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 2 件）

1.  Shingo Hiroki*, Hikari Yoshitane*. Ror homolog nhr-23 is essential for both developmental clock 

and circadian clock in C. elegans, Communications Biology, 7(1):243 (2024) doi: 

10.1038/s42003-024-05894-3. PMID: 38418700

2.  Nobuhiro Kurabayashi, Kazuki Fujii, Yuta Otobe, Shingo Hiroki, Masaharu Hiratsuka, Hikari 

Yoshitane, Yasuhiro Kazuki, Keizo Takao. Neocortical neuronal production and maturation 

defects in the TcMAC21 mouse model of Down syndrome, iScience, 26(12):108379 (2023) doi: 

10.1016/j.isci.2023.108379. PMID: 38025769

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1.  Kiyomichi Imamura, Hikari Yoshitane. CLOCK-BMAL1 phosphorylation and the circadian input, 

Hokkaido University Press “Circadian Clocks” (2024)

II. 学会等発表

招待講演 （計 6 件）

1. Hikari Yoshitane. Chrono-proteinology: circadian interaction rhythms of clock proteins and 

chrono-code of their post-translational modifications. 第 61 回 日本生物物理学会、2023 年 11

月 15 日、愛知県（名古屋国際会議場

2. 吉種光.「時」を生み出す分子メカニズム、金沢大学 統合神経生理学セミナー、2023 年

11 月 7 日、石川県（金沢大学 宝町キャンパス十全記念スタジオ）

3. 吉種光.「時間タンパク質学～時を生み出すタンパク質特性」第 23 回日本蛋白質科学会

年会 2023 年 7 月 5 日、愛知県（名古屋国際会議場）

4. 吉種光. 哺乳類における体内時計の分子メカニズム、早稲田大学 時間生物学講義、2023

年 6 月 19 日、東京都（早稲田大学 TWIns セミナールーム 3）

5. 吉種光. 時計老化: 加齢に基づく老化現象の分子メカニズム、第 23 回 日本抗加齢医学会

総会、2023 年 6 月 9 日、東京都（東京国際フォーラム）

6. Hikari Yoshitane. Post-translational regulation of the mammalian clock protein complex. アジア

時間生物学会 ASRS 2023、2023 年 4 月 1 日、トルコ イスタンブール
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プロジェクト名 体内時計プロジェクト

I. 論文等発表

原著論文 （計 2 件）

1.  Shingo Hiroki*, Hikari Yoshitane*. Ror homolog nhr-23 is essential for both developmental clock 

and circadian clock in C. elegans, Communications Biology, 7(1):243 (2024) doi: 

10.1038/s42003-024-05894-3. PMID: 38418700

2.  Nobuhiro Kurabayashi, Kazuki Fujii, Yuta Otobe, Shingo Hiroki, Masaharu Hiratsuka, Hikari 

Yoshitane, Yasuhiro Kazuki, Keizo Takao. Neocortical neuronal production and maturation 

defects in the TcMAC21 mouse model of Down syndrome, iScience, 26(12):108379 (2023) doi: 

10.1016/j.isci.2023.108379. PMID: 38025769

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1.  Kiyomichi Imamura, Hikari Yoshitane. CLOCK-BMAL1 phosphorylation and the circadian input, 

Hokkaido University Press “Circadian Clocks” (2024)

II. 学会等発表

招待講演 （計 6 件）

1. Hikari Yoshitane. Chrono-proteinology: circadian interaction rhythms of clock proteins and 

chrono-code of their post-translational modifications. 第 61 回 日本生物物理学会、2023 年 11

月 15 日、愛知県（名古屋国際会議場

2. 吉種光.「時」を生み出す分子メカニズム、金沢大学 統合神経生理学セミナー、2023 年

11 月 7 日、石川県（金沢大学 宝町キャンパス十全記念スタジオ）

3. 吉種光.「時間タンパク質学～時を生み出すタンパク質特性」第 23 回日本蛋白質科学会

年会 2023 年 7 月 5 日、愛知県（名古屋国際会議場）

4. 吉種光. 哺乳類における体内時計の分子メカニズム、早稲田大学 時間生物学講義、2023

年 6 月 19 日、東京都（早稲田大学 TWIns セミナールーム 3）

5. 吉種光. 時計老化: 加齢に基づく老化現象の分子メカニズム、第 23 回 日本抗加齢医学会

総会、2023 年 6 月 9 日、東京都（東京国際フォーラム）

6. Hikari Yoshitane. Post-translational regulation of the mammalian clock protein complex. アジア

時間生物学会 ASRS 2023、2023 年 4 月 1 日、トルコ イスタンブール
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その他 （計 0 件）自由掲載

なし

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 蛋白質代謝研究室 

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件） 

1 Akinori Endo, Toshiaki Fukushima, Chikage Takahashi, Hikaru Tsuchiya, Fumiaki Ohtake,

Sayaka Ono, Tony Ly, Yukiko Yoshida, Keiji Tanaka, Yasushi Saeki, Masayuki Komada. (2024) 

USP8 prevents aberrant NF-κB and Nrf2 activation by counteracting ubiquitin signals from 

endosomes. Journal of Cell Biology.Mar 4. doi:10.1083/jcb.202306013.

2 Takumi Ito, Tomoko Asatsuma-Okumura, Akinori Endo, Junichi Yamamoto, Yoshiko Iwai, Yuki 

Yamaguchi, Mikihiko Naito, Hiroshi Handa, Yasushi Saeki. (2023) ZNF276 and WIZ are CRBN 

neosubstrates involved in the anti-angiogenic activity of thalidomide and immunomodulatory 

drugs. Research Square, doi:10.21203/rs.3.rs-3510134/v1.

3 Tomohiro Iriki, Hiroaki Iio, Shu Yasuda, Shun Masuta, Masakazu Kato, Hidetaka Kosako,

Shoshiro Hirayama, Akinori Endo, Fumiaki Ohtake, Mako Kamiya, Yasuteru Urano, Yasushi 

Saeki, Jun Hamazaki, Shigeo Murata. (2023) Senescent cells form nuclear foci that contain the 26S 

proteasome. Cell reports. Aug 1:112880-112880. doi:10.1016/j.celrep.2023.112880.

4 Nodoka Nago, Shigeo Murata, Keiji Tanaka, Nobuyuki Tanahashi. (2024) Changes in brain 

proteasome dynamics associated with aging. Genes to Cells.Mar 25. doi:10.1111/gtc.13113.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 0 件） 

なし

II. 学会等発表

招待講演 （計 6 件） 

1. 遠藤彬則. 「ユビキチン・プロテアソーム相分離による多彩な細胞内機能」第 97 回日本

薬理学会 2023 年 12 月 14 日～16 日

2. 吉田雪子, 遠藤 彬則. 「プロテアソームの発現を制御する転写因子 Nrf１における糖鎖と

ユビキチン鎖のクロストーク」（他１演題）第 46 回日本分子生物学 2023 年 12 月 6 日～

8 日
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プロジェクト名 蛋白質代謝研究室 

I. 論文等発表

原著論文 （計 4 件） 

1 Akinori Endo, Toshiaki Fukushima, Chikage Takahashi, Hikaru Tsuchiya, Fumiaki Ohtake,

Sayaka Ono, Tony Ly, Yukiko Yoshida, Keiji Tanaka, Yasushi Saeki, Masayuki Komada. (2024) 

USP8 prevents aberrant NF-κB and Nrf2 activation by counteracting ubiquitin signals from 

endosomes. Journal of Cell Biology.Mar 4. doi:10.1083/jcb.202306013.

2 Takumi Ito, Tomoko Asatsuma-Okumura, Akinori Endo, Junichi Yamamoto, Yoshiko Iwai, Yuki 

Yamaguchi, Mikihiko Naito, Hiroshi Handa, Yasushi Saeki. (2023) ZNF276 and WIZ are CRBN 

neosubstrates involved in the anti-angiogenic activity of thalidomide and immunomodulatory 

drugs. Research Square, doi:10.21203/rs.3.rs-3510134/v1.

3 Tomohiro Iriki, Hiroaki Iio, Shu Yasuda, Shun Masuta, Masakazu Kato, Hidetaka Kosako,

Shoshiro Hirayama, Akinori Endo, Fumiaki Ohtake, Mako Kamiya, Yasuteru Urano, Yasushi 

Saeki, Jun Hamazaki, Shigeo Murata. (2023) Senescent cells form nuclear foci that contain the 26S 

proteasome. Cell reports. Aug 1:112880-112880. doi:10.1016/j.celrep.2023.112880.

4 Nodoka Nago, Shigeo Murata, Keiji Tanaka, Nobuyuki Tanahashi. (2024) Changes in brain 

proteasome dynamics associated with aging. Genes to Cells.Mar 25. doi:10.1111/gtc.13113.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 0 件） 

なし

II. 学会等発表

招待講演 （計 6 件） 

1. 遠藤彬則. 「ユビキチン・プロテアソーム相分離による多彩な細胞内機能」第 97 回日本

薬理学会 2023 年 12 月 14 日～16 日

2. 吉田雪子, 遠藤 彬則. 「プロテアソームの発現を制御する転写因子 Nrf１における糖鎖と

ユビキチン鎖のクロストーク」（他１演題）第 46 回日本分子生物学 2023 年 12 月 6 日～

8 日
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3. 吉田雪子. 「NGLY1 欠損症の発症機序：レクチン型ユビキチンリガーゼによるプロテア

ソーム機能阻害」 第 20 回糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム 2023 年 11 月 30 日～

12 月 1 日

4. Yukiko Yoshida. 「Ubiquitination pathway in the pathogenesis of NGLY1 deficiency」 Grace

Science Foundation NGLY1 Conference 2023. 2023 年 11 月 15 日～16 日

5. 吉田雪子. 「NGLY1 欠損症における転写因子 Nrf1/NFE2L1 の異常なユビキチン化」第 96

回日本生化学会大会 2023 年 10 月 31 日～11 月 2 日

6. 土屋 光. 「ユビキチン鎖依存的なプロテアソームの液-液相分離」第 64 回日本神経病理

学会総会学術研究会/第 66 回日本神経化学会大会 合同大会 2023 年 7 月 6 日～8 日

その他 （計 5 件）自由掲載 

1. 吉田雪子. 「糖鎖認識ユビキチンリガーゼから見た細胞質の糖鎖生物学」お茶の水大学

理学専攻化学・生物化学コース 化学・生物化学特論 VI 2024 年 1 月 17 日

2. 土屋光. ：質量分析計を用いたユビキチンコードの網羅的解析、群馬大学医学部薬理学

セミナー2023.11.10

3. 遠藤彬則, 土屋 光, 吉田雪子. ：タンパク質分解が医療を変える！ 日本科学振興協会

年次大会 2023 「会いに行ける科学者フェス」2023 年 10 月 7 日

4. 遠藤彬則. 「プロテオスタシスネットワークにおける蛋白質相分離・複合体・オルガネ

ラの役割」プロテオスタシス領域 PRIME 会議 2023「人を知る・研究を知る」2023 年 9

月 12 日～14 日

5. 土屋 光. ” Ubiquitin decoder-dependent phase separation of the proteasome” 学術変革領域

(A)クロススケール新生物学第 3 回領域会議 2023 年 9 月 7 日～8 日

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

なし
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プロジェクト名 フロンティア研究室（脳代謝制御グループ）

論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1 Sayaka Hirai, Hideki Miwa, Hiroko Shimbo, Keisuke Nakajima, Masahiro Kondo, Tomoko 

Tanaka, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Shinobu Hirai, Haruo Okado. (2023) Normal cortical laminar 

formation in RP58+/- mice. Molecular Psychiatry.Jun:28(6):2173-2173. doi:10.1038/s41380-023-

02299-2.

2 Shinobu Hirai, Atsuhiro Sakuma, Yasuto Kunii, Hiroko Shimbo, Mizuki Hino, Ryuta Izumi,

Atsuko Nagaoka, Hirooki Yabe, Rika Kojima, Erika Seki, Nobutaka Arai, Takashi Komori, Haruo 

Okado. (2023) Disease specific brain capillary angiopathy in schizophrenia, bipolar disorder, and 

Alzheimer's disease. Journal of psychiatric research. Jul:163:74-79.

doi:10.1016/j.jpsychires.2023.04.011.

3 Akiyo Natsubori, Shinobu Hirai, Soojin Kwon, Daisuke Ono, Fei Deng, Jinxia Wan, Momoka 

Miyazawa, Takashi Kojima, Haruo Okado, Akihiro Karashima, Yulong Li, Kenji F. Tanaka, and 

Makoto Honda. (2023) Serotonergic neurons control cortical neuronal intracellular energy 

dynamics by modulating astrocyte-neuron lactate shuttle. iScience, 26(1) 105830-105830, (2023).

4 Yumika Tsuji, Takehiro Ogata, Kentaro Mochizuki, Shoko Tamura, Yuma Morishita, Tetsuro 

Takamatsu, Satoaki Matoba, Hideo Tanaka. (2024) Myofibroblasts impair myocardial impulse 

propagation by heterocellular connexin43 gap-junctional coupling through micropores. Front 

Physiol. Feb :23:15:1352911. doi: 10.3389/fphys.2024.1352911.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 新保裕子, 佐久間敦丈, 平井志伸. “栄養環境により精神疾患様症状を呈したモデルマ

ウスの解析”, 実験動物ニュース, 72(2), (2023).
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プロジェクト名 フロンティア研究室（脳代謝制御グループ）

論文等発表

原著論文 （計 4 件）

1 Sayaka Hirai, Hideki Miwa, Hiroko Shimbo, Keisuke Nakajima, Masahiro Kondo, Tomoko 

Tanaka, Chiaki Ohtaka-Maruyama, Shinobu Hirai, Haruo Okado. (2023) Normal cortical laminar 

formation in RP58+/- mice. Molecular Psychiatry.Jun:28(6):2173-2173. doi:10.1038/s41380-023-

02299-2.

2 Shinobu Hirai, Atsuhiro Sakuma, Yasuto Kunii, Hiroko Shimbo, Mizuki Hino, Ryuta Izumi,

Atsuko Nagaoka, Hirooki Yabe, Rika Kojima, Erika Seki, Nobutaka Arai, Takashi Komori, Haruo 

Okado. (2023) Disease specific brain capillary angiopathy in schizophrenia, bipolar disorder, and 

Alzheimer's disease. Journal of psychiatric research. Jul:163:74-79.

doi:10.1016/j.jpsychires.2023.04.011.

3 Akiyo Natsubori, Shinobu Hirai, Soojin Kwon, Daisuke Ono, Fei Deng, Jinxia Wan, Momoka 

Miyazawa, Takashi Kojima, Haruo Okado, Akihiro Karashima, Yulong Li, Kenji F. Tanaka, and 

Makoto Honda. (2023) Serotonergic neurons control cortical neuronal intracellular energy 

dynamics by modulating astrocyte-neuron lactate shuttle. iScience, 26(1) 105830-105830, (2023).

4 Yumika Tsuji, Takehiro Ogata, Kentaro Mochizuki, Shoko Tamura, Yuma Morishita, Tetsuro 

Takamatsu, Satoaki Matoba, Hideo Tanaka. (2024) Myofibroblasts impair myocardial impulse 

propagation by heterocellular connexin43 gap-junctional coupling through micropores. Front 

Physiol. Feb :23:15:1352911. doi: 10.3389/fphys.2024.1352911.

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 1 件）

1. 新保裕子, 佐久間敦丈, 平井志伸. “栄養環境により精神疾患様症状を呈したモデルマ

ウスの解析”, 実験動物ニュース, 72(2), (2023).
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II. 学会等発表

招待講演 （計 1 件）

1. 平井志伸. 精神・神経疾患モデルマウスにおけるグルコース代謝異常第 64 回日本神経学

会学術大会 シンポジウム 2023/6/1

その他 （計 6 件）自由掲載

<ポスター発表>

1. 平井志伸. 脳機能を支える糖の脳内動態の解明、第 2 回 融合の場、2023/7/26-27 (発表

日：2023/7/27）

2. 新保裕子, 平井志伸, 田中謙二, 岡戸晴生. 成熟後の RP58/ZBTB18 の発現抑制は、認知機

能と歯状回の苔状細胞の健全性を規定する、第 101 回日本生理学会大会、2024/3/28-30

（発表日：2024/3/29）

3. 朴ジョンヒョク, 新保裕子, 田村昌子, 疋田貴俊, 岡戸晴生, 平井志伸. 精神疾患モデルマ

ウスの認知機能低下および不安症状に対する自発的運動の有効性の検討、第 101 回日本

生理学会大会、2024/3/28-30（発表日：2024/3/29）

4. 田村昌子, 新保裕子, 朴ジョンヒョク, 岡戸晴生, 平井志伸. Glut1 欠損症症候群の新規治

療法開発を目指したアストロサイト Glut1 の機能解明、第 101 回日本生理学会大会、

2024/3/28-30（発表日：2024/3/28）

5. 平井志伸. Glut1 欠損症症候群の新規治療法開発を目指したアストロサイト Glut1 の機能解

明、第６回ＴＭＥＤフォーラム、2024/3/6

6. 新保裕子. ZBTB18/RP58 ハプロ不全が惹起する知的障害の病態メカニズムの解明、第６回

ＴＭＥＤフォーラム、2024/3/6

III. その他の発表（計 0 件）

なし

IV. 特記事項

田村昌子. 所内研究発表会第 3 部会 優秀賞受賞 2023/12/13

平井志伸. 理事長表彰受賞 2024/3/11

- 102 -

プロジェクト名 細胞膜研究グループ

I. 論文等発表

原著論文 （計 2 件）

1. Keisuke Komatsuya, Masaki Ishikawa, Norihito Kikuchi, Tetsuya Hirabayashi, Ryo Taguchi, 

Naomasa Yamamoto, Morio Arai, Kohji Kasahara. (2023) Integrin-Dependent Transient Density 

Increase in Detergent-Resistant Membrane Rafts in Platelets Activated by Thrombin. 

Biomedicines. Dec 27:12(1):69. doi:10.3390/biomedicines12010069. (査読有)

2. Yuki Kobayashi, Keisuke Komatsuya, Sousuke Imamura, Tomoyoshi Nozaki, Yoh-ichi Watanabe, 

Shigeharu Sato, Antony N. Dodd, Kiyoshi Kita, Kan Tanaka. (2023) Coordination of apicoplast 

transcription in a malaria parasite by internal and host cues.                       

Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America.          

Jul 3:120(28). doi:10.1073/pnas.2214765120.(査読有)

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 2 件）

1. 平林哲也, 村上 誠. 肝疾患における PNPLA ファミリーの役割. 実験医学 41, 2860–2867, 

2023

2. 平林哲也, 村上 誠. 肝臓の細胞膜から重要な栄養素コリンを取り出す仕組み. ファルマシ

ア 59, 725–729, 2023

II. 学会等発表

招待講演 （計 0 件）

なし

その他 （計 12 件）自由掲載

1. Kasahara K, Komatsuya K, Ogura K, Kawashima I, Iguchi T, Hirabayashi T, Higa N, Sugiura N, 

Shimoda Y. Transmembrane Signaling of GPI-anchored NB-3/Contactin-6 via Src-family Kinase 

Yes in Ganglioside GD1b Rafts of Cerebellar Granule Cells Gordon Research Conference 

“Glycolipid and Sphingolipid Biology", Feb18-Feb23,2024.

2. Komatsuya K, Sakai S, Fukasawa M, Hanada K, Osada N, Tanegashima K, Hara T, Kikuchi N, 

Ogura K, Hirabayashi T and Kasahara K. : SARS-CoV-2 requires interaction of spike proteins with 

ganglioside GM1 rafts for efficient infection. Gordon Research Conference “Glycolipid and 
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プロジェクト名 細胞膜研究グループ

I. 論文等発表

原著論文 （計 2 件）

1. Keisuke Komatsuya, Masaki Ishikawa, Norihito Kikuchi, Tetsuya Hirabayashi, Ryo Taguchi, 

Naomasa Yamamoto, Morio Arai, Kohji Kasahara. (2023) Integrin-Dependent Transient Density 

Increase in Detergent-Resistant Membrane Rafts in Platelets Activated by Thrombin. 

Biomedicines. Dec 27:12(1):69. doi:10.3390/biomedicines12010069. (査読有)

2. Yuki Kobayashi, Keisuke Komatsuya, Sousuke Imamura, Tomoyoshi Nozaki, Yoh-ichi Watanabe, 

Shigeharu Sato, Antony N. Dodd, Kiyoshi Kita, Kan Tanaka. (2023) Coordination of apicoplast 

transcription in a malaria parasite by internal and host cues.                       

Proceedings of the National Academy of Sciences of the United States of America.          

Jul 3:120(28). doi:10.1073/pnas.2214765120.(査読有)

その他総説論文、著書、訳書、雑誌編集、報告書等 （計 2 件）

1. 平林哲也, 村上 誠. 肝疾患における PNPLA ファミリーの役割. 実験医学 41, 2860–2867, 

2023

2. 平林哲也, 村上 誠. 肝臓の細胞膜から重要な栄養素コリンを取り出す仕組み. ファルマシ

ア 59, 725–729, 2023

II. 学会等発表

招待講演 （計 0 件）

なし

その他 （計 12 件）自由掲載
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